










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　どうして人の気持ちはままならないのだろうと、彼女は考える。

　好き、嫌きらい──それが基本。興味がない、というのはそもそも、感情として成立していないので、この場合は考えなくて良い。

　そして、その二に者しや択たく一いつで言えば、彼女は彼が好きだった。

　ただ、その『好き』にも、大きく分けて二つの区分が存在しており──愛情か、もしくは恋れん慕ぼか。そんなざっくりとした分類があったあとで、更さらに細分化された箱があり、それは例えば劣れつ情じようや寵ちよう愛あい、愛あい欲よくや親愛なんてのがそうだ。そのどれもが少しずつ違ちがうもので、じゃあ自分のこの気持ちは、どこに区分けされるものなのだろうか。

　答えはすぐに出た。

　愛あい憎ぞう。シンプルな答えだった。

　大好き大好き大好き死ね大好き大好き殺したい大好き死ね大好き大好き死ね大好き！

　言語化してしまえば、そんな幼よう稚ちな思考。どこで何を間違ってしまったのか、そもそもは綺き麗れいだったはずのそれは、いつの間にか醜しゆう悪あくな殺意でデコレーションされていた。

　最初に芽生えたのは、可愛かわいらしい好意だった。綺麗な庭に力強く咲さいた、一輪の花。傲ごう慢まんさなど持ち合わせていない、誰だれから見ても愛らしい、それはささやかな親愛であった。

　しかし、その花はいつの間にか、見るも無残に枯かれていた。

　代わりに、いま彼女の胸に渦うず巻まくのは、愛憎から成る醜みにくい嫉しつ妬と心しん。心に形はないけれど、もしあったのなら、誰もが目を背そむけるような醜悪な形をしているに違いない。

　──そうして、彼が決定的な一言を告げる。

　そう、それが決定的だった。それさえなければ──それでも彼女は。

　その醜い気持ちを、隠かくしていられたかもしれないのに。

「──。────、───────」

　ぱりんと、砕くだける音がした。

　それは心ではない、自制心が砕ける音。

　感情を繋つなぎとめていた理性、その鎖くさりが引きちぎられた音。

　彼女にはそもそも、その素質があった。それを育てるだけの時間があった。

　だから。

　だから、彼女は────。








第一章　スカートひらり






「ねえ、くーたん。くーたんはどういうタイプの女が好きかしら？」

「……い、いきなり何なんでしょうか？」

　同年代の女の子に、つい敬語でそう尋たずね返した。しかし、俺のそんな言葉に対して、黒くろ髪かみロングの彼女は笑えみを浮うかべるのみ。いや、笑顔じゃなくて答えが欲ほしいんだが……。

　そうして困こん惑わくしていると、次いで、茶ちや髪ぱつショートカットの女の子が口を開いた。

「……そういえば、くーくんにそういうのを聞いたことって、あたしもあんまなかったかも。うりうりー、どうなのさー？」

「ちょ、肘ひじでつつくなよ……つか、突とつ然ぜんそんなこと言われてもな……」

「昔と今とで、好きなタイプもちょっと変わってたりするのかな？　──じゃあ、あたしにもワンチャンあったりして？　彼女みたいにおっぱいばいんばいんじゃないあたしにも、光明があったりして!?」

「自じ慢まんじゃないけれど、Ｆカップよ。本当に自慢じゃないけれど」

「自慢じゃないと繰くり返すことで、より自慢だと強調してるのがいけ好かない」

　先の二人に続いて、白はく髪はつミディアムの少女も声を出した。黒髪ロングの女の子が腕うで組ぐみをして胸を強調しているのを見て、自分でも試ためしてみたが──なんの強調にもならなくて舌打ちをする。……気を取り直したように、白髪ミディアムの子は続けた。

「そもそも、話が少しずれてる。いまの議題は、くーさんのタイプがどんな女なのかであって、別におっぱいがあるないの必要性は彼次し第だい。──くーさん。早くこいつらに言ってやって。世界平和と同じくらい、俺は貧ひん乳にゆうを愛してるって」

「それ、世界平和が乗っかっちゃってる時点で、胡う散さん臭くさくなってないか？」

　俺がそう言うと、白髪ミディアムの彼女は不満げに頬ほおを膨ふくらませ、俺を睨にらむ。それに居い心ごこ地ちが悪くなって別の方に視線をやると、茶髪ショートカットの少女が首を傾かしげていた。

「でも実際、どうなのかな？　くーくんは貧乳と巨きよ乳にゆうで言ったら、どっちが好きなの？」

「……え、なに？　これ俺、本当に答えないといけない流れなのか？」

「答えないといけない流れだねー。ちなみに、その二つとも微び妙みようなんだったら、新しい選せん択たく肢し──『普ふつ乳にゆう』が好きという手もあるけど、どうかなっ？　普乳党支持派のあたしとしては、とても魅み力りよく的な勢力だと思うよ！」

「そうかしら？　それって要するに、どこの需じゆ要ようも満たしていないということだと思うけれど」

「大にも小にもなれない半はん端ぱモンは黙だまってて」

「うわーんっ！　くーくん！　巨乳と貧乳が普乳をいじめてくるよー！」

「お、おう。それはドンマイ？　……どうでもいいけど、『ふつにゅう』って単語初めて聞いたぞ」

「くーくんは違うよね？　貧乳よりも巨乳よりも、普乳が至高だよね!?」

「いや……こうして縋すがられてるとこ、悪いんだが……まあ、その、なんだ。俺も結局は、男でしてね？」

「な、なにその、申し訳なさそうな笑みは……怖こわい……怖いよその顔！　具体的には、不ふ祥しよう事じをやらかした会社の下した請うけが、お父さんの勤め先だった時くらい怖いよう！」

「なんかえらく生々しい例えを出してきたが……ともかく、結論を言わせてもらうと」

　俺はそこで一つ言葉を切ると、呼吸を整えてから告げた。

「おっぱいは、大きければ大きいほど嬉うれしい」

「ちくしょー！」

　茶髪ショートの少女が俺の右頬に強きよう烈れつなビンタをくれた。すぱぁん！　と小気味いい音。いや、なにしてくれてんの……俺一応、病人なんだけど。

　ちなみに、俺が問題発言をした直後、黒髪ロングの少女は「しゃっ！」とガッツポーズを取り、白髪ミディアムの少女は「けっ」と悪態をついていた。

　そして、勝ち誇ほこった様子の黒髪ロング少女が、その大きな胸を張りながら言った。

「いいえ、何も恥はじる必要はないのよくーたん。別にあなたが特とく殊しゆな訳ではないわ。男性として、乳ち房ぶさの大きい女を求めるのは当たり前のことで、女の体が年を経へるほどに丸みを帯びるのは、男にそう求められるからだもの。──ちなみにだけれど、私の体のパーツの中では、お尻しりなんかも大きくて丸いからオススメよ」

「……デカパイ淫いん乱らんビッチ」

「何か言ったかしら、まな板少女さん」

「まな板じゃない。私ちゃんとＣカップのブラつけてる。まな板じゃない」

「ねえ知ってるくーたん。この世にはリフトアップブラというのがあってね──」

「その牛みたいな乳引きちぎってやる！」

　黒髪ロングの少女が何か言いかけたところで、白髪ミディアムの少女が彼女に挑いどみかかっていった。宣言通り、黒髪ロングの少女の両胸を鷲わし掴づかみにし、「憎にくい、憎い！」と恨うらみ言ごとを吐はきながら、それをもみくちゃにする。黒髪ロングの少女は痛そうに喘あえいだ。

「いた、んあっ……っつ、直接攻こう撃げきはやめなさいよ！」

「くっ、ブラの上からでも柔やわらかいのが、私の怒いかりの炎ほのおに油を注ぐ……せめて一部だけでも、引きちぎってやる……！」

「…………」

「ちょ、くーくん!?　何を無言になって、二人のくんずほぐれつを見てるのかなっ!?　あなたは見ちゃダメだよっ！　術後の体に障さわるから！」

「ちょ──やめ、目め隠かくしをしないでください！　むしろこれ、最高のリハビリだから！　やめろっておい！」

　突とつ如じよ始まったキャットファイトを見てにやついていると、残った一人──茶髪ショートの女の子がその両手を俺の両眼に添そえた。……正直、女の子に『だーれだ』をされてるこの状じよう況きようにドギマギしないでもなかったが、俺はそれよりも、貧乳の少女が巨乳の女の子の胸を揉もみしだく、というレアシチュエーションを凝ぎよう視ししたいのだった。はよ見せろ！

　そうして暗くら闇やみに包まれた視界の中、「あん、はんっ」という艶つややかな音と、「くそう、くそう……！」という涙なみだ声ごえが反はん響きようする。なので俺は一刻も早く、俺の両眼を押さえている女の子の手をどうにかしたかったが……そもそも、彼女の腕を握にぎって、それを払はらいのける、という行こう為い自体に抵てい抗こうを覚えた俺は、結局、茶髪ショートの子にされるがままだった。

　そんなこんなで、数分後。

「「「はあっ、はあっ……」」」

　一人は揉み疲つかれ、一人は揉まれ疲れ、一人はこの状況が終わったことに安あん堵どして……そのまま、三人は手近な椅い子すに座った。一体なんだこれ。今いま更さらながらそう思う俺。

　そして俺は、かねてより彼女達に聞きたかったことを、乱暴な口調で告げるのだった。

「そんで？　お前ら一体誰よ」




　　　　◆◆◆




　逆行性健忘。それが俺の患わずらった病気の名前だ。

　高校二年生になり、二学期の中間テストを終えた十月半ば──俺は事故にあった。

　ドライブレコーダーによると、暗い夜道の中、公園そばの歩道から俺の体が急に車道へ飛び出してきたらしい。車がそれをはね、俺の体は中空に舞まい上がり、接せつ触しよく地点から約三メートルも遠い場所にごとりと落ちた。

　運が悪いことに、頭から。

　ただ運のいいことに、死にはしなかった。事故直後、運転手の人がすぐさま救急車を呼んでくれたようで、その甲斐もあって、なんとか一命は取り留めたのだ。

　そうして生と死の境をさまよい、お医者さんの尽力によってこっち側に引き戻もどされた俺は、しかし万全の状態とは言えず──今までの記き憶おくを全すべて失なくしていた。

[image: ]

　事故それ自体も覚えていない。思い出そうとしても、そこには空白があるのみだ。

　ただ日常生活が一人では送れないレベルで、何も覚えていない訳ではない。文字の読み書き、簡単な数学問題、生活に必要な普通名詞。直近の授業なんかは覚えていないので、クラスメイトと比べると若じやつ干かんバカになったが……それでも、知識は零こぼれていなかった。

　零れたのは他人との記憶。それから、肉親との思い出だ。

　目覚めてすぐ、俺の前に父親と名乗る人物が現れた。名を久ひさ利とし。俺は彼から俺の家庭事情を知った──八年前に母親が死んでからは、父と二人暮らしだったらしい。

　仲良し親子、とはいかなかったようだが、彼の話し方、態度を見ていればわかる──愛されていたらしい。不器用な父と二人暮らし。いまはこの人と過ごした日々を何も思い出せないが、それでも、彼が父親だというのは何な故ぜかすとんと俺の腑ふに落ちた。

　そうして事情を全部説明されてから、彼は俺にこう言った。

「すまんな、くー助すけ。すまん……」

　何を謝ることがあるんだと、俺は父親と名乗る男に言い返した。たぶん、俺が生死をさ迷っている間、何もできなかったことを謝ってくれたんだろう。──そうすることでしか、自分の心を保てなかったのだ。

　そんなこんなで、俺これからどうすっかな……とりあえず記憶を取り戻すために、色々と頑がん張ばってみるべきなんかな──なんて思っていた矢先に、先の騒そう動どうだ。

　どたどたと女子三人が俺の白しかない病室に色を添えるように入ってきて、勝手に傍かたわらの椅子に座ったと思ったら、その中の黒髪ロングの女の子がいきなり言い放ったのが、

『ねえ、くーたん。くーたんはどういうタイプの女が好きかしら？』

　であった。

　いや、つか俺、くーたんって呼ばれてんのかよ。

「……そうよね。つい普通に話し始めてしまったけれど、くーたんは私達のことを、忘れてしまったのだものね」

「あたしの顔を見たら、くーくん、思い出してくれると思ってたのに……うう……」

「くーさん、薄はく情じよう者。人間のクズ。ゴミ溜ため」

「いや明らかに言い過ぎだろそれ」

　俺がそうツッコむのも無視しつつ、三人は三人だけでこしょこしょ話を始めた。それが終わると、まず黒髪ロングの少女が立ち上がり、俺に向かって告げる。

「それじゃあ、改めて自己紹しよう介かいするわね。──私の名前は色いろ町まち紙し織おり。くーたんとは同じクラスで、よく一いつ緒しよにお昼を食べる仲よ」

　その言葉を聞きながら、俺は彼女を見やる──目鼻立ちのきりっとした、大人の女性のような色いろ香かをたたえた、美しい少女だった。鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろをした艶やかな髪かみは、腰こしまで届きそうなほど長い。身長は普通だが、体つきは少女らしからぬ扇せん情じようさで、胸が大きく、腰がくびれ、尻が突つき出ているという……同級生とは思えない艶あで姿すがたである。

　見み蕩とれていると、彼女──色町が椅子に座り、次の少女が立ち上がった。

「そんで、あたしが花はな屋や敷しき花か蓮れん。くーくんとは小、中、高と一緒にいる幼おさな馴な染じみだよ！　改めてよろしくね！」

　次に立ち上がった彼女は、冬にもかかわらずうっすらと小麦色の肌はだをした、快活そうな女の子だった。女性的な線を損そこなわず、薄うすくついた筋肉。控ひかえめだが膨らみを見せる胸。明るい茶の色をしたショートカットの髪型はエネルギッシュな彼女に似合っていて、そして何より、くりくりとした目が印象的な顔立ちが愛らしい。

　それから、花屋敷が勢いよく椅子に座り直すと、静かに最後の一人が立ち上がった。

「私は雪ゆき縫ぬい霙みぞれ。くーさんとは、ええと……ともかく、仲良くしてた。また、よろしく」

　何故か歯切れ悪くそう自己紹介した彼女は、名前通り、肌も雪のように白い少女だった。身長が低く、体は胸を含ふくめ肉付きがあまりない。だが、それで貧相なイメージを受けるかといったらそうではなく……恵めぐまれた容よう貌ぼうに、華きや奢しやな体たい躯く。ミディアムに伸のばされた、銀にも近い白色の髪を持つ彼女の姿は可か憐れんで、どこか雪国の妖よう精せいを思わせる。

「「…………」」

　しかし、そこで俺は気づいた。

　少しばかり緊きん張ちようしたように自己紹介する雪縫を、色町はどこか冷めたように、花屋敷はどこか苦笑いのような表情で見守っていたのだ。

　そんな二人の含みのある表情に、俺が面食らっていると──三人は改めて俺が横たわるベッドの傍ら、病室の丸椅子の上から、俺を静かに見つめた。

「どうかな？　名前を聞いて、あたしらのこと、何か思い出せそう？」

「……い、いや、全然。申し訳ないんだけど……」

「そっか。──ううん、仕方ないよ。無理に思い出そうとしなくてもいいからね」

　そう言って微び笑しようし、俺の布ふ団とんをぽんぽん叩たたくのは、ええと……花屋敷だ。

　……正直なことを言わせてもらえれば、距きよ離りが近かった。彼女からしたら俺は、もう長いこと付き合ってきた幼馴染なのかもしれないが、俺にとっては今さっき出会ったばかりの女の子なのだ。気き遣づかわれて嬉しい、という思いよりは、戸と惑まどいの方が先に立つ。

　そんな感情が顔に出てしまったのか、雪縫が呟つぶやいた。

「花屋敷さん。くーさん、困ってる。あんまり直接的なのはやめるべき」

「あ……ごめんね、くーくん。馴なれ馴れしかったよね？」

「い、いや、別にいいんだけどな？　たぶん君にとっては普ふ通つうのことだったんだろうし」

「うん……普通だったん、だけどな……」

　行き場のなくなった右手を小さく握って、自分の背に隠かくした。──僅わずかながら、きりりと胃が痛む。こういう時、昔の俺なら、彼女を拒きよ絶ぜつしなかったんだろうな。

　重苦しい空気を察したのか、ふいに色町が「お花を持ってきたの。花か瓶びんに入れてくるわね」と言って、席を立つ。それから彼女が病室の奥に消えると、水の流れる音がした。

　その間、雪縫が場を繋つなぐように、口を開いた。

「どの程度覚えてない？」

「正直、事故以前のことは全然。ここが病院で、病気になった人を治ち療りようする施し設せつだってこととか──そういった知識としての記憶は、消えてないんだけどな」

「自分にまつわることは？　嫌きらいだったものとか、好きだったものとか……」

「いや、あんまり……さっき巨きよ乳にゆう好きだったことは思い出したけど」

「思い出さなければよかったのに」

　不ふ貞て腐くされた表情の雪縫に睨にらみつけられる。思い出したものはしょうがないだろ……。

　次いで、気持ちを切り替かえるように顔を上げた花屋敷も、会話に混ざってきた。

「くーくんはねー、甘い物が大好きだったよ！　放課後、一緒に帰れるときは、よく雪国大福を二人で一個っつ食べたりしたの。冬でもそうだったんだから」

「へえ、甘い物……そういえば、そんな気も……」

「それから、キャラメルも大好きだったよ。あなたと喧けん嘩かして険悪な空気になったら、次会う時にお互たがいキャラメルを渡わたし合うんだー。それでチャラって──そうしてた」

「ふうん、そっか……」

「……えへへ」

　俺がピンと来ていない顔をしたら、花屋敷は誤ご魔ま化かすように笑えみを作る。一方の俺は、いまその記憶を思い出さないことで、彼女を傷つけていることに気づいた。

「本当に悪い、花屋敷……さん……」

「花蓮って、そう呼んでくれてたよ？」

「か、花蓮？」

「うん。下の名前で花蓮。──ね、またそう呼んでよ」

　屈くつ託たくのない笑みと共に、花屋敷はそう言った。……中々ハードルの高い注文だった。俺からしたら初対面の女の子を、いきなりそう言うのは……なあ？

「じー」

「他人をじっと見ている時に、実際にそう言う奴やつを初めて見たぞ……」

「か、れ、ん！　ほら、簡単だよ！　りぴーとあふたーみー！」

「…………か、花蓮」

「ふふっ。うんうん、それでよろしい！」

　俺が無理して名前を呼ぶと、彼女は満足そうに頷うなずく。……どうにも気き恥はずかしかった。

　つか、そもそもの話をすれば──俺はいま、彼女を含めた可愛かわいい女の子達に、いきなり囲まれているというこの状況に、戸惑っているしな……なに？　記憶を失くす前の俺って、超ちようモテ男だったの？　さっき鏡で見た俺の顔は、超絶イケメンじゃなかったが……。

　そんなことを考えていると、色町が水の入った花瓶と花を持ってきた。花瓶に添そえられていたのは、赤、白、紫むらさきに彩いろどられた、美しい花の束。どうやらお見み舞まいの花らしい。

　綺き麗れいだなーと見蕩れていたら、それに気づいた色町が微び笑しようと共に告げる。

「アネモネよ。可愛らしいでしょ？」

「あ、ああ。ありがとう」

「アネモネ……？　アネモネって、確か……」

　色町の言葉に、考え込むような様子を見せる雪縫。なのでつい気になって雪縫の様子を見ていたら、とんとん、と肩かたを色町に叩かれた。……こんな些さ細さいなことでドキっとする俺は、記憶はないけど、たぶん童どう貞ていだった。ちくしょう。

「いつ頃ごろ退院できそうなの？　学校には、いつ戻れるのかしら」

「うーん、どうだろ……俺、頭カチ割れた割には、記憶以外の部分はそこそこ無事だったからさ。それこそ、またいつ記憶が飛ぶともわからんけど──早ければ来週には、学校戻れそうなんだよな」

「そう、それはいい報告だわ。くーたんがもうすぐ学校に来てくれるのなら、これからのお昼休みは、私一人で時間を持て余さずに済むわね」

「……それは別に、俺以外の人とメシを食えばいいのでは？」

「だって私、あなた以外には友達いないもの」

「……なんつうか、その……ごめんなさい」

「ふふっ、謝る必要なんかないわ。──ちなみに、くーたんもクラスに私以外の友達はいないわよ？」

「マジで!?　俺いま今日一番ビックリしてんだけど、マジで!?」

「ええ、そうよ。──まあ、これから実感することになるでしょうけれどね。こんな大けがをしているのに、私達以外は誰だれもお見舞いに来てくれない、という事実から」

「……知りたくなかった。俺、そっか……そっか……」

「あははー。でもその代わりに、こんなに可愛い女の子三人が見舞いに来たんだから、いーじゃん。くーくんモテモテじゃん」

「確かに。くーさんの悩なやみは贅ぜい沢たく。こうして女子に囲まれてる時点で、男友達がプッ……いないことなんてプフッ……我が慢まんするべきあーっはっはっはっは！」

「あのー、雪縫さん？　お前、記き憶おくを失なくした俺でもわかるくらいキャラにない呵か々か大笑してんじゃねえよ」

「取り乱すことないわ、くーたん。私がいるもの。私と二人で、傷の舐なめ合いをしましょうよ、ね？」

「ううう、色町さん……それ、慰なぐさめになってるんですかね……」

「具体的には、英語でペアを作る時、私達が男女でペアになる度たびに──『あいつら付き合ってんじゃねえ？』ってなる冷ややかな視線にも耐たえ抜ぬきましょうよ」

「俺、記憶喪そう失しつとか関係なく、学校行きたくなくなっちゃったよー」

　ベッドに身を預けながらつい愚ぐ痴ちる俺。そんな俺の様子を見た女子三人が、視線を交かわしながら、少しだけ笑い合っている姿に……俺はなんだか酷ひどい疎そ外がい感を味わうのだった。




　　　　◆◆◆




　それから時間は進み──退院して数日後の、火曜日。

「なんかごめんな、雪縫さん」

「……ううん、いい。構わない。むしろ、私を頼たよってくれて嬉うれしい。──あの淫いん乱らん乳だけ女でも、元気が煩うるさい騒そう音おん幼おさな馴な染じみでもなく、私を選んだくーさんは見る目がある」

「見舞いにきてくれてた時から気づいてたけど、君って結構毒舌だよな」

「でも、どうして朝の登校に私を選んでくれたの？　あなたにとっては私も、他ほかの二人と同じように、まだ出会ったばかりの他人にしか思えない筈はずなのに」

「いや、特に理由ってほど理由は……ただ単に、いつも通っていた学校に登校するにも、誰かの案内が必要だって気づいた時に、雪縫さんが見舞いに来てくれたからさ」

「…………」

　理由はない、とはっきり言ってしまうと、雪縫はわかりやすく不満げに口を尖とがらせ、俺の腕うでを制服の上からつねった。地味に、しかし着実に痛い……。

　そんな訳で、国道を横目に、てくてく歩道を行く俺達。……車がびゅんびゅん通っている真横を歩いているのに、さほど俺の中で恐きよう怖ふ心しんが芽生えていないこと、それ自体が怖こわかった。事故そのものを忘れてるから、車に対する警けい戒かい心しんも生まれてこないんだよな……。

「それじゃあ、気を取り直して──都合のいい女一号、くーさんの登校の手助けを再開する。都合のいい女だから」

「……いや確かに俺が悪いんだけどさ、そういう言い方はちょっと……」

「ちなみに、これは歩道橋って言う。この段差に足をのせて、もう一度のせて、を繰くり返すことで、のぼれる。そして道路を横断できる」

「馬ば鹿かにはすんな？　俺が自分の通ってた高校に登校できなくなったからって、馬鹿にはすんなよ」

「たかしくんは右手にりんごを一つ、左手にももう一つりんごを持っていました。さて、たかしくんが持っているりんごの数はいくつですか？」

「だから馬鹿にすんなって。俺、記憶以外は割と無事だから。算数においてたかしくんが出てくる段階は卒業してるから」

「正解はゼロ。何な故ぜならたかしくんは、そのどちらのりんごも友人から持たされているだけで、そのりんごを彼が所有している訳ではないからです」

「なにそれ悲しい。たかしくんパシらされてただけかよ」

　そんなしょーもない話をしながら俺と雪縫は隣となり合って進んだ。──ふふっ、と。楽しげな顔で雪縫が笑う。零こぼれたような笑み。白い肌はだと白い髪かみに、それはよく映はえた。

「…………」

　しかし、その笑顔を見ても、俺が何を思い出すこともない。その可愛さに心臓が小さくドキリと動いたが、だからといって記憶は蘇よみがえってこなかった。

「……くーさん、大だい丈じよう夫ぶ？　顔色悪いけど……」

「ああ、大丈夫だ。心配してくれてありがとう、雪縫さん」

「…………」

「ん、どうした？　急に立ち止まったりなんかして」

「この間から気になってた。雪縫『さん』って……」

「あ……昔の俺はそう言ってなかったか？」

「うん」

「そっか……じゃあ、昔の俺はなんて？」

「しゅきしゅき大しゅき霙たん」

「お前、平気な顔で嘘うそをつくなよ……」

　ノータイムで、しかも無表情で、霙たん──ではなく雪縫はとんでもない嘘をついてきた。実際、俺がそんな恥はずかしい呼こ称しようで彼女を呼んで、雪縫は嬉しいのか……？

　俺がそう呆あきれていると、彼女は肩を竦すくめたのち、悪びれる様子もなく話を続けた。

「霙。そう呼び捨ててくれてた。だから、これからもそうして」

　また下の名前か……いや本当、記憶喪失前の俺ってすごいな？　記憶を取り戻もどしてないからこう思うのかもしれないが、俺、昔の俺に少し腹立ってきたぞ。なんだこのリア充じゆうは。友達はいないらしいけど、雪縫に、花蓮に、色町に──仲の良い女の子が多すぎだろ。

　そうは思いつつも、俺は一度唾つばを飲むと、覚かく悟ごを決めた。……可愛い女の子に頼たのまれてしまっては、それを無下にすることもできない。乾かわいた口から、何とか声を絞しぼり出した。

「み、霙……これでいいか？」

「────」

　しかし、俺がそう言った瞬しゆん間かん、かあっ、とその頬ほおをリンゴのように赤くする雪縫。それから彼女は恥ずかしげに、赤らんだ顔を俯うつむけてしまった。……？　いつも俺にそう呼ばれてるんだとしたら、このリアクションはおかしい気がするけど……。

「お、おい、霙？　どうしたんだよ霙」

「や、やっぱやめて、くーさん……下の名前とか、距きよ離り感かんが近すぎる……無理……」

「はあ？　距離感が近すぎるって……でも俺は昔から、君のことを──あ！」

　そこまで言ってようやく気がついた。彼女のこの照れたような様子……もしや！

「さてはお前、俺から霙なんて呼ばれたことなかったな!?」

「……だって、呼ばれたかったんだもん……」

　赤らんだ顔を逸そらし、頬を膨ふくらませた彼女はそう、ぽしょりと呟つぶやいた。うわ、なんだその理由。可愛すぎる──じゃなくて！　確かに、これはちょっと警けい戒かいすべき事態だった。

　そうか、これまではあまり意識してなかったけど、記憶のある彼女達は、記憶のない俺に対して、こういうことができるのだ……これからは少しばかり、考えないとな。

「と、ともかく。もうこういうことはやめてくれよな、雪縫」

「……霙でも、いいけど」

「さっき『距離感が近すぎる、無理』って言ってたじゃんか」

「実際にそう呼ばれたら、心臓がドキドキし過ぎた……」

「…………」

　その発言にこそ、俺の心臓がドキドキと高鳴った。いじらしい子だなあ……。

　そうして、会話が一段落したところで──俺達は再び、目的地である私立九くノの里さと高校への道を、歩き出す。

　俺が一年と半年ほど通っている筈の、いまは何の思い入れもない学校へと──。




　雪縫に連れてきてもらった自分のクラスの前で、俺は立ち尽つくしていた。

　少しだけ呼吸が荒あらくなる。そんな時、つんつん、と制服の袖そでを雪縫に引かれた。

「手、繋つなぐ？」

「な、なんでだよ……意味がわからんのだけど」

「だってくーさん、見るからに緊きん張ちようしてるから。……こいつ今なら弱ってるし、手繋げるかなって思った」

「なんでそんな内情までバラすんだお前は」

　というか、そもそもの話をすれば、いま雪縫と手を繋いだところで、俺の緊張はほぐれたりしないんだが……むしろ女の子と手を繋いだドキドキで、緊張が倍になるだけだ。

「ともかく、俺は大丈夫だから。雪縫も、もう自分のクラスに戻っていいぞ。──ここまでの案内、ありがとな」

「うん……」

　俺の制服の袖から手を離はなし、たたたっと小走りに離れていく雪縫。しかし、彼女はふいにこちらを振ふり向くと、はっきりとした声で言った。

「──私は、味方だから」

　その言葉がどういう意味なのか、今の俺にはわからなかった。

　だから、それがどういう含ふくみを持っているのか、少し考えようとした。……しかし、考えようとしたところで、そもそも参照するべき過去を持ち合わせていないことに気づいた俺は、仕方なく考えるのを諦あきらめると──一つだけ深呼吸して、教室の扉とびらを開ける。

「「「…………」」」

　降り注ぐ目と目と目。攻こう撃げきの匂においは感じない。ただ、腫はれ物に触ふれるかのような、どうしたらいいのかわからないという困こん惑わくの瞳ひとみが、教室には多くあった。

　そんな中、一人の三つ編みメガネの女子が俺の前まできて、話しかけてきた。

「おはよう、くー助くん。もう学校出て来て大丈夫なの？」

「う、うん。まあ……」

「そっか、よかった。──ほら、ここがあなたの席だよ」

　三つ編みメガネの女の子が、俺を自分の席に案内してくれる。「ありがとう」と告げると、彼女はにっこり笑って自分の席に戻った。──見やれば、俺が入ってきた時だけ静せい寂じやくに包まれた教室は、またがやがやと喧けん騒そうを取り戻している。

　そうして、孤こ立りつした状じよう況きように不安になっていると──俺の肩かたをぽんぽんと叩たたく者があった。なんだ、俺にも友人がいたんじゃないかと振り返ったが、そこにいたのは彼女だった。

「おはよう、くーたん」

「あ、ああ……おはよう、色町さん」

　楽しくてしょうがないという表情。「ふふっ」彼女は自然な所作で髪を耳にかけながら、席に座った。──俺の隣となり。同じクラスなのは聞いてたけど、席もこんなに近かったのか。

「あなたが学校に復帰するのを、待ちわびていたわ」

「お、おう、そっか。ありがとう……ありがとう？」

「具体的には、お昼休みの時間になるといつも女子トイレにこもって、泣きながら焼きそばパンを食べていたわ」

「具体例はいらなかったなあ……」

「少し味付けが濃こかったの。あのパン屋ももうダメかしらね」

「たぶんそれパン屋のせいじゃないから、見限んないでやってくれ」

　俺がそう言うとまた笑って、色町は机に肘ひじをつく。それから、さっき俺に話しかけてくれた三つ編みメガネの女の子を小さく指さして、会話を続けた。

「彼女は雛ひな山やまもえさん。このクラスの委員長で、最近はあなたのことをよく気にかけていたわ。事故以前はごくたまに世間話をする程度の関係だったのにね。──だから、端たん的てきに言えば同情なのよ。それまで気にも留めていなかった男子が、大きな不幸に見み舞まわれた。これは委員長として何かしなければ……そういう偽ぎ善ぜん、もしくはボランティア精神と言ってもいいのかしら」

「…………」

「あなたが望むのなら、彼女の机の中にバナナの皮を放ほうり込むくらいの悪事はやってのけるけれど？」

「いやなんでだよ。俺そんな顔してた？　俺そんな嫌いやそうな顔してたのか？」

「ふふっ、冗じよう談だんよ。でも──つまり彼女は、くーたんの境きよう遇ぐうを哀あわれんで話しかけてきただけなの。残念だけれど友達じゃないのよ」

「……じゃあやっぱり、俺には……」

「このクラスに、私以外の友達はいないわ（にっこり）」

「満面の笑えみで言うなよこんちくしょう！」

　つい全力でツッコんでしまう俺。しかし、そんな俺のツッコミにも、色町は涼すずしい顔。むしろ久しぶりにこうして話せて嬉うれしいと、そんな喜色を隠かくさない表情だった。

「つか、そもそもの話なんだけどさ……なんで俺って、色町さん以外にクラスの友達がいないんだ？　コミュ力が死んでるのか？」

「いいえ、そんなことはないわ。──これは昔、くーたんと出会った頃ころに聞いた話なのだけれど……どうやらくーたんって、入学したての頃に、インフルエンザにかかったらしくてね。それで友達を作るタイミングを逃のがして、そのままずるずるといっちゃったそうよ。よく事あるごとに、『俺は友達を作れなかったんじゃない。作る機会を得られなかっただけだ。ポテンシャルはあるんだ……』と泣きそうな顔で言い訳をされたわ」

「……わかるぞ俺。そう言いたくなる気持ち、わかるぞ俺！」

「まあそのおかげで、このクラスではこうして、私がくーたんを独ひとり占じめできているのだから、御おんの字じよね」

「御の字て。俺に友達がいないことを喜ぶなよ。本当に友達か？」

　俺がそう言うと、楽しそうに笑う色町。その良い笑顔をやめてくれ。好きになるから。

　それから色町は、俺にこのクラスの面々についての情報を教えてくれた。──キラキラした男女グループがいたり、ひっそりと楽しそうなオタク男子グループがいたり、二軍的な位置につける女子グループがいたり……しかし、そうして様々な名前が彼女の口から出てきはすれど、俺と関係のある人間は一向に増えないのだった。ふええ……（泣き声）。

　とまあそんな具合で、彼女は説明をしていってくれたのだが──その際。俺はふと、別のことが気になってしまった。それは、彼女が小さく人を指さす時。制服の袖が引けて、彼女の手首があらわになったのだが……そこに、白い包帯が巻かれていたのだ。

　手首に包帯。悪いイメージが浮うかぶ。他人ひと事ごとながらつい心配してしまった。

「──まあ、そんな感じね。以上がこのクラスの人達のおおざっぱな説明になるのだけれど、これで足りたかしら？」

「……ああ、うん。十分だ」

「ん？　ぼーっとどこかを見て、どうしたの……──あ」

　ついじろじろと見過ぎてしまったために、俺が見ていたものが色町にバレたらしい。すると彼女は少し恥ずかしげに袖を正して──包帯を隠して、それから言った。

「場所が場所だけに、意味深に思えてしまうかもしれないけれど……これに関してはあまり重たい理由じゃないの。あとで教えてあげるから、そんな顔をしないで、くーたん」

「そ、そうなのか？　なら、いいんだけど……」

「ふふっ、変わらず優やさしいのね。──こうしてあなたに心配してもらえるのなら、こんな傷でも、つけた甲か斐いがあったのかもしれないわ」

「…………」

　その発言にどこか病的なものを感じた俺はつい、笑みを浮かべる色町から視線を外した。……昔の俺ならこんな時、どんな返事をしていたのだろうか。まともに口を開けない代わりに、俺はそんなことを考えるのだった。




　　　　◆◆◆




　昼休みの時間になった。

　俺は一つ伸のびをして、数学の教科書を机にしまう。──結局、記き憶おくを失った俺にとっても、高校の授業が新しん鮮せんだったのは一、二時間目だけ。だから待望の昼休みだ。

　そんな訳で俺は早さつ速そく、総菜パンの入った学生カバンに手を伸ばしたが──その瞬しゆん間かん。

「はい、くーたん」

　どん、と俺の目前に置かれたのは、ピンクの風ふ呂ろ敷しきに包まれた、大きなお弁当だった。

「……ええと、これは？」

「私の手作りよ」

「…………」

　彼女と病室で出会ったのが先週の水曜日だから、まだ一週間も経たっていない。

　たぶん、そういう関係ではあったんだろう。恋こい人びと一歩手前というか、もうどっちかが踏ふみ出したらそうなる関係というか……そのレベルではあったんじゃないかと、そうは思うのだが──手作りかー。俺からしたら出会ったばっかの女の子の、手作り弁当かー。

「もしくーたんが嫌だと言うのなら、いまからこの中身は全部、あの教室の隅すみにあるゴミ箱に捨ててくるけれど」

「……あの、あれだよな。色町さんってたまに、凄すごいヤンデレっぽい瞬間があるよな」

「ちなみに。さっきはぐらかした、いま私の手首に包帯が巻かれている理由もこれよ。今朝の料理中に、少し切ってしまってね。──紙織、ドジっちゃった。てへぺろ」

　わかりやすいドジっ子アピールだった。あざといからやめなさい。

　と、そうして俺が面食らっている間にも、色町は勝手に風呂敷包みを開かい封ふうする。それから弁当の蓋ふたをぱかっと開けた。──なんというか、普ふ通つうののり弁だ。ただ右下にごく小さく、桜でんぶで『ＬＯＶＥ』と書かれてはいるが。それから彼女は手慣れた様子で割わり箸ばしを割ると、それを俺に渡わたしてきた。……いや、割り箸くらい自分で割れるんだけどな？

「くーたんは記憶喪そう失しつになってしまったし、だから私のことも『最近出会った女』程度の認にん識しきでしょうから、このタイミングでまた手作り弁当を持ってくるのはどうなのかしらと、そう思いもしたのだけれど──作ってきたわ」

「そこまでわかっていて作ってくるところに、色町さんの性格を垣かい間ま見みたわ」

「さ、召めし上がれ」

「……い、いただきます」

　なんというか、感情としてはすごい複雑だった……綺き麗れいな女の子の、手作り弁当。そんなの、高校生男子としては嬉しくない訳がない。ただ、俺に『色町紙織と関係を築いた記憶』がないので、それがどんだけ美人な女の子の手作り弁当だとしても、これは先日見知ったばかりの女の子が作った弁当であり、だからこそ一いち抹まつの不安が残る訳で──。

「食べないのかしら？」

「た、食べる！　食べるけど、ちょっと待ってくれ……」

「……ああ！　そうよね、いつもはこうじゃないものね？　ごめんなさい、気が利きかなくて。ええと、ちょっと待ってもらえる？　──はい、あーん」

　俺が手作り弁当に手をつけられずにいると、色町がいきなり、俺の弁当から自前の箸で玉子焼きをつまんで、俺の口元に寄せてきた。え……一体なんなんでしょうか、これは。

「……あの、色町さん？　俺達っていつも、こんなことを？」

「（にっこり）」

　俺の質問に、ただただ美び麗れいな笑みを返す色町。えええ……こんなんもう、付き合ってますやん。もしかして色町って、俺の彼女なのか？　幼おさな馴な染じみの花蓮がいて、女友達の雪縫がいる俺は、こんな美人と付き合ってんの？　俺スゴない？

　そんな思考をしている間にも、俺の眼前には玉子焼きが差し出されたまま。……ここで「記憶喪失の俺にとってあなたはほぼ初対面の女なので、そんなあなたの手作り弁当は食えません」と言えるほど度胸のない俺は、だから……おずおずと、その口を開いた。

「あ、あーん……」

「はい、あーん。──ふふっ、美味おいしい？」

「ふぁ、ふぁい……」
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　一応はそう頷うなずいたものの、正直、美人の同級生にあーんで食べさせてもらっている、という状況に頭が茹ゆだってしまい、味なんかろくにわからないのだった。情けねえ。

　そうして俺は玉子焼きを嚥えん下かする。とりあえず、弁当の中身を一つ食べたことで安心した俺は、改めて「いただきます」と言うと、色町の手作り弁当を食べ始めた。

　ちなみに、味は普通に美味しい。どうやら色町は料理をするのが得意らしかった。

「いつも、昼メシはこんな感じで？」

「ええ、そうね。教室で二人、席を並べて食べることが多かったわ。最初はそれぞれ自分で買ってきたものを。それから、二人で学食を食べに行ったり、たまに気分転てん換かんで屋上に出たりもしたわね。最近では、私がお弁当を作ってくるのが日課だったの」

「ふうん……その中で、あ、あーんをして食べさせあったりとかも、してたんだな？」

「ああ、それは今日初めてしたわ」

「おい！　どういうことだおい！」

「私としてはずっと、やりたいと思ってはいたのだけれどね。くーたんが恥はずかしがるものだから、今までできていなくて……ふふっ、積年の夢が叶かなったわ。いま私、とっても幸せよ。ありがとう、くーたん」

「あ、ありがとうて……記憶喪失の俺を騙だましてあーんで食べさせたっていうのに、全く悪びれてないのが、逆に凄いな……」

「それじゃあ次は、私にあーんをしてくれるかしら？」

「ちょっとくらい反省したらどうですか!?」

　俺がそうツッコんでも、どこ吹ふく風。色町は上じよう機き嫌げんそうな顔で、自身の弁当をパクつくだけだった。ちくしょう。雪縫のことがあって、気を付けようと思っていた矢先に……。

「こうなると、色町さんと一いつ緒しよにお昼を食べていたかどうかも怪あやしいな……」

「ふふっ、ごめんなさいね。でも……あなたは忘れてしまったのでしょうけれど、くーたんがこうして、私とお昼を食べてくれるようになって──正直、救われたのよ。あなたみたいな純じゆん粋すいな人は、私の人生にはいなかったから。くーたんが、二人で食べるご飯のおいしさを、教えてくれたの」

　それはちょっと大げさじゃないか、と。そう言おうとしたが、それはできなかった。

　──酷ひどい頭痛。頭ず蓋がい骨こつにドリルで穴を開けられる感かん触しよく。みしり、と骨が呻うめいた。

「ぐ、づ……！」

「ど、どうしたのくーたん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　しかし、その痛みは一瞬のもので。そうして苦痛を耐たえきったその先に、俺の見たことのない景色が。失われた筈はずの記憶が、輝かがやいていた──。





「よ、よう。お、お昼、一緒に食べないか？」

「……どうして？」

　ぎこちない笑みを浮かべる彼に、怪け訝げんそうな顔で色町が尋たずね返した。その表情に少したじろいだものの、笑顔を切らさずに彼は続けた。

「あーっと……一人より二人の方が、美味しいだろ？」

「ふっ。面おも白しろいことを言うのね」

「む……その冷めた態度、なんか嫌いやだな。もしかして色町って、他人と一緒にご飯食べたこと、ないんじゃないのか？」

「ええ、ほとんど。でもそれを言ったら、くー助くんもそうなんじゃない？」

「ぐっ、痛いところを……で、でも、俺はあれだから！　花蓮とはちょくちょく一緒に食べてるからな！　他人と食べたこと、なくはないぞ！」

「ふうん……それって、そんなに違ちがうものなのかしら」

「じゃあ、試ためしてみないか？」

　そう言うと、彼は彼女の対面の椅い子すに座り、「いただきます」と手を合わせる。それから持参していた焼きそばパンの包みを開け、齧かじりついた。

「んまい！」

「…………」

「ほら、色町も。一緒に食べようぜ」

　言われて、おずおずと自分の学生カバンからメロンパンを取り出す色町。彼女はその包みを開け、ぱくり、と小さく一口齧った。それから、彼に向かって不満げな顔をする。

「……変わらないじゃない」

「馬ば鹿かかお前。そんなすぐに変わる訳ないだろ」

「…………」

「やめてやめて暴力反対。その握にぎり込んだ拳こぶしをおろせって。お前、暴力とか振ふるえるタイプじゃないだろ」

　馬鹿らしくなって拳をおろし、色町はまた一口メロンパンを齧る。やはりその味は変わらないとでも言いたげな、不満顔だ。

「嘘うそをついたのね」

「嘘じゃないって。ただ、誤解があったみたいだな」

「誤解？」

「うん。一人より二人の方が美味しい、これは嘘じゃない。でも別に俺達は、そんなすげえ仲いいって訳でもないだろ？　だから、たぶんこれからだよ。──一緒に食べようって誘さそったのは、そういうこと。いつかきっと美味しくなるから、これから昼食は二人で食べようぜって……あの、意味わかる？」

「……ぷっ」

　色町は小さく噴ふき出した。それは、彼が最後に酷く不安げな、自分が何を言っているのか自分でもわからなくなってしまったような表情で、色町を見てきたから。

　それから、彼女は小さくメロンパンを齧った。それは少しだけ、違う気がした。

「意味がわからないわ。でも、まあ……明日も、一緒に食べましょうか」

　それが、色町が初めて彼にねだった、小さな約束事だった──。






「思い、出した……」

「え？」

　俺は目を数度しばたたかせ、顔を手で拭ぬぐった。それから、さっき見た光景をもう一度、頭の中で反はん芻すうさせる……細部は失ってしまった。あの時抱いだいた感情、俺がどういう気持ちだったのか、そういうものは。

　でも、思い出せたのだ。

　たぶんあれは、俺が初めて色町をお昼に誘った日のこと。──俺から誘っていた。色町は少し困り顔だった。でも最後には、俺との昼食を受け入れてくれた。だから今日まで、この関係が続いている……。

「──そう、か」

　何もないと思っていた自分にも、ちゃんと関係を紡つむいだ人がいた。それを感じられたことが嬉うれしくて、俺は勢い、席から立ち上がる。それから色町のそばまで近づくと、つい。

　感情の赴おもむくまま、色町を背後から抱だきしめてしまった。

「そうかそうか。そうだったのか──色町っ！」

「え──やっ!?　く、くーたん!?　きゅ、急にどうしたのあなた！　いきなりバックハグなんて、どこぞの少女漫まん画がみたいでこんなのはもちろん嬉しいけれどただ強すぎる刺し激げきは同時に毒にもなってでも死ぬほど嬉しいはううぅぅぅん……！」

　胸中を喜びの感情が駆かける。やった、俺は思い出せる！　記き憶おくを取り戻もどせるんだ！

　そうして、色町を抱きしめる事、しばし……抱きしめた体が熱くなっていくのに比例して、次し第だいに俺の頭が冷静になっていく。そのうち、教室にいる生徒たちの冷たい視線が、こちらに刺ささっていることにも気づいて──う、うわ！　俺、何やってんだ!?

　頬ほおが赤らむのを感じつつ、彼女から飛びのいた。すぐさま色町に頭を下げる。

「ご、ごめん色町さん！　記憶喪そう失しつになってから、俺ってなんにもねーんだなって自じ暴ぼう自じ棄きになってたから……いまお前との過去の記憶を思い出して、嬉しくなっちゃって……」

「そ、そう……いえ、その、いいのよ？　こんな体で良かったら、いつでも抱きしめてくれて。眠ねむれない夜には、呼んでくれればいつでも抱き枕まくらになるもの」

「色町さんって、平然とした顔ですごいことを言うよな……」

「え、ええと、それで──何を思い出したの？」

　色町に尋ねられ、俺は今しがた自分の身に起こったことを説明した。──断だん片ぺん的ではあったけど、記憶の一つを取り返せた。そう伝えると、色町は何な故ぜか儚はかなげな顔をする。

「そう……それはいいことね。くーたんが苦しむのは見たくないけれど、記憶を取り戻せたのなら僥ぎよう倖こうだわ」

「……なんか、あまり喜んでくれないんだな？」

「い、いえ、そういう訳じゃないのよ？　あなたが私のことを思い出してくれたのは嬉しいけれど、でも、その前のくーたんの苦しみようが酷かったから……」

「ああ、そっか。心配かけてごめんな」

「…………」

　俺がそう言うと、何か考え込むような顔をする色町。……それを不思議に思いつつも、俺は疑問に感じたことを、彼女に投げかけた。

「でもなんで俺、それまでは友達のいないぼっちだったのに、色町さんにはあんなに積極的に話しかけたんだろうな？」

「さあ？　それはくーたんにしかわからないことだから、私からこれといった答えをあげることはできないけれど……たぶん、私もぼっちだったからじゃないかしら？」

「あー。だからこそ、話しかけやすかったのかね？」

「そのおかげでくーたんが話しかけてくれたのなら、私もクラスに友達を作らないでよかったわ。──安心してくーたん。これからも、私の友達はあなただけよ」

「……あの、言葉がいちいち重いのですが」

　つい苦み走った顔になる俺。それに笑いつつ、色町はまた箸はしを持つ。次の一口を食べようとして──一度止まり、それから箸を置いた。小さく深呼吸。……色町の雰ふん囲い気きがどこかおかしいことに気づいた俺が彼女を見ていると、彼女は俺を見つめながら、言った。

「でも、その……くーたんが喜んでいるところに水を差すみたいで、申し訳ないのだけれど……あんまり、無理に記憶を追いかけなくてもいいんじゃない？」

　俺はその言葉に、少し驚おどろいた。だって俺はてっきり、色町は俺に、早く記憶を思い出して欲しい──自分達の関係性を取り戻して欲しいと、そう望むと思っていたから。

　苦し気な、儚げな笑みを顔に張り付けて、なおも色町は続けた。

「頭痛のこともあるし、ね？　過去にどういうことがあったかは、私が教えてあげるから。そんなに、必死にならなくても……」

「ん……まあ、うん。そうかもな」

「ええ。──それじゃあ、食べましょうか」

　そう言って色町は、途と中ちゆうになっていた弁当に再度取り掛かかる。……言葉だけ見れば、俺の頭痛を慮おもんぱかってくれたが故ゆえに、俺を止めたようにも思えるが──当然、それ以外の含ふくみを感じ取れないほど、俺は鈍どん感かんにはなれないのだった。




　　　　◆◆◆




　たった一つだけど、記憶の欠片かけらを取り戻した。

　その事実は俺の心を軽くし、そして同時に──一つ取り戻せたのだから、二つ三つと、もっと多くの欠片を取り戻したいという欲よつ求きゆうを、俺に抱かせた。

　そんな訳で俺は、放課後。何故かそそくさと先に帰ってしまった色町のことは諦あきらめて、お見み舞まいに来てくれた三人のうち、残りの二人を探して学校をさ迷っていた。

　そうして見つけたのは、花屋敷花蓮。俺の幼おさな馴な染じみだと名乗った少女だ。

　彼女は校庭で気き炎えんを上げながら、部活に精を出していた。女子サッカー部。仲間と共にフィールドを走るその姿は躍やく動どう感に溢あふれており、見ていて楽しかった。

　そうして、俺がその姿を校庭の端はしで眺ながめていたら、どうやら部活が終わったらしい。女子サッカー部の面々は一度部室に戻り、制服に着替えて出てくる。その中には花蓮もいて、彼女は部活仲間のみんなと楽しそうにお喋しやべりをしながら、こっちに歩いて来た。

「ねーみんな。今週の日曜、ウチで山やま風かぜのライブ見ない？　私が大好きないちみーのキレキレダンス、みんなも見たいっしょ？　花蓮はどうよ？」

「えー、別にいいよー。この間、みんなでリンリン家に泊とまった時に、いちみーのドラマ一気見したし、もうお腹なかいっぱいだよ」

「は？　ドラマとライブは別なんですけど？　いちみーの演技力を堪たん能のうするドラマと、いちみーのダンスのキレを堪能するライブは別腹なんですけど？　は？」

「リンリンって、山風のことになるとキャラが変わり過ぎじゃない？」

「あははー。……というかみんな、ちょっといいかな？　あの──」

　花蓮はそう前置きをすると、部活仲間達に何事かを小声で話した。すると、彼女達は一いつ斉せいに「おい！　こいつ、友情より男を取る気だぞ！」「あはは、私は応おう援えんしてるから。ガンバ！」「あんな男友達のいない男の、どこがいいんだか」と騒さわぎ出した。というか、一人だけなんか酷ひどいこと言ってる子がいない？　ねえ、俺の勘かん違ちがい？

　そうして、小こ突づかれ小突かれしながら、その輪から外れる花蓮。次いで、彼女は俺に向かって手を挙げると「おっす、くーくん！　一いつ緒しよに帰ろうよー！」と声を出した。……その気安さにややたじろいだが、俺が「いいぞー」と返事をすると、彼女はにかっと笑ったのち、俺の隣となりまで駆け足でやってくる。彼女は笑え顔がおと共に言った。

「よっし。それじゃあ行こっか」

「おお。……そんなに急いでくれなくても良かったんだけどな？」

「えへへー。早く、くーくんのそばまで行きたかったから」

「……そ、そっか……」

　その言葉にたじろぐ俺。しかし、花蓮の方はそんな俺を気にした風もなく、スキップをしながら校門を出る。「くーくんっと下校！　くーくんっと下校！」──なんだか妙みようにハイテンションだった。それに疑問を覚えた俺は、つい彼女に質問する。

「下校してるだけなのに、なんでそんなハイテンションなんだ？」

「そんなの、くーくんと一緒だからに決まってるよー！　だってあたし、くーくんが二度と目覚めないかもって聞いた時、わんわん泣いたんだから！　だから、こうしてまた一緒に下校できるのが、本当に嬉しいんだよ。──生きていてくれて、ありがとね」

「……ええと……どういたしまして、でいいのか？」

「あははっ。うん、それでいーんじゃないかな」

　花蓮はそう言いながら、にぱっ、と。人好きのする笑顔を俺に向けてくれた。……僅わずかに鼓こ動どうが速くなる。まだ彼女とのことを何も思い出していないのに、彼女と自分の関係がどういうものだったのか、その笑顔で何となくわかった気になってしまった。

　そうして、俺と花蓮は隣となり合って、道路脇わきを歩き始めた。……いま気づいたが、花蓮が率先して車道側を歩いてくれている。それはどこか、俺がまたふらふらと車道に飛び出してしまうことを警けい戒かいしている風でもあった。

「そういえばくーくん。さっきあたし達の部活、見てくれてた？」

「ああ、うん。ちょっとだけど見てたぞ。──頑がん張ばってたな」

「えー、そうかなー？　あたしとしては、もっともっと気合入れて練習したかったんだけどね。今の時期は、日が落ちる頃ころには解散しなきゃいけないからなー」

「大会とか近いのか？」

「ん？　ううん、そういう訳じゃないんだけどね。そうじゃなくて──あたしがドＭなだけだから」

「ああ、そうか。花蓮がドＭなだけ……は？」

　花蓮があまりにも普ふ通つうのトーンで言うので、聞き流しそうになったが……いまさりげなく、結構なカミングアウトをされたよな？　そう思った俺はつい、隣を歩く彼女を見やる。すると花蓮は、あ、しまった、と。わかりやすくそう思っている顔をしていた。

「そうだ……くーくん、記憶を失なくしてるんだもんね？　あたしがＭなこととか、知らなかったんだ。うわあ、ミスったー！」

「な、なんだ？　花蓮って、Ｍなのか？」

「……う、うん！　服のサイズがね！」

「それはさすがに無理があるだろ」

　俺がそうツッコむと、花蓮は弱ったような顔になって、「ううう……なんで自分から言っちゃったんだろ」と呟つぶやいた。それから、しばらくして。彼女は観念したように続けた。

「じ、実はあたし、マゾっけ、っていうのかな？　そういうのがあるみたいでね……マラソンをクッタクタになるまで走って、走って、走り続けて……最後にはもう脱だつ水すい症しよう状じようを起こしながらゴールに辿たどり着く、みたいなのが大好きなんだよね、あははー！」

「…………」

「だ、だから話したくなかったのにぃ！」

　つい俺が何の返事もできずにいると、花蓮は目に涙なみだを浮うかべながらそう言った。……い、いや、別に引いた訳じゃないんだけどな？　ただ、戸と惑まどっているのは事実だった。

「つまり、さっきあたしが言いたかったのはね……もっともっとサッカー部できつい練習をして、Ｍとしての自分を追い込みたい、ってことだったんだよ。うちの部活って、全国を目指してる強きよう豪ごうほどは厳しくないからね。あたしとしては、Ｓ度が足りないんだー」

「Ｓ度が足りないってなんだ……お前、あんなに爽さわやかな汗あせを流してたのに、内心ではそんなことを考えながら部活してたのか？」

「い、いつもそんなこと考えてる訳じゃないよ？　たまにだよ！」

「お手本のようなボケをするなよ」

「ボケじゃないよ、マジだよ！　……あ、あたしだって別に、Ｍだからサッカーやってる訳じゃないもん。もちろんサッカーが好きだから、サッカー部に入ったんだよ。……そのついでに、性せい癖へきも満たしたいって思っちゃダメなの!?」

「名言過ぎて正論に聞こえるから不思議だ……」

　話を聞き始めた当初は、なんてけしからんことを考えるんだ、と思った俺だったが……確かに。花蓮は誰だれに迷めい惑わくをかけている訳でもないので、自身のＭ的欲求を部活で満たすのも、それは別に悪いことではないのかも──そう俺が思っていると、彼女は言った。

「た、確かに、あたしのＭを満たすために、サッカー部でキャプテンになって、自主練の時は部員から文句がいっぱい出るくらい、きついメニューを組んだりしてるけど……それだって、みんなの為ためを思ってであって、あたしの性癖のためだけじゃないもんっ！」

「誰かこのキャプテンをクビにしろ！」

　公私混同もいいところだった。自分がきつい思いをしたいがために、部員にもきつい思いをさせるって、とんだＭである。もうこれ、ＳなのかＭなのかわかんねえな……。

「というか、花蓮？　さっきからお前がＭだって話しかしてないけど、あの……一応俺さ、花蓮としたい話があって、部活終わるの待ってたんだけど……話、変えていいか？」

「う、うん、もちろん！　変えていいよ！」

「花蓮としてはたぶん、もっと俺にＭだってことをなじられたいだろうから、話題は変えて欲しくないんだろうけど……」

「な──あたしのことをなんだと思ってるのさくーくんは!?　そんな風に思う訳ないでしょ!?　確かにあたしはＭだけど、あたしが嬉うれしいのは、体が痛かったりきつかったりする時だけだよ！　勘違いしないでよねっ！」

　なるほど。花蓮ってＭはＭでも、肉体的に責められるのが好きなＭで、精神的に追い込まれるのを快楽としないＭなのか──俺は何を真しん剣けんに思案してるんだよ。

　とりあえず、花蓮から話題を変える許可は貰もらったので……だから俺は、そもそも彼女に話したかったことを切り出した。

「実は今日、色町さんと話してる時に、少しだけ記き憶おくを取り戻もどしたんだ」

「え──本当？　よかったね！」

「ああ。……ただ、取り戻したと言っても本当に少しで、あいつと出会った頃の出来事を一部だけ、だったんだけどな」

「そっか。……でもまあ、大だい丈じよう夫ぶ！　みんなとの記憶をなかなか思い出せなくても、思い出ならまた、積み重ねていけばいいんだよ！　焦あせる必要はないからね！」

「…………」

　色町もそうだったけど、どうにも俺の周りにいる女の子は、俺が過去を取り戻すことに対して積極的じゃないような……俺はそう思いつつ、話を続けた。

「そんな訳で。だから今日花蓮には、俺が記憶を取り戻せるように、何か俺の記憶の琴きん線せんに触ふれるような話をして欲しいんだけど……」

「きんせん？　ってなに？　お金のこと？」

「それは金銭だな。…………」

「ちょ、ちょっと待ってくーくん！　違ちがうんだよ！　確かにあたしはその、頭が良くないというか、若じやつ干かんおバカな部分もあるけど！　それはあたしの、ええと……ほ、ほん……本物じゃないっていうか……ええと、なんだっけ。似た意味の……ほん……なんだっけ？」

「……本質って言いたいのか？」

「そう、それ！　それはあたしの、本質じゃないんだよ！」

「…………」

「本質じゃないのにぃ！」

　俺がついアホの子を見る目で花蓮を見てしまったら、彼女はそう叫さけんで空を仰あおぎ見た。テンションが話しやすいし、だから一緒にいて楽しい女の子なんだけど、アホなのはそうだと思った。──とりあえず、俺は話の本筋を元あった場所に戻して、続けた。

「今日、色町さんと話をしていたら、キーワードっていうのかな……何か脳の刺し激げきになる言葉があったらしくて。俺はそれをきっかけに、色町さんとの記憶を取り戻したんだ。だから、その……花蓮にも何かそういう、俺とお前が過ごした過去の情景を思い出すきっかけになるような言葉を、言って欲しいというか……もしくは、むかし俺達がしてたようなことを、再現して欲しいんだけど……」

「再現？　つまり、いつも通りにすればいいってことかな？」

　花蓮はあまりよくわかっていないようだったけど、それはその通りだったので、俺は首を一つ縦に振ふった。すると、彼女は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべたのち──ぎゅっ、と。俺の左手に、自身の右手を絡からませてきた。
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「な……お、おい!?」

　それに驚おどろき、つい声を出してしまう。昔の俺はどうだか知らないけど、今の俺には女の子と手を繋つないだ記憶なんか一つもないのだ。なので俺は焦りから、つい彼女の手を振り払はらおうとしたが──握にぎられた左手は、強く繋がれたままだった。

　そうして、隣に立つ彼女が、俺に微び笑しようを向けながら言った。

「あったかいね」

「い、いや、確かにそうだけど──っつ」

　──刹せつ那な、鈍どん痛つうが後頭部に振り下ろされた。

　世界が暗転する。目を閉じたことに俺自身が気づいていない。そうして暗くなった世界に見えた一つの光明。それこそが、俺の失っていた記憶の欠片かけらだった──。





「うー、さむいよー」

「うるさい、ぴーぴー騒さわぐな。……そういや、筋肉って冷えやすいって言うし、女の割に筋肉つけ過ぎだから寒いんじゃないのか？」

「むー。くーくん酷ひどい！　あたしはくーくんが『運動のできる女の子が好き』って言ったから、運動頑張ったのに！」

「お前それよく言うけど、ただ単にお前が運動好きで、勉強嫌ぎらいだっただけだろ。俺の過去の発言を、花蓮がバカになったことの理由付けにするなよ」

「うるさいうるさい！　くーくんがあたしをバカにしたんだ！　責任取れー！」

「あはははっ」

　花蓮が彼に殴なぐり掛かかる。しかし彼は抵てい抗こうしない。されるがままにされてやる。

　それが二人のコミュニケーションだった。からかって、笑って、それが心ここ地ちいい。

「寒いんなら、手、繋ぐか」

「うん」

　そうして二人は手を絡ませ合った。それは二人の普段からのスキンシップで、何らかの感情も乗らない筈はずだが──この時、彼女は。それとも彼は、どう思っていたのだろうか。

「なんというか、俺達も変わんないよな……俺達はいつまで、こうして腐くされ縁えんをやってればいいんかね？」

「む、なにその言い方！　それだと、あたしと幼おさな馴な染じみなのが嫌いやみたいじゃん！　本当は嬉しいくせに！」

「別に？　お前と幼馴染じゃなくても？　さして支障はないっていうか？」

「あたし以外、ろくに友達いないくせに！」

「おい、親しき仲にも礼れい儀ぎあれよ。──というか、あれだから。俺、入学当初はマジでボッチだったけど、いまはクラスに一人、友達いるからな？」

「色町さんだっけ？　……どうかなあ？　もしかしたらその子も、くーくんが友達と思ってるだけで、その子からしたらくーくんは友達じゃないのかもしれないよっ？」

「おま、そんな訳……あるはず…………」

「……あの、ツッコミもできないぐらい凹へこませてごめんね？　よしよし、良い子良い子」

「おい、頭撫なでんなや……」

「大丈夫だよ、くーくん。あたしだけはずっと、くーくんの幼馴染だから」

「いや、照れることも言うなよ……」

「あははっ」

　二人はそんな会話をしながら、雪道を行く。確かに繋がれた左手と右手。それは離はなれないまま、小さな温度をそこに保っていた。

「……というか、今度手て袋ぶくろ持ってきてやろうか？　俺はいらないから」

「ううん。あたしも、いらないかな」






「──記憶、戻ったの？」

　鈍にぶい頭痛と記憶の奪だつ回かいを終え、目を見開いたら──酷く真剣な表情を浮かべた、花蓮の顔が真正面にあった。俺は「うお!?」と叫んで、あとじさってしまう。

「あ。ごめんねくーくん。顔、近かったね？」

「い、いや。それはいいんだけど……」

「それで？　記憶は、どうなのかな？」

　腕うでを強く掴つかまれる。服の上からでも激しい力がこもっているのがわかった。……俺はそれを努めて気にしないようにしつつ、いま思い出した記憶を簡潔に告げる。

「ああ……時系列はわかんないんだけど、なんか俺と花蓮が、二人で雪道を歩いてた。そんで仲良さげに、手を繋いで……」

「──そっか」

　ほう、と一つ息を吐はく花蓮。彼女はそれから、いきなり俺を抱だき締しめる。「な──」優やさしい、けれど縋すがるような抱ほう擁よう。当然面食らったし、女の子との触れ合いに慣れていない俺の心臓もやかましく騒ぎだしたが、そんな俺のことはおかまいなしといった様子で（あえて無視してるようにも思えた）彼女はそれから、耳元で囁ささやいた。

「思い出してくれたんだね、くーくん」

「あ、ああ……仲、良かったんだな」

「そうだよ。あたしとくーくんは昔からの幼馴染。四六時中一いつ緒しよって訳にもいかなかったけど、あたしは。くーくんのこと、あたしの半分だと思ってた」

「…………」

「好き、嫌いじゃないの。一番、大切だったんだよ」

　俺はそんな言葉を聞きながら、下に落ちていた自身の両腕を上げようとした──抱き締め返そうとした。今ならできる気はする。彼女と俺に関係があると、わかったのだから。

　でも、そうはしなかった。

　それは、いまの俺の思いと彼女が積んできた思いが、釣つり合っていないとわかっていたからだ。この手で抱き締め返せるほど、俺はまだこの子を理解していない。

　だから、俺の返事は不格好だった。

「ありがとう、花蓮」

「……えへへ。じゃ、帰ろうか」

　抱き締めていた俺からそっと離れて、また歩き出す花蓮。俺はそんな彼女に追い付くと、また二人並んで歩き始めた。……それは、先ほど見た記憶と、よく似た光景で──俺はなんだか驚くほど穏おだやかな気持ちになりながら、彼女と帰路を歩いていくのだった。




　　　　◆◆◆




　翌日の放課後。俺は色町の「一緒に帰らない？」という提案を謝罪と共に断ると、一人で校舎をぶらぶらしていた。──彼女を、探していたためだ。

「あの子がどのクラスなのか、聞いときゃよかったな……」

　色町はクラスの仲の良い女子。花蓮は昔からの幼馴染──一応の裏付けは取れた。だから今度は、あの白い少女に関する記憶を取り戻すために、俺は彼女を探していた。

　そうして探し歩くこと十数分。中々見つからなかったのでもう下校してしまったのかと半ば諦あきらめかけていたが、なんのことはない。俺のクラスがある階の廊ろう下かに、彼女はいた。

「あ……くーさん」

　雪縫霙。俺の病室に見み舞まいに来てくれた、三人の女の子のうちの一人。

　彼女の白い髪かみ、透すき通るような肌はだを、窓から注ぐ斜しや陽ようが薄うすいオレンジに染めていた。俺はぎこちなく手を挙げると、彼女のそばに寄る。

「よ、よお。ここで何してるんだ？」

「……別に、何も」

「？？？　何もってことはないだろ。なんかこの階に用があったんじゃないのか？」

「ない。うるさい」

　雪縫はそう言ってそっぽを向く。逸そらされた顔は見えなかったが、彼女の白い耳は少しだけ朱しゆ色いろに染まっていた。……？　何を照れることがあるんだろうか。

「まあでも、用がないならちょうどいいか……少し話さないか？」

「……別に？　くーさんがそうして欲しいなら？　構わない」

「オッケーってことでいいな？」

　なんだかめんどくさい空気を感じたので、俺はそう言った。次いで「じゃあ、どっかに座ろうか」と、近くにあった自身のクラスの扉とびらを開ける。──人ひと気けはもうない。みんな部活やら帰宅やらで、出で払はらってしまったらしい。

　俺に続いて、おずおずと教室に入ってくる雪縫。彼女は静かな、でも確かな足取りで教室を闊かつ歩ぽすると、迷わず俺の席に座った。……何な故ぜ俺の席に。

　俺はそう不思議に思いつつも、彼女の隣となりの席──色町の席に座った。それから、手早く本題へ入る。具体的には、昨日花蓮にしたような話を、雪縫にもした。『記き憶おくを取り戻もどしたいから協力してくれ』──そんなようなことだ。

「そう。それじゃあ、協力する」

「……なんというか、怖こわいくらいあっさりだな」

「他ほかの二人は、協力してくれなかった？」

「いや、協力はしてくれた。してくれたんだが……」

「含ふくみがあった？」

「──それ。その言葉が正しい」

　できることなら、思い出さなくていい。

　俺に対する二人のありようには、それがあった。それに対して雪縫は、そういう含みが全くないというか、すごくフラットに快かい諾だくしてくれた感があったのだ。

　そんなことを考えた俺はその流れで、ふと気になったことを尋たずねた。

「というか、俺と君たちの関係はなんとなく見えてきたんだけど……君たち三人の関係って、どうなってんの？」

「見て、くーさん。夕日が綺き麗れい」

「誤ご魔ま化かすの下手か」

「……別に、話せないことじゃない。簡単に言うと、私達は友達じゃない。それだけ」

「え、そうなのか？　じゃあなんで三人は最初、一緒にお見舞いに来てくれたんだ？」

「あれはバッティングしただけ。くーさんが生死をさ迷っていて、それから面会できるようになったから、待っていた私達が一いつ斉せいに入っていった。──状じよう況きようを考えればわかる。少しは自分で考えて」

「…………」

「……え、ええと、その、言い過ぎた？　き、嫌いにならないでくれると、嬉うれしい……」

「いや、毒舌するならするで、メンタリティを鍛きたえてくれよ」

　というか、そうじゃないのだ。いま俺が押し黙だまったのは、考え事をしたからだ。

　三人の関係。雪縫が言うには、別段仲が良い訳ではないらしい。それは俺が学校に復帰してから、薄うす々うすわかり始めていたことだが──じゃあなんであの時、あの三人の間には、仲が良くないことを気取らせない空気があったのだろうか。

「つか、話を逸らして悪かった。──そんな訳で、俺の記憶を取り戻すために、俺と君とでいつもしていたこと、していた会話とかを、教えてくれないか？」

「していたこと、していた会話……うーん」

　話を戻した俺の質問に、雪縫は首を傾かしげる。自分の中にある俺との思い出を検けん索さくしているのかと、思いきや──。

「ぐう……」

「そんな一いつ瞬しゆんで寝ねるなよ。の〇太くんかお前は」

「別に、くーさんとしていた会話って言っても……いまみたいに、その時その時あることを、適当に話してただけだから……」

「例えばでいいから。何かないか？」

「……貧ひん乳にゆうって、最高だよなって」

「よし。俺もう帰るな？」

　記憶の復元に協力してくれるのかと思いきや、真ま面じ目めにやる気がない雪縫を諦め、俺は席を立つ。すると雪縫は「ま、待って」と言いながら、俺の制服の袖そでを引いた。

「確かに、いまのは嘘うそ。くーさんは……くっ……巨きよ乳にゆうが……ぐうっ……好き……」

「そんな白旗を掲かかげる直前の将軍みたいな顔をするなよ……」

　俺が呆あきれ顔でそうツッコむと、彼女は一つ嘆たん息そくしてから続けた。

「ともかく。いつもくーさんとしていた会話は、こんな感じで酷ひどく生産性がないものだった。だから記憶を取り戻すトリガーにはならないと思う」

「んー、そうか？」

　でも別に、色町と花蓮の記憶を取り戻した時も、生産性のある会話をしていた訳じゃないんだけどな……そう納なつ得とくしかねるものがあったが、しかし、雪縫が乗り気でないのならアプローチを変えるしかなかった。

「じゃあ、雪縫がいつも俺としていたことってなんだ？　色町さんで言ったら、一緒に昼食を食べてた。花蓮で言ったら、一緒に下校って感じだった。──お前は？」

「わ、私は、その……」

「その？」

「あの、ええと……絵を……」

「絵を？」

「──やっぱなんでもない」

　なんだそりゃ、と椅い子すから転げ落ちそうになった。どうして過去に俺としていたことを、記憶喪そう失しつになったいま、俺に伝えられないんだ。

　さっきは記憶を取り戻す手伝いをしてくれると、快くオッケーしてくれたのに。

「「はあ……」」

　二人のため息が重なる。どうして雪縫もため息を吐つくんだと問いただしたくなった。

「ごめん、くーさん。私、やっぱりまだ、私と一緒にいた時の記憶を失っているあなたとする会話に、違い和わ感かんというか、難しさを感じてるみたい。上手うまく喋しやべれてない」

「そっか……」

「こう見えて私、ちょっとコミュニケーションが苦手だから」

「どう見てもそうだけど……」

「でも、クラスに同性の友達はいる。くーさんほど酷くない」

「なんで立場的優位に立とうとするんだ。やめろ、心痛くなるだろ」

「……一つだけ、言っておくと。私は本当に、くーさんの味方。他の二人は知らないけど、私はくーさんのこと、純じゆん粋すいに────なんでもない」

「さっきから肝かん心じんなところで言葉にならないな……」

　俺がそうツッコんでも、どこか上の空。赤らんだ顔を俯うつむけて、「むしろ、いまのは喋り過ぎ……」と小さく漏もらしていた。

　というか、また気になるワードが再出したな。『味方』──確かこの間も、彼女はそんなことを言っていたが……ということは俺には、他に『敵』でもいるんだろうか。

　俺がそんなことを考えていると、ふいに雪縫は顔を上げて、俺を見つめた。頬ほおを赤らめたまま、真しん剣けんな表情を浮うかべる。

「ね、ねえ、くーさん。くーさんはいま、スマホって持ってる？」

「いや、あの事故の時に壊こわれたらしくて……だから持ってないな」

「そ、そう……じゃあ、いま約束したい」

「約束って、何を？」

「今度の日曜日……で、ででで──」

　そうして彼女は、口を数度ぱくぱくさせたのち、言い放った。

「デ〇デ大王って、スマ〇ラで使う人が使ったら強い。そう思わない？」

「急に何の話だ」

　俺がそう言うと同時、雪縫は俺の机に額をごん、ごんと当てる。おいおい、自傷行こう為いやめなさい！　なんで急にそんなことになったんだ!?

　再度顔を上げ、俺を見つめる雪縫。今度は頬だけでなくおでこまで赤くなった彼女はそれから、一度大きく深呼吸すると、少し前の言葉からやり直す。

「こ、今度の日曜日……で、ででで、ででででで──」

　そうして彼女は、口を数度ぱくぱくさせたのち、今度こそ言い放った。

「デデデデートを、しししませんか？」

「────」

　心臓が高鳴った。雪縫とデート。彼女からのそのお誘さそいに、思わず心躍おどったのだ。記憶は失われていても、雪縫霙は可愛かわいらしい女の子で。だからまず、嬉しいが先に来た。

　ただ、少し冷静になって考えてみる──そうすると、困った、という感情もあった。

　いま俺は、記憶を取り戻した色町にも、花蓮にもどこか、警けい戒かい心しんを抱いだいている。どうやら昔は仲が良かったようだが、それでも──いまの俺には、関係の薄い他人なのだ。だから、あの二人から誘われても困るのに、記憶を一つも思い出していない雪縫と、か……。

　そう思ったことが顔に出たのだろう。雪縫は不安そうな顔で、視線を泳がせた。

「いまのくーさんが私のことを嫌きらいなのは、わかってる……けど」

「いや、嫌いとかじゃなくてな……わかんない、ってのが大きいんだ」

「だ、だったら！　わ、私、昔くーさんに連れて行ってもらったデートコース、案内する！　日曜に！　だから、その……だめ？」

「…………」

　彼女は何気なく言ったのかもしれないが、それは俺にとって魅み力りよく的な話だった。

　昔行ったデートコース。そこを巡めぐれば何か、雪縫との思い出も拾えるかもしれない。そしてそれは俺にとって、とても大事なことだった。

　今の俺はまるで、透とう明めい人間みたいなものなのだ。足がない、顔がない、手がない──心臓がない。記憶が全部なくなって、まっさらの状態で放ほうり出されて、ただ……何とか生活をやっていけるだけの知識はあって。──でも、足りない。誰だれと繋つながっていたのか、どんな思い出を持っていたのか。それがいま、喉のどから手が出るほど欲ほしいんだ。俺という人間がどういう形でできていたのか、思い出したい。生身の人間に戻りたい。

　そう思っている俺はだから、自然とそう返事をしていた。

「わかった。じゃあ、デートしよう」

「────」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、ぱあっと雪縫の顔が華はなやいだ。こんな顔もできるのかと面食らったが、彼女はそれから、幾いく度どか自身の頬を両手で軽く叩たたいて──その笑え顔がおを微び笑しように変えると、目じりに涙なみだを溜ためながら、小さく呟つぶやいた。

「ありがとう、くーさん……」

「い、いや、そんな……」

　正直、くらくらした。そういう微笑だった。……一体昔の俺は、こんな彼女をどうやってデートに連れ出すことができたのか。俺はそんなことを、俺と再びデートに行けて舞まい上がっている少女の、零こぼれるような笑みを見ながら、つい考えてしまうのだった。
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　その夜。俺は一人、俺が事故にあった現場に来ていた。

「……ほう」

　小さく息を吐はくと、白い煙けむりが虚こ空くうに現れ、闇やみに消えていく。随ずい分ぶんと寒い夜だった。

　──入院している間に一度、警察が俺のところに来た。

　どうやら警察は今回の一件に関して、事件性を見み出いだしていないらしい。けれどそれでも、事件の可能性がないでもないから、俺に話を聞きに来たのだと言った。

　しかし、記き憶おく喪失になった俺に話せることはなく、だから俺は少しでも当時の記憶を取り戻もどすために、俺がはねられた現場までの道案内を警察に頼たのんだ。

　そうして到とう着ちやくしたのが、ここ。うらぶれた公園と、国道に面した道路脇わき。

　俺はこの公園の出入り口である道路脇──歩道から、何の前まえ触ぶれもなく車道に飛び出し、はねられたらしい。映像として残っているのはそれくらい。周囲に人がいたのか、それともいなかったのかも、ドライブレコーダーには記録されていなかった。

　実際のところ、どうなんだろうと思う。

　俺の不注意なのか、車の不注意なのか。それとも、第三者の手によって俺は車の前に放り出されたりしたのか。──もしかしたら、自らそんな行動を取るほど捨て鉢ばちになる理由が俺にはあったのかもしれないし……意外なところでは、道路の向こう側に何かがあって、それを追いかけた俺がはねられた、なんてのも考えられた。

　ただ正直な話、いまの俺にとっては、その真実を知ることが一番の願いではなかった。

　いまの俺にとって大事なのは、欠けた記憶を取り返すこと、それだけだった。

「……でも、こうして現場にきたところで、やっぱり思い出せそうにないな」

　周囲を改めて見やる──公園には小さな街灯が一つだけ灯ともっている。遊具はブランコ、滑すべり台、砂場のみ。近所の子だって来ているか怪あやしいくらい、さびれた公園だった。

　ただここには、俺の知らない出来事があるはずだった。もしそれがただの事故だったとしても、ここに来た理由が全くない訳じゃないだろうしな。そうしてその結果、俺は全すべてを失なくした──十七年の記憶、積み重ねてきたもの。それらの終点がここだった。

　もしかしたら、思い出すべきでない記憶なのかもしれない。

　俺は記憶を失った今をこそ不幸だと思っているけれど、実はいまは幸福で。こうして過去を詮せん索さくし、掘ほり起こすことで……俺はより深い不幸を得るだけかもしれない。

　ただそれでも、俺は──。

「……ん？」

　その時。公園の前にある歩道を、スカート姿の女性が通ったのを見た。

　こんな寒いのに、よくもまあスカートを穿はいていられるもんだと感心した、次の瞬間。

　──脳内に激痛が飛び込んできた。ビープビープビープ。思い出すべきでない記憶に、アラートが鳴り響ひびく。けれども俺は、その先の光を掴つかむため、手を伸のばした──。





「────。────────────」

　どん、と背中を優やさしく押された。

　それは、慈いつくしむような手つき。そこに込こめられた感情は激しいものだったのだろうが、その手つき自体は柔やわらかで、彼はよろめいただけであった。

　けれど、それで十分だった。

　眩まばゆさが走り、目がくらむ。光。白い光。それは車のヘッドライト。

　知覚した時にはもう遅おそい。けたたましいブレーキ音が響き、意識が白む。

　次の瞬間、彼の体は中空に浮いていた。それから、知らぬうちに頭が地面へ。頭ず蓋がいが割れた。痛みに呻うめいたが、その呻きは誰にも届かない。

　最後の気力で、瞼まぶたを押し上げた。かすみ、おぼろげな視界がそれを捉とらえる。

　急いで走り出す背中。翻ひるがえるスカート。……それは、確かに。

　彼が通う学園、『私立九ノ里高校』指定の、制服であった──。






「…………困ったなあ」

　俺の第一声はなんというか、自分でも呆あきれるくらい、能天気なものだった。

　だから、たぶん──なんとなくわかっていたのかもしれない。

　記憶を失いはしたが、この事故……ではなく事件の当事者なのだ。なんとなーく、そうなんじゃないかとは思っていた。こんなにはっきり確定するとは思わなかったが。

　──たぶん俺は、あの三人のうちの誰かに、殺されかけた。

　もしかしたら、男だけど女装が好きな同級生とか、それともクラスメイトの委員長ちゃんとかにやられた可能性だって、ないでもないけど……正直、薄うすい線だと思っている。だって、殺されかけたんだぞ？　そんなことをされるには、まずちゃんとした人間関係を築いて、そこからねじれる必要があるわけで──そうなると、今もなお俺と関係しているあの三人のうちの誰かがそうとしか、考えられないのだ。

「……いったい、過去に何があったんだろうな、俺」

　俺はそう呟いて、また息を吐いた。少しの間留まって、白い煙が静かに消える。

　──正直、犯人捜さがしなんてつまらんことをする気はない。

　ただ、その過去は気になってしまった。そうまでねじれた原因──過去の俺がどんなことをして、どんなことをしなかったのか。それから何があって、逆に何がなくて……その結果、誰に殺されかけてしまったのか。その記憶を取り戻したいと思ったのだ。

　そして、俺は気づいていた。

　それは結局、犯人捜しをすることと、さしたる違ちがいはないことに──。








第二章　幸福の王子とキャンバス






　目を開けると、ここがどこなのか一いつ瞬しゆんわからなかった。

　ベッドから身を起こし、周囲を確かく認にんする──そうして視覚情報を増やしていくことでようやく、いま俺がいるのは自分の部屋なのだということに気づけた。「……なんだか他人の部屋みたいだな」俺はそう呟いたのち、馴な染じみのない自室をあとにして、リビングに下りる。そこには父親（と名乗った男性）が既すでに、新聞を広げてソファでくつろいでいた。

「おはよう」

「……おはよう」

　なんとかつっかえずに言葉を返せた。本当は語ご尾びに『ございます』を付けたかったが、彼が本当にそうなら父親に丁てい寧ねい語はおかしいよな。

　今日は日曜日。更さらに言えば雪ゆき縫ぬいとのデート当日で、待ち合わせは昼頃ごろに駅前だ。……別にもう少し寝ねてても良かったのに、少し早い時間に起きてしまったあたり、地味に緊きん張ちようしてんのかね、なんて思いつつ洗面所で顔を洗い、それからまたリビングに戻ると、ソファそばの丸テーブルの上で二つのカップが湯気を立てていた。

　一つは俺の父親らしい久ひさ利としのもの。ならもう一つは、たぶん俺のだ。

「コーヒー淹いれてくれたん？」

「ああ」

「ありがとう」

　俺は言いつつ、カップを手に取り、一口飲んだ。──予想外に甘い。ミルク入り、砂糖入り、もしかしたら練乳入り。だが一口でわかる。俺はこの味が好きだった。

　──ちり、と。後頭部で小さな火花が弾はじけて、記憶が返ってきた──。





「父さんって、再さい婚こんとかしないの？」

　彼はリビングのソファに座りながら、父の淹れてくれたコーヒーを飲みつつ、そう尋たずねた。四角テーブル備え付けの椅い子すに腰こしかけていた父は、それに質問で尋ね返す。

「再婚して欲しいのか？」

「いや、そういう訳じゃなくてさ……母さんが死んで、もう七年じゃん？　だからもう、父さんが再婚したところで、母さんも怒おこらないんじゃないかなーと思って」

「母さんはたぶん、俺がすぐ再婚したって怒らなかっただろうけどな」

「あー、そっか」

　ずずー、っと。男二人がコーヒーを飲む音が、二人の沈ちん黙もくを埋うめた。

「そもそもの話をすればな、くー助すけ。俺は未いまだに、母さんを愛してる」

「……そりゃあ素す敵てきな話だけどさ。でも現実問題、父さんはいま一人なわけだろ？　老後とかどうすんのよ。俺、たぶん家出てっちゃうよ？」

「老後か。あまり考えたことはなかったが、まあ、それなりにやるさ」

「…………」

「余計なことは考えなくていいぞ、くー助。お前はいま言った通り、家を出て行っていい。好きにしろ。──俺はそうした。だからお前も、そうすればいい」

「言われなくても」

　彼は思案気な顔になりつつ、もう一度コーヒーを啜すする。そんな彼を見つめて、小さく、バレないように微笑ほほえみながら、父は続けた。

「お前が、好きに生きること。それが俺の、いまの望みだ」

　その言葉につい照れて、彼は「……なんだよ父さん。今日はえらく喋しやべるな」と、頬ほおを掻かきながら、小さく苦く笑しようするのだった。






　眩暈めまいを振ふり払はらう。それから、手に持っていたカップの中身を再度啜った。──甘い味。たぶん記憶の中の俺もこの味を飲んでいたんだろうなと、そんなことを思った。

「──おはよう、父さん」

「ん……ああ、おはよう」

　ぴくっ、と僅わずかに肩かたを弾はずませたが、それでも父さんは平静を装よそおって、二回目の朝の挨あい拶さつに応じてくれた。思い出せてよかった。俺にとってはこの人だけが、家族なのだから。

　そうして、なんだかむずがゆい思いをしていると、ぴんぽーん、と間延びしたチャイムの音。こんな朝早くから来客らしい。父さんが立ち上がり、玄げん関かんに出て行った。

　次いで、少しくぐもって聞こえてきたのは、どこかで聞いたことのある声だった。

「おはようございます、お義父とうさん」

「色いろ町まちさん。再三の注意になるが、私はくー助の父であって、君のお父さんでは……」

「お気になさらず。くーたんはいますか？」

「…………」

「いるんですね。呼んでくださいますか？」

「……少し待っていてくれ」

　それからリビングに戻もどってくる父さん。彼は申し訳なさそうな顔をしていた。

「すまん、くー助。お前のために居留守を使おうか悩なやんだら、バレた」

「……うん、しゃーないよ父さん。彼女、俺達の手に負える女の子じゃないと思うし」

「そんな訳で、色町さんが来てる。家に上げたかったら、好きにしていいからな」

　それだけ言い残すと、父さんはまるで敗戦当時の日本陸軍かくやという背中を俺に見せながら、自室に引きこもる。……どうでもいいけど、俺の父親に居留守を使わせそうになる色町って、どんな女なんだよ。




　　　　◆◆◆




　ともかく、嘆なげいていても始まらない。少しばかり気合を入れた俺が、玄関先に向かうと──そこには。私服もメイクもばっちり決めた、お出かけルックの色町が立っていた。

「……う、うお。どうした？」

「く、くーたん!?　くーたんあなた、パジャマ姿じゃない！　青と白の水玉模様、それに可愛かわいらしくぴょんとはねた寝ぐせ付き！　ああ、なんて愛らしいの!?　もしかしてあなた、この素敵な姿を私に見せるために、わざわざ寝間着姿で？　ありがとうくーたん！　私、これでまた半年は頑がん張ばれるわ！　──こうしちゃいられない。スマホでこの御み姿すがたを鮮せん明めいに記録、保存したのちクラウドにアップしなければ……はあはあ……！」

「よし、お帰り下さい」

「やっ──し、閉めないでくーたん！　撮さつ影えい会かいはまだ終わっていないわ！」

「うるさい！　お前の脳みそが終わっとんじゃ！」

　割と酷ひどいことを言ったのに、彼女に対する効き目はゼロ。俺がドアを閉めようとすると、悪質なセールスよろしくドアに足を差し挟はさんできて、その隙すき間まからスマホのカメラを向けてきた。ぱしゃしゃしゃ、と連写の音が響く。なにこれ、下手なホラー映画より怖こわい。

　そうして一方的な撮影会が繰くり広げられたあと、それで色町はようやく満足したのか、ほうと一つ息を吐はいて、スマホをスカートのポケットにしまった。

「あとでこの写真を引き伸のばして大きいサイズでプリントアウトして繋つなぎ合わせてポスターみたいにして天てん井じように張る作業をしないとね……ふふふ」

「やめろ。俺別にジャ〇ーズでもないんだからやめてくれ」

「これでいつも一いつ緒しよよ」

「さらっと怖いこと言うなよ……」

　俺がそうツッコんでも、むしろ楽しげに笑う色町。本当、この子にはのれんに腕うで押おし、柳やなぎに風って言葉がよく似合うなとか思っていたら、彼女は服装を正し、改めて告げた。

「おはよう、くーたん」

「お、おはよう、色町さん……朝もはよから、何しに来たんだ？」

「何しに来た、とはご挨拶ね。学校ではいつも、一緒にお昼を食べてくれるのに」

「だってここ、俺ん家じゃん。そりゃ学校でメシとは意味合いが違うだろ……」

「そうかしら？　大局的に見たら、学校でご飯を一緒に食べるのも、くーたんの家でいちゃいちゃちゅっちゅするのも、大きくは変わらないと思うけれど」

「そ、それは変わるだろ！　主に『いちゃいちゃちゅっちゅ』の部分で！」

　俺がそう叫さけんでも、色町は楽しげに笑うのみ。優位に立たれてる感がぱなかった。

　そもそも、俺はいまこの状じよう況きように、完全に戸と惑まどってるしな……日曜の朝に、美人の同級生が家に押しかけてくるっていう、なんだこれな現状。嬉うれしくないと言ったら嘘うそになるけど、記き憶おくを失った俺にとって、色町はまだ気安い相手じゃないので、困こん惑わくも大きかった。

「つか色町さんって、俺の家知ってたんだな……？」

「ええ、もちろん。過去に一度、くーたんに招待されたこともあるのよ？」

「え、マジで？　俺とお前って、もうそんなに──っく」

　──小さく頭痛。徐じよ々じよに慣れつつある感覚が頭を痛打した。消失していたものが、ふっと水上に浮うかび上がる。俺はまた一つ、それに手を伸ばした──。





「ここが、くー助くんの……」

「何もないところだけど、どうぞ」

「お邪じや魔まします」

　そう言って色町は、彼の家に上がり込んだ。きょろきょろと興味深そうに周囲を見つめ、それから小さく息を吐く。どことなく緊張している面おも持もちであった。

　そうして二人は彼の自室へ。色町はまた周囲を見まわし、呟つぶやいた。

「男の子の部屋って、意外と綺き麗れいなのね」

「んー、そうか？　そんなに綺麗にしてるつもりもなかったけどな。──んじゃ、適当に座ってくれ」

「…………」

「ん？　どうした？」

　ふいに体を固めた色町を不思議に思い、彼は尋ねた。一方、彼女はしばし沈ちん思し黙もつ考こうしたのち、首を傾かしげながら問いかける。

「この場合、私はどこに座ればいいのかしら」

「え？　だから好きなように座れば──ベッドもあるし、勉強机備え付けの椅子もあるし、座れるクッションもあるから好きにしてくれ」

「……確認だけれど、私達ってただの友人よね？」

「ああ、そうだな」

「であるなら、ベッドは選せん択たく肢しとしてあり得ないわよね？　異性の家を訪おとずれた際、そこに座ったり寝ね転ころんだりするのは、恋こい人びともしくはそれに準じた関係でないとおかしいもの」

「……え、そうなのか？　じゃあ花か蓮れんは──」

「となると、次に座りやすそうなのはビーズクッションの上だけれど……あれ、随ずい分ぶん使い込まれている感があるわね」

「ああ、俺の定位置だからな」

「つまり、あそこに私が座ると、間接お尻しりになると」

「……謎なぞワード出てきたけど、まあ、そうなるな。──でも、それくらいはいいだろ。俺達学校では、結構色んな人と間接お尻してるじゃん。お尻ビッチじゃん」

「そのワードの方が謎じゃない……ただこの場合、学校とは少し違ちがうのよ。あそこは椅子が共有されている場所よね？　でもこれは、明らかにあなたが定位置として使い込んでいるものじゃない。そこに腰を降ろすというのは、その……性せい行こう為いを想起させないかしら」

「させねえよ！　……あのなあ色町、お前ちょっと考え過ぎだぞ。じゃあもうそこ座れ」

　疲つかれたようにそう言って、彼は学習机の前にある椅子を指さした。すると今度は不満げな顔になり、色町は言った。

「そこはその、なんて言うのかしら……私達は確かに友人だけれど、でも、そんなに距きよ離りを取るのは寂さびしいじゃない？」

「ああ言えばこう言うなお前は！　……もうどこ座っても同じだから、好きにしてくれ」

　半ば投げやりな声こわ音ねで彼はそう言うと、勢いよくベッドに座り込む。すると色町は、きょろきょろと周囲を見み渡わたしたのち、赤ら顔になって──ちょこん、と。

　彼が座った隣となり、ベッドの端はしにお尻を半分ほど乗せる形で、腰かけた。

「……さっきまでのお前の論、いったいなんだったの？」

「べ、別にいいでしょ。どこに座っても同じだって、そう言ったのはあなたじゃない」

「いきなり俺の部屋に招待しろとか言い出すしさ。色町って最近、少し変わったか？」

「そう？　そんなことはないと思うけれど……でも」

「でも？」

　色町はそこで言葉を一つ区切ると、隣にいる彼を流し見る。それから小さく笑んで、彼女は告げるのだった。

「もし変わったのだとしたら、あなたのせいかもしれないわね」






「……あの、色町さん？　たったいま思い出したんだけど……俺がお前を家に招待したんじゃなくて、お前が俺の部屋に来たいって言ったんじゃないかよ」

「～～～～～～♪」

「ヴィヴァルディの『春』を口笛で吹ふいて誤ご魔ま化かそうとするな。つかそれすげえな」

「まあまあ。女の嘘を許すのが男の甲か斐い性しようというものよ、くーたん」

「嘘をついた側がそれを言うな」

　俺のそんなツッコミに対し、嬉しそうな顔をする色町。まるでそう言われるのをわかっていたかのようだった。

「それにしても、また記憶が蘇よみがえったのね。いまのは、どうしてそうなったのかしら」

「さあ……たぶん色町さんが言ったことの中に、何か俺の刺し激げきになるような言葉があったんだと思うけど……」

「条件としてはどうなの？　あなたが記憶を取り戻すきっかけとして、やっぱり言葉が大きいのかしら」

「そうだな……他ほかにも色々きっかけになる事こと柄がらはあるんだが、今のところ一番多いのは言葉かもな。何かしらのキーワードが誰だれかの口から出て、それが俺の脳のインデックスに引っ掛かかった時、記憶されてる場面を引っ張ってくる感じ──って言ったらわかるか？」

「なるほど、わかりやすい説明だわ」

　──でもそうであるのなら、やはり警けい戒かいをするのは難しいかもしれないわね。

　ぶつぶつと、小さく何事かを呟く色町。それは俺には聞こえない音量であり、自ら声で復唱することで、その事実を脳に落とし込んでいるように思えた。

　その行こう為いに訝いぶかしい目を向けていると、ぱっと顔を上げる色町……そして、彼女は今いま更さらながら。自分がいま俺の家の玄げん関かんにいる理由を、口にした。

「そんな訳で。デートをしましょう、くーたん」

「どんな訳でそうなったんだ!?」

　突とつ然ぜんのお誘さそいに、動どう揺ようを隠かくし切れない俺。雪縫の時とはえらい違いだった。あの子が誘ってくれた時には、それを言うまでに随分と時間がかかったものだが……。

「つ、つかデートって……い、いつ？」

「もちろん今からよ。朝八時過ぎから、夜十一時まで遊ぶスケジュールになっているわ。ちなみに、延長も可能よ。その場合、明日の学校は休むことになるわね」

「…………」

　デートって普ふ通つう、もっと前の段階で許可を取って、互たがいの日時を合わせ、なんなら心の準備とかもするものでは……そう思ったが、それを声にはできない俺だった。

　ともかく、今日は明確な理由があって、デートは無理なので──俺は口を開いた。

「楽しそうなところ申し訳ないんだが、あの、色町さん。今日は俺、予定があって──」

「…………」

　わかりやすくしょげた顔をする色町。激しく怒おこったり、逆に怖い笑え顔がおを向けられたりすると思っていたので、しょげるという反応に少し面食らった。ギャップ可愛かわいい……。

「それは、私とのデートを反ほ故ごにする価値のあるものなのかしら」

「反故もなにも、約束をしてないんだけど……ともかく、そっちが先約だったからさ」

「……花はな屋や敷しき？　それとも雪縫かしら」

「…………」

「そう、雪縫ね。あの女よくもぬけぬけと」

「いやなんで今わかった」

　父さんの嘘を見み抜ぬいたこともそうだけど、そこらのメンタリストより鋭するどいんじゃないかってくらいの観察眼だった。──それから色町は、俺の目をじっと見る。いまさっき心を見み透すかされたので、なんだか居い心ごこ地ちが悪くなっていると、彼女はふっと相好を崩くずした。

「でも、わかったわ。今日はあの女とデートなのね。──それじゃあ、今回は諦あきらめましょう。また日を改めるから、その時は。私と一緒に出かけてくれる？」

「あ、ああ！　それならもちろん！」

「ふふっ、ありがとう」

　優やさしい声音と共に浮かぶ、柔やわらかな笑み。──つい撃うち抜かれた。心音が大きくなるのを感じる。こういう場合、色町はもっとわがままに、「あの女とデートなんてやめて」的な発言をしてくるだろうと身構えていたから、その潔いさぎよさに好感を持ってしまったのだ。そっか……色町って、こういう顔もできたんだな……。

　ただ、彼女がその本領を発揮したのは、次の発言からだった。

「それじゃあ、その埋うめ合わせと言ったら厚かましいのだけれど……そろそろ、あなたの部屋に上げてもらえるかしら」

「へ？　なんでさ？」

「ねえくーたん。私、今日はあなたとデートをする心づもりで来たのよ？　それなのに何もなくさよならなんて、そんなのは酷ひどい話だと思わない？　──では、お邪魔します」

「説明になってねえ！　つか、勝手に上がろうとするな！」

「ごめんなさい、もう少し論理的に説明するわね？　いまこの場合、あなたが取れる選択肢は二つなの。選択肢Ａは、私をさっさと家に上げて、少し可愛がってやって、適当に満足させて帰らせる。選択肢Ｂは、悶もん々もんとした状態の私をこのまま放ほうり出し、あなたと雪縫がデートをしている間中、草くさ葉ばの陰かげからの不快な視線に耐たえ続ける──この二つよ。私が希望するのはもちろんＡだけれど、選ぶのはくーたんよ。さあ、選んで？」

「……昼前までなら、どうぞ」

「うわーい、やったー！」

　子供のようにはしゃぐ色町を見て、俺の口からため息が零こぼれる。見てくれは良いんだから、もう少しどっかが違えば、普通に可愛らしい女の子のはずなのになあと……満面の笑みを浮かべる彼女に、俺はそんなことを思うのだった。
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　それから色町は、昼過ぎに帰るまで、俺の家でなかなかの狼ろう藉ぜきを働いた。

　まず俺の部屋に入るやいなや、俺のベッドの上でごろんごろんし始めた。もう俺は大パニック。やめろ、なんでそんなことをするんだ、と咎とがめたら──「猫ねこって、自分の縄なわ張ばりにニオイをつける習性があるそうよ」と返された。俺はもう何も言えなかった。

　次いで彼女は、家にあるもので勝手に朝食を作った。すげえ美味うまかった。ついでに父親の分も作っていた。父さんもそれが美味おいしかったことに、なんだか微び妙みような顔をしていた。

　そのあとは俺の部屋で、たわいもない話をして過ごした。……女の子と、部屋で二人きり。緊きん張ちようしない訳がなかったが、どうしてだろう。色町と二人でいるのは、さほどしんどくはなかった。彼女は癒いやし系という感じでもないのに、なんでなのだろうか……。

　ちなみに、これは後日談なのだが……数日後。俺の部屋のベッドサイド、本やティッシュ箱などが置かれた小さなスペースに、女物の黒いパンティが紛まぎれているのを見つけた。完全に色町の仕し業わざである。俺が雪縫や花蓮を部屋に連れ込んだ際に、「何これ？」となるトラップに違いなく、それを発見した時の俺は、言い知れぬ恐きよう怖ふを感じたのだった──。

　と、とまあ、そんな訳で。午前中にも色々あったが……気持ちを切り替かえて、駅前。

「おーい雪縫！　ごめん、待たせたか？」

「あ……う、ううん、待ってない──実はちょっと待たされたけど、それを言わないことでくーさんに気き遣づかいができる女だと思われる筈はずだから、待ってない」

「なんでそこまで言っちゃうんだ」

　俺はそうツッコみつつ、駅前に一人立っていた雪縫を、正面から見つめた。──当然私服姿で、彼女らしいキュートでガーリーな出いで立ちだった。

「…………そ、そんなにじろじろ見られると、嫌いや……」

「あ。ご、ごめん！」

　両りよう腕うでで自身を抱だくようにしながら、頬ほおを朱しゆに染める雪縫。……つい見み惚とれた。俺は今から、こんなに可愛い子とデートするのだと思ったら、舞まい上がってしまったのだ。

　もちろん、今日の俺の大目的は、失った記き憶おくを取り戻もどすことだけど……その目的のために、自分がいまとんでもないことをしている事実を、改めて噛かみしめる。デート。可愛い女の子とデート……やばい、心しん拍ぱく数すうがグングン上がってきた。

「そ、それで？　昔の俺はここから、どうしたんだ？」

「腹ごしらえをしようって、あるところに連れて行ってくれた。──来て」

　言われるがまま、雪縫と俺は連れ立って歩き出した。場所としては駅のそばにある繁はん華か街がいを行くらしい。家からも近いし、どうやら俺はこの辺を遊び場としていたみたいだ。

　そうして到とう着ちやく。俺と雪縫のデートにおいて、最初に辿たどり着いた場所は──。

「牛ぎゆう丼どん屋？」

「そう」

「……いや、待て。整理させてくれ。──今日ってあれだよな。『昔、俺が雪縫を連れて回ったデートコース』を、お前が案内してくれるっていう、そういう趣しゆ旨しだよな？」

「そう」

「それの一発目が、牛丼屋？」

「そう」

「…………」

「くーさんはきっと、死ぬまで童どう貞ていだと思う」

「なんてパワーワードで俺を責めやがるんだ……」

　雪縫のあんまりな発言に俺がそう返すと、楽しげな顔で彼女は続けた。

「正直、最初ここに入ろうと提案された時、拒きよ否ひしようとした。けど、すごくいい笑顔で『俺が奢おごってやるから！』って言われて、何も言えなくなった」

「……ええと、その……過去の俺がご迷めい惑わくをおかけしました」

「よきにはからえ」

　言葉の使い方は微妙に違ちがう気もするが、雪縫がカッコよく見えた俺だった。こんな所業を受けたのに、このあともデートを続けてくれた彼女って、もしや天使なのでは？

　そんなこんなで入店。俺は券売機の前に立つと、エンジェル──もとい雪縫に告げた。

「せめて俺が奢るから、好きに買ってくれ」

「ありがとう。それじゃあ──牛丼の特盛。サラダ、半熟卵、牛皿並もお願い」

「……体に見合わず、すげー食うんだな」

「一度、家族で回らないお寿す司しを食べに行った時、あまりの美味しさにぱくぱく食べてたら、お父さんに『霙みぞれ、もう帰ろう？　な？』と泣きながら懇こん願がんされたことがある」

「がんばれ、日本のお父さん！」

「それ以降、家族で外食をする際には、私だけまずコンビニおにぎりを二個食べなければいけないルールができた」

「誰も悪くないのになんて悲しいエピソードなんだ」

「コンビニおにぎりも大好きだから嬉うれしい」

「いやハッピーエンドなのかよ」

　そんな会話をしつつ、雪縫に指示された食券を購こう入にゆう。ちなみに、俺は牛丼の並盛にした。

　出てきた食券を掴つかみ、それを店員に渡わたそうとする。そしたら雪縫に「テーブルについてからでいい」と言われた。どうやら細部のルールを忘れてしまったようだ……俺は雪縫と対面する形でテーブルにつくと、水を持ってきてくれた店員に食券を渡した。

「牛丼かー……記憶を失なくしてからは初めてだな」

「そういえば事故以降、食生活の方ってどうなってるの？」

「毎回の食事で、俺が好きなもの、嫌きらいなものを思い出してるって感じだ。食べられないってものはほぼなくて、食べてるうちに『あ、これ俺好きだったかも』ってなることが多いな。昨日はデザートにプリンを食ったら卒そつ倒とうしかけた。アレうま過ぎない？」

「わかる。……そういえば、ここで牛丼を食べたあと、次の場所に行く前に、くーさんはコンビニでプリンを買ってくれた気がする」

「あからさまなデートプランの追加やめろ。そんなタイムリーなことあるか」

　そんな会話のキャッチボールを数回しているうちに、牛丼が運ばれてきた。早え！　いまさっき食券を出したばかりだっていうのに、牛丼ってこんな早く出るものなのか？

　驚おどろきつつ、俺は牛丼に顔を近づけた。すると、つゆの甘い匂においが鼻び孔こうをくすぐる。

「「いただきます」」

　二人の声が重なった。上着を脱ぬいで臨戦態勢になった雪縫は、手慣れた様子で半熟卵をどんぶりに落とし、傍かたわらの箸はしを取って食べ始める。ぱくり、ぱくり、ぱくり。小さな口でどうやっているのか、その食べ姿は大だい胆たんかつ上品で、見ていて気持ちが良かった。

　一方の俺も箸に手を伸のばし、それから牛丼に向き直る。……そういえば記憶を失って以降、牛肉を食べる機会なんてついぞなかったな、なんて思いながら、一口頬ほお張ばった。

「ん……うま、い──」

　肉と米の味がじわっと口の中に広がり、うまみを感じた──次の瞬しゆん間かん。

　何な故ぜか急に気分が悪くなった。より正確には、口の中に気持ち悪さを感じたのだ。

　匂いなのか食感なのか。先ほどまで美味しそうだった、実際美味しいであろうそれは、俺の口内でだけ土くれと化した。何度咀そ嚼しやくしても、もちゃり、もちゃりと、嫌けん悪お感かんが染しみ出てくるだけ。少しパニックになる。なんだこれ。いま俺は一体何を食ってるんだよ。

「う、ぷ──」

「……？　どうしたの、くーさん」

　不思議そうな顔で俺を見つめる雪縫。俺はそれに何のリアクションもできず、必死に口を手で押さえた。無理にでも飲み込もうとするが、飲み込めない。これはやばいな……。

　俺はすぐさま周囲を見まわし、トイレを見つける。慌あわてて席を立ち、そこに直行した。

「う、む……おええええ！　……はあっ、はあっ、くそ……ごほっ」

　間かん一いつ髪ぱつ。洋式トイレの中に、噛んでぐちゃぐちゃになった、元は牛丼だったものを吐はき出した。そうすると、気分はいっきに楽になる。俺は一つ、ふう、と息をついた。

　トイレを流し、雪縫のいるテーブルに戻る。それから一口だけ水を飲み、喉のどを潤うるおした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　くーさん。急に、吐き気を催もよおしたみたいだけど……」

　雪縫が弱々しい声で俺に聞いてくる。不安げな瞳ひとみ、気づかわしげな視線。随ずい分ぶんと心配させてしまったようで、だから俺はできるだけ軽い調子で言葉を返した。

「ああ、心配かけてごめんな。どうしてか、牛丼を食べたらちょっと気持ち悪くなっちゃってさ……」

「え。なんで？」

「わからん。体調は良いと思ってたんだが、見誤ったかな……空気悪くしてすまん」

「そ、そんなのは気にすることない、けど……本当に大丈夫？」

「ん。なんか食しよく欲よくは一気に失うせたが、別に体のどこが悪いって訳ではないと思うしな。だから──ほら。雪縫は俺の代わりにたーんと食ってくれ」

「う、うん……」

　心配そうにちらちらと俺を窺うかがいつつ、それでも箸は止めない雪縫。なんだか申し訳ないな、せっかくのデートだっていうのに……。

　なんて思っていると、ふいに思わし気な目を俺に向けながら、彼女は言った。

「そ、その、言いにくいんだけど、ええと……」

「なんだ？　何かあるなら、遠えん慮りよなく言ってくれ」

「それじゃあ、あの──くーさんのぶんの牛丼、貰もらっていい？」

「…………」

「あっ、いまくーさんの中にある、私に対する好感度メーターが『ひゅうううん』て音を立てて下がったのがわかった。まずった」

「い、いやその、別にいいんだけどな？　いいんだけどさ……なんつーのかな。それ、いま言うことか？　自分の分を食い終わってからでもよくね？　とは思ったよな」

「ご、ごめん……今日はくーさんとのデートに舞い上がって、コンビニおにぎり二個を食べてくるの忘れたから……残すのなら食べたいと思って、焦あせった」

「コンビニおにぎりのルール、自分でも課してたんかい」

　ちなみに、いま『くーさんとのデートに舞い上がって』と言われたことに、俺も舞い上がっていた。俺とのデートを楽しみにしていてくれた、その事実がすげー嬉しい。

　とりあえず、どっちみち俺はもう食べる気にはなれなかったので、自分の牛丼を彼女の方に押しやった。「食いかけで悪いけど、どうぞ」と言いつつ渡すと、彼女は。

「あ、ありがとう！　食べかけでもいい。むしろありがとう！」

　と謎なぞの発言をしてから、元俺の牛丼と、自分の牛丼を交こう互ごに食べ始めるのだった。牛丼は逃にげないから、ゆっくり食べなさいよ。
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「げふっ。ふぅー、お腹なかいっぱい」

「……女の子がゲップをするという割と衝しよう撃げき的な行動についてコメントをお願いできますか、雪縫さん」

「そういう時もある」

「ちょっと豪ごう胆たん過ぎやしないか」

「そんなことない。ゲップくらい普ふ通つう。それに私、くーさんと一いつ緒しよにいる時に、おならはしない。したくなっても我が慢まんする。それが女の子だから。──ふふん」

「いやそんな自じ慢まんげにない胸張られても……」

「…………ない胸？」

「さてそれでは雪縫さん、次の目的地は？」

「話を逸そらさないで。ない胸ってどういうこと」

「……俺が悪かったから、そんな猛もう禽きん類るいみたいな目で俺を見ないでくれ。ごめんって」

「うるさい。それより──ほら見てくーさん。こうやって……こうやって無理やり寄せれば、ある！　服の上からだと少しわかり辛づらいけど、ある！　こう両りよう脇わきからぐっと戦力を中央に結集させれば、ある！　小さくてもおっぱいがある！　見ろ！」

「わかった。わかったからこんな往来でそんな内容の大声を出さないでくれ」

「いいやわかってない！　くーさんさっきから全然こっち見てない！　──私にはおっぱいがある！　谷間がある！　寄せて上げるブラでようやくＣに届くくらいの慎つつましいサイズではあるけど！　ほら触さわってほら！　くーさん！　くーさん触って！　この辺りが谷間だから！　いまならなんとかできてるから、ほら！」

「いやほんと勘かん弁べんしてくれって！　わからないか!?　いま俺、顔真っ赤なんだよ！　そしてたぶん雪縫も、マジで俺に触られた時にこそ、後こう悔かいすることになると思うぞ！　いいのか!?　いま俺、雪縫のおっぱい触っても、本当にいいのかよっ!?」

　食後のちょっとしたトークが一変、雪縫のコンプレックスを踏ふみ抜ぬいたせいで、なんだかすごい言い争いになる俺達。しかし、俺の一言がようやく雪縫に届いたらしく、彼女はふいに「あ……」と小さく呟つぶやくと同時、頭から湯気が出そうなくらい頬ほおを赤らめた。

　そのまま、恥はずかしげに地面を見つめる。雪縫は両手で顔を隠かくしながら、呟いた。

「え、ええと、その……いまのは、ちょっと暴走した……ごめん……」

「いや、いいよ……元はと言えば俺が悪かったんだしな。俺の方こそ、ごめん……」

「……『戦力を中央に結集』ってなに……あああああ……！」

　今いま更さらながら自分の言ったことに恥じらいを覚える雪縫であった。

　さて、そんな風に楽しく（？）会話をしつつ、次の目的地に足を向ける我々。てくてく歩いて到とう着ちやくしたのは、こんな町中にこんなものがあったんだ、という場所だった。

「と、という訳でやってきました、栗くり上あげフィッシングセンター！　わーぱちぱち！」

「あのー、雪縫？　たぶん、照れ隠しにテンション上げたりしない方がいいと思うぞ。それ、恥はじの上うわ塗ぬりになってるから」

「…………」

「痛い痛い痛い！　スネやめて！　スネ蹴けるのやめて！」

「くーさん意地悪。今のは乗ってくれるところ。この唐とう変へん木ぼく。人間失格。羅ら生しよう門もん」

「最後のだけ悪口になってないぞ……」

　そんな風に仲良く（？）言い合いしつつ、俺達は釣つり堀ぼりの受付へ。そこで入場料を払はらい、更に竿さお、餌えさをレンタルする。休日のためか、釣り堀にはそこそこ人が入っていた。カップルがちらほらと、家族連れが大半という客層。どこか牧歌的な雰ふん囲い気きを感じながら、俺と雪縫は空いたスペースに入る。二人並んで、小さな箱のような椅い子すに腰こしかけた。

「そういや雪縫、昔の俺はなんて言って、お前をここに連れてきたんだ？」

「別に釣りが得意だから、とかそういう訳じゃなさそうだった。ただ単に、二人で行ったら面おも白しろそうだから、って──そんなニュアンスだったと思う」

「ふーん？　で、実際は？」

「くーさんと一緒なら、大たい抵てい楽しい」

　がっ、と心臓を鷲わし掴づかまれた。俺は驚いて雪縫を見やる。彼女は上じよう機き嫌げんといった様子で、魚用の餌を団子状に丸める作業に没ぼつ頭とうしていた。……雪縫ってこういう、気の抜けた時の一言にこそ、威い力りよくがあるよなあ。油断してたら一瞬で好きになりかねん。

「そ、そうか……じゃあ今回もそんな風に楽しめれば、その記き憶おくを取り戻もどせるかもな」

「……うん。きっとそう」

「よし。それじゃあフィッシュと行くか！」

　俺はそう気合を入れ直すと、思い切り竿を振ふりかぶり、投げた。刹せつ那な、勢いよく遠方へと飛んでいく──餌だけが。投げた衝撃で針からすっぽ抜けたのだ。ぽちゃん、と団子状の餌が遥はるか遠くに落下したのに続き、針だけがそのずっと手前で水面に沈しずんでいった。

「ぷ、ぷふっ……く、くーさん、いま……餌だけ……」

「お、おい、笑うなよ。俺だって知らなかったんだから──ふふっ」

「あれだけ勢いよく投げたらそうなる……ぽーんって……くふっ……餌が落ちたとこに、いっぱい鯉こい集まってきてる……針ないのに……ふふふっ」

「わ、笑うなって、くふっ──あはははは！」

　なんだか心ここ地ちのいい時間だった。結局、今も彼女との記憶は戻っていないし、だから俺にとって雪縫は未いまだ、なんとも信用のならない他人なのだが──今だけは。

　こうして笑い合っている時間ぐらいは、彼女のことを。昔から俺のそばにいる大切な女の子だと、そう確信できる気がした──。




「お、またフィーッシュ！　これで鯉は五匹ひき目だな」

「……でもそいつ、生きが悪い。小物」

「他人が喜んでる時にケチをつけるなよ……」

「……釣れないとつまらない」

「俺と一緒なら大抵のことは楽しいって、そう言ってくれてたような気が……」

「な──そんなこと言ってない……！　と、思う……けど……」

　どうやら先の発言は無意識的なものだったらしい。雪縫はそう言って赤ら顔を俯うつむけた。

　でも、確かにそうだよな。いくらデートで来てるからって、彼女だけボウズ（一匹も釣れないこと）じゃあ落ち込むし、何より釣りに来た醍だい醐ご味みを味わえていない。

　次に何か魚が引っ掛かかったら、彼女に竿を渡わたそうか──と考えていたところで。

「きた……！　んっ！」

　雪縫のウキがぐんっ、と水中に引きずり込まれた。ヒットだ！

　彼女は反射的に釣つり竿ざおを上げる。──しなる竿。揺ゆれる釣り糸。その先は確かに、水中の奥深くへと繋つながっていた。

「や、やった！　くーさん、私、釣れた！　しかもこれ、デカいと思う！」

「ああ、デカそうだ！　でもまだ釣れてないから、油断するなよ！」

「こいつめ！　早く姿を現せ！」

　興奮して立ち上がる雪縫。その瞬しゆん間かん、バランスを崩くずして「わっとと！」と声を漏もらしながら、彼女は前方によろめいた。その先は釣り堀だ──俺も慌あわてて立ち上がる。

　雪縫は前へ前へとつんのめりながら、それでも竿を握にぎっていた。「あわわ！」危あやういバランス。もう数秒でも経たてば、そのまま池にざぷーん、となりそうなところで、俺は彼女の竿を横から掴つかむことに成功した。よ、よし！　これなら、雪縫が池に落ちる心配は──。

「ちょっとくーさん！　私の竿、握らないで！　邪じや魔ましないで！」

「ええ!?　でもお前、俺がこの手を離はなしたら、池に落ちるぞ！」

「自分一人の力で釣りたい！」

「変なところで頑がん固こ！」

　俺のそんなツッコミに、あははっ、と笑う雪縫。楽しい。──いや、楽しんでる場合か。

　そんな会話があったあとも、俺が雪縫の竿を掴んだままでいると、彼女は叫さけんだ。

「竿じゃなくて、私の体を支えて！」

「え……そ、それって──」「早く！」

　雪縫に急せかされ、慌てた俺は竿から手を離すと、すぐさま雪縫の体を……その小さな体たい躯くを、後ろから抱だき留めた。「ひゃんっ！」変な声が雪縫の口から漏れる。俺も先ほどまでとは違ちがう意味で、心臓がバクバクだった。──あ、あれ!?　というかこれ、もしかして俺の手、まずいところ触ってないか!?

「んっ!?　く、くーさん!?　ちょ、そこは……！」

「ご、ごめん！　マジでごめんだけど、さっさとそれを釣り上げちゃってくれ！」

「……う、うん！」

　竿に引っ張られるようにつんのめる雪縫の小さな体を、後ろから抱き支える。それを受け、フルパワーで竿を引く雪縫。彼女は「うおおおおおお！」と魔ま王おうに立ち向かう勇者もかくやという雄おたけびを放ちながら、思いっきり竿を振り上げた。

　その時だった──ぷつん、という音を立てて、釣り糸が竿の根本から切れたのは。

「ぐぎゃっ」「うげっ！」

　雪縫が後ろに倒たおれてくるのを支えられず、俺も後ろに倒れ込む。……そうして脱だつ力りよくする俺と雪縫。しばらく呆ほうけたのち、雪縫は座った姿勢のまま、俺を睨にらみつけた。

「釣れなかった」

「ああ、残念だったな……」

「おっぱい、触られたのに」

「…………」

　火ほ照てった顔を逸らす。バレてましたか。バレてましたよね。

　もちろん、能動的にじゃない。雪縫のおっぱいを触ろうという目的を持って、そうした訳じゃないんだが……まあそんなの、雪縫からしたら関係ないもんな。触った方がとにかくギルティ。それは仕方がないことなので、俺はただ頭を下げた。

「ごめん、雪縫……本当にごめん……」

「…………」

　しかし、俺の謝罪に何の返事もしない雪縫。これは相当怒おこらせていると思った俺は、だから次の瞬間には罵ば倒とうされると身構えたが、雪縫の口から出たのは意外な言葉だった。

「……や、柔やわらかかった？」

「え──はい？」

「だ、だから……！　わ、私のおっぱいが柔らかかったかって、聞いてる！　こんなこと、二度も言わせないで……！」

「…………」

　つい押し黙だまってしまう俺。──いや、意味がわからん。どうして俺はいま、雪縫の胸に触ふれたことを謝罪したのち、その弾だん力りよく性を問われてるんだ？　乙女おとめ心ごころ難し過ぎない？

「は、早く、答えて……」

　そうして俺が何も言えずにいると、雪縫は心底恥ずかしそうに、赤らんだ顔を俯けてそう呟いた。……と、ともかく、いま俺が黙り続けていることによって、彼女を辱はずかしめてることに気づいた俺は、だから──俺なりに勇気を振り絞しぼって、嘘うそのない感想を口にした。

「そ、それじゃあ、正直に答えさせてもらうと……ぶ、ブラの感かん触しよくばかりで、あまり柔らかくはなかったです……」

「う、嘘!?　ブラの上から乳首までいかれてたのに!?」

「いきなりとんでもない発言をしないでくれないか!?」

「で、でも、ブラじゃない部分は!?　私、ブラじゃない部分も触さわられてる感あった！　だから、そのあたりは柔らかかった？」

「いや……正直、そこまではわからなかったというか……」

　俺が雪縫の胸を触ったと気づいたのも、彼女を抱き留めた際に何か硬かたい感触を指先で得てしまい、それが何かを考えた時に、彼女のブラだとわかったからだ。──そんな訳で、雪縫の胸の感触については、あまり感じられなかったというのが俺の本心だった。

「そ、そんな……私としては、くーさんに滅め茶ちや苦く茶ちやされてる感があったのに……！」

「……あの、雪縫さん？　それ、よそではあんま言わないでくれな？」

「あの二人にサイズで勝てなくても、柔らかさでは勝てると思ってたのに……うう、私、貧ひん乳にゆうは貧乳でも、硬くて揉もみ甲が斐いのない、クオリティの低い貧乳だったなんて……」

「おーい、大だい丈じよう夫ぶか雪縫。というか、胸のクオリティってなんだ」

「肌はだ艶つやはいいし、ハリも凄すごいのに……」

「お、おい雪縫？　その辺にしときなさい？」

「綺き麗れいなピンクなのに……」

「おい雪縫！　自分を大事に！」

　全身全ぜん霊れいでそう叫ぶ俺。しかし、それが聞こえているのかいないのか、雪縫は涙なみだをちょちょぎらせながら、膝ひざを抱かかえてその場に座り込んだ。それはお使いで迷子になってしまった幼児を思わせた。そ、そんなしょげなくても……。

　俺はおたおたしつつ、彼女に駆かけ寄る。すると彼女は、涙声で続けた。

「ううう、くーさん……私、もしかして女の魅み力りよく、ない？」

「────」

　そのまなざしに射い貫ぬかれた。揺れる不安げな瞳ひとみに、愛らしさを感じる。……それを受けて俺は、雪縫と目を合わせた。しょげた様子の彼女を見て、つい励はげましたくなったのだ。

「そんなことない。おっぱいはその……な？　あんまないかもしんないけど、でも、それで魅力がないと落ち込むのは違うと思うぞ」

「そう……？」

「ああ。おっぱいの大きさと女の魅力は比例しない。現におっぱいが大きいだけの、魅力的じゃない女性だって世間にはいるだろ？」

「確かに……色町とか、そうだ……」

「それにはノーコメントだが……」

　俺は苦く笑しようしつつも、雪縫の励みにきっとなるであろう重要なことを、彼女に告げた。

「なあ雪縫。一個だけ最低な、でもお前にとって救いになることを言ってもいいか？」

「なんだか前振りが怖こわいけど……なに？」

「男は、貧乳をコンプレックスに感じている女の子が好きだ」

「……ふふっ、最低」

　目じりに涙は残っていたけれど、彼女はそう言って笑った。なので俺も彼女に笑い返して、そっと手を伸のばす──握られる右手。内心ではどぎまぎしつつも、思わず出してしまったその手を引いて、彼女を起き上がらせた。

　こうして俺と雪縫のデートは、記き憶おくを取り戻もどす、という大本の目的を果たせぬまま。

　でもデートとしては、二人で笑い合う時間の多い、楽しい一日となったのだった。

「ちなみに、くーさんは？　実は貧乳の方が好き？」

「忘れたのか？　俺は大きければ大きい方が──痛い！」

「空気読め、この無神経」




　　　　◆◆◆




　雪縫とのデートが終わって、数日後。その放課後。

「んー！　やっぱり、アイスは寒い日に食べるのが一番だねっ！」

　俺はいま、今日は部活のなかった花蓮と共に、二人で下校していた。ただ下校とはいっても、それは帰路を急ぐ道程ではなく──俺達は現在、コンビニで食料を買い込んで、そのままコンビニ前のベンチに座り、アイスを食べながら話し込んでいるところだった。

「はー、アイス美味おいしいなー。帰りたくないなー」

「ん？　急にどうしたんだ？」

「ねえねえねえ、聞いてよくーくん！　聞いてよくーくん！」

「聞いてるし、聞くからそう繰くり返すな。お前はインコか」

「最近うちのお母さんが、あたしの女子力の低さに危機感を感じたみたいでね。すっごい家事を教えてくるんだよー……今日も帰ったら、一いつ緒しよに晩ばん御ご飯はんの支し度たくをしなくちゃいけないんだー。憂ゆう鬱うつだなー」

「それぐらいで憂鬱なのか……別に、夕飯の支度を手伝うのはいいことじゃんか。お母さんを助けてあげろって」

「え？　なんであたしがそんな面めん倒どうなことをしなきゃいけないのさ？　やだよ」

「…………」

　何バカなこと言ってんの？　って顔で言われた。……すごいな彼女。どうやら花蓮の中には、自分で飯を作る、という考えが微み塵じんもないらしい。

「今の時代、電話一本で美味しいご飯がお家に届くんだよ？　それなのに料理なんて、バカバカしくてやってられないよー。そんな暇ひまがあるなら、筋トレとかランニングとかしたい！　あたしの中にある、Ｍとしての欲よつ求きゆうを満たすことに時間をかけたいよ！」

「絶対そんなことに時間をかけるより、料理の修しゆ業ぎようをした方が有意義だと思うが……」

「ちっちっちっ。わかってないなあ、くーくんは。──死にかけるまでランニングをして、ランナーズハイの向こう側を見たあと、やっとの思いで家に帰ってきた時に飲む水の美味しさったらないんだよ!?　また、あの水が飲みたいなあ……うへへへ……おっと、考えてたらよだれ出てきちゃった」

「なんだろう、ランニングってすげえ健康的な運動の筈はずなのに、花蓮がそれをしてる理由ってすげえ不健康だよな……」

「ドラッグとかにハマる若者の気持ちが、ちょっとだけわかるよ！」

「お前は今すぐランニングをやめろ！」

　俺がそうツッコんでも、花蓮は「あははー」と朗ほがらかに笑うのみ。やめる気がないのが丸わかりだった。自分を追い込むことに快楽を見み出いだしすぎだろ。俺はそう思いつつ、そもそもの話題──『花蓮の女子力が低い問題』について、尋たずねたかったことを口にした。

「……これは、もしもの話なんだけどさ。お前が、その……誰だれかの妻になるとして」

「え？　あたしお嫁よめさんになるの？　もしかしてくーくんの!?」

「な、なんでそうなるんだよ。『誰かの妻』って、そう言っただろ？」

「あ、そっか。……えへへ、ちょっと残念」

「────」

　そう言って、微び笑しようを浮うかべる花蓮。何気ない仕草、何気ない言葉だったが、それを受け、俺の鼓こ動どうが大きくなった。いまのは狙ねらっていない分、彼女の自然な可愛かわいらしさが出ていたというか……い、いけないいけない。話を戻さないとな。

「と、ともかく、例えばの話だ。──例えば花蓮が結けつ婚こんして、奥さんになった時。その場合、お前は家で何をするんだ？」

「んん、どうだろうねー？　家事はできないし、掃そう除じも苦手だし、ご飯は出前を頼たのめばいいから……あれ？　ずっと暇だ。あたし、結婚したらずっと暇になっちゃうや。──わーい！　じゃああたし、お嫁さんになったら、ずっとスポーツジムに通おー！　そんで、ボディービルダーみたいな体になるの！　いやー、楽しみだなー。最高の人生だなー！」

「……将来、お前の旦だん那なになる男って、すげー苦労しそうだな……」

　花蓮のお母さんが焦あせって家事を教え始めた理由がなんとなくわかった……と、その時。

　──脳のう髄ずいを幽かすかな痛つう撃げきが走る。それは小さな稲いな光びかり。閃せん光こうは痛みと共に頭部を駆かけ巡めぐり、そして代わりに、俺の海かい馬ばに過去の記憶を残していった──。





「お前ってさ、結婚願望とかあるのか？」

　賑にぎやかな街並みを並び歩く二人。話題に困ったから選び取っただけ、という自然さで、彼は花蓮に問いかけた。すると、彼女は溌はつ剌らつとした笑えみを彼に向ける。

「そりゃあるよー！　お嫁さんになってウエディングドレスを着るのって、女の子に生まれたらみんなが持つ夢だもん」

「ふうん……」

「ちょっとだけ迷うのは、白しろ無む垢くも捨てがたいってところかな！　……子供の頃ころね、あたしと仲の良かった近所のお姉さんが、神社で結婚したんだー。それを見て、お姉さん綺麗！　あたしも神社で結婚したい！　って思ったりもしたから──うーん迷う！」

「……でもお前、家事が一つもできないじゃん」

「まあね！　だから、家事のできる人と結婚しようかなー。でもそうなると、あたしがお金を稼かせがなきゃいけないのかな？　まあ家事よりは楽しそうだよね、あははっ」

「…………」

　なんでもない会話の筈だった。けれど彼は、深く考え込んだ顔をする。隣となりの彼女を見つめる視線が、静かに、けれど確かに熱を帯びていた。

「でもなー。あたし、まだ恋こいとかしたことないからなー。現実味ないや」

「そっか。じゃあ、するにはちょっと早い話だったかもな」

「だね。でもあたし、一個決めてることはあって──」

「ん？　なんだよ？」

「結婚式の司会は、くーくんじゃなきゃ嫌いやってこと！　あたしにとってくーくんは、本当に、あの……て、照れくさいから言わないけど！　だから、くーくんがいいんだよ！」

「────」

　彼女は照れ隠かくしに彼の前を歩いていたため、彼の顔は見えなかった。

　すると、彼は咄とつ嗟さに、花蓮の手を握にぎる。それに驚おどろき、彼女は振ふり向いた。

「くーくん……？　ちょっと、どうしたのさ？　そんなに強くしちゃ痛いよ……」

「──え。ああ、悪い……」

「大丈夫？　何だか怖い顔してるけど。少し休もうか？」

「いや、平気だ。大丈夫。ちょっと──自分の気持ちに、気づいちまっただけだから」

　いつから、齟そ齬ごが生じたのか。

　彼は彼女の手を、今度は努めて優やさしく、握り直すのだった。






「────」

「？？？　くーくん、どうしたの？」

　花蓮の言葉に返答できない。いまのは、ちょっと……いや、かなり俺にとって重要な過去だった。当然、その感情まで俺の中に降りて来た訳じゃないが、でも、わかった。

　どうやら俺は事故以前、花蓮のことが好きだったらしい。

　幼おさな馴な染じみとしてじゃない。異性として好きだった、そう確信できた。

　相変わらず心理描びよう写しやは曖あい昧まいで、だからあの時の感情を完かん璧ぺきに理解することは難しかったけど、自分のことだからな……それを思い出した瞬しゆん間かん、それだけはわかってしまった。

「花蓮──」

「ん、なに？　あ……また記憶、取り戻したの？」

「ああ、いや……大した記憶じゃ、なかったけどな」

「……ふうん、そっか」

　花蓮は喜色を抑おさえたような微笑を浮かべ、呟つぶやいた。その大人びた笑みに鼓動が速まる。どうにも顔が熱い。……花屋敷花蓮の顔を、まともに見れない俺がいた。

　意識しているのはそうなんだろう。でも、どれだけ意識しているのか、その明確な答えは出し辛づらかった。──花蓮のことを好きだったと思い出した、今の俺。その俺はいま、花蓮のことが好きなんだろうか？　それとも、思い出したから意識してるだけか？

　ひとまず、俺は首を幾いく度どが左右に振り、感情をフラットな状態へと揺ゆり戻す。それから、そういう思いがあったことは一度棚たな上あげにして、現在の方でしていた話を続けた。

「と、とりあえず……お前の母親の言う通り、料理の練習くらいはしといた方がいいんじゃないか？　そしたら、どうやら低いらしい花蓮の女子力も、自然と高くなるだろうし」

「なっ──くーくん、その言い方はナチュラル失礼じゃない!?　というか、あたし実は女子力高いよ？　スカウターで計ったら、五十三万くらいは女子力あると思うよ！」

「その返しがもう、女子力低いんだが……」

「『ドラゴン〇ール』大好き！　少年漫まん画が大好き！　いえーい！」

　男友達としてなら最高っぽい女の子だった。

　俺はそれについ苦く笑しようしつつ、スマホをいじる。検けん索さくワードは『女子力　テスト』──すると早さつ速そく、女子力チェックなる記事が出て来たので、彼女に尋ねてみた。

「『この時期、ムダ毛の処理はしていますか？』」

「ムダ毛？　人の体に無む駄だな毛なんてないよ？」

「『メイクをファッションに合わせて変えていますか？』」

「メイクなんか普ふ段だんからしないよー。……そういえば、一回メイクの練習をしようと思って、口紅をまるまる一本使ったら、お母さんに死ぬほど怒おこられたっけ。あははー……」

「『ハンカチは常に持ち歩いていますか？』」

「トイレした後は、制服で拭ふいちゃうかな」

「……『部屋はいつも清潔にしていますか？』」

「綺き麗れいだよ！　お母さんが掃除してくれてるから！」

「診しん断だん結果。──あなたの女子力は既すでに死んでいます。来世に期待しましょう」

「嘘うそだああああああ!?」

　俺はサイトの結果が出る前にそのページを閉じ、勝手に診断結果を告げた。それを受けて花蓮は頭を抱かかえているが、むしろなんで女子力が高いと思っていたのか。

　そんなこんなでアイスを食べ終えた俺と花蓮は、いい加減ちゃんと帰路へとつくために、ベンチから立ち上がって歩き出した。……さっきの記き憶おくを取り戻もどしたことにより、花蓮と隣となり合って歩くことに変な感かん慨がいというか、ありていに言えば心臓が普段よりドキドキしているが、俺はそれを誤ご魔ま化かすため、今日色町に聞き忘れたことを、花蓮に聞いてみた。

「なあ花蓮。俺ってさ、牛ぎゆう丼どん苦手？」

「はい？　牛丼って、そんなの苦手もなにも……あっ!?　もしかしてくーくん、牛丼食べちゃったの!?」

「あ、ああ……」

「あっちゃあー」

　別に隠すつもりはなかったんだが、その牛丼は雪縫と一いつ緒しよに食べた、ということを伝えるタイミングを失った俺に、花蓮は心底苦い顔をしながら続きを促うながした。

「それで、どうしたの？　牛丼、食べられた？」

「いや、食べられなかったんだ。一口だけ食べて、もどしちゃって……あんな事故のあとだしさ。俺の体調の問題でもどしたんだと、そう思ってたんだけど──」

「違ちがうよ、くーくん。くーくんはね、牛肉が食べられないんだよ。……こうなるなら先に言っておけばよかったなー、ごめんね？」

「いや、それはいいけど……」

　いま衝しよう撃げき的なことを聞いた気がした。牛肉が食べられない？　俺が？

　でも、それはおかしい。だって雪縫は、俺の方から彼女を牛丼屋に誘さそったと言っていた。そもそも、あの日のデートは過去の焼き直しで、昔の俺が雪縫を連れまわしたデートコースを、彼女が再現してくれた、と……そういう話じゃなかったか？

　でも俺は、牛肉が食べられないらしい。実際、食べられなかった。──つまり俺が雪縫とデートをしたとしても、牛丼屋に彼女と連れ立って入ることはほぼあり得ない。

　じゃあ、過去に俺とデートをしたことがある、というのは雪縫の嘘だった？

　そして、それはつまり、どういう真実に繋つながるんだ？

　慎しん重ちように考える。それから俺は、もう一つ、尋ねるべきことを重ねて花蓮に尋ねた。

「ちなみにだけどさ。俺が牛肉ダメなことって、花蓮以外には割と隠してたか？」

「んー？　なんかよくわかんない質問だけど、そんなことないと思うよ？　それこそくーくん、シャレにならないレベルで牛肉ダメだし……だから隠したりはしてなかったんじゃないかな。むしろ、くーくんから率先して言っておかないといけないことだもん」

「つまり、俺とある程度仲が良い奴やつなら、それぐらいのことは知ってると……」

「うん。──まあくーくんと仲が良い人なんて、数えるほどしかいないけどね！」

「話の流れで酷ひどいことを言うなよ。俺を傷つける達人かお前は」

　俺はそうツッコみつつ、頭の中で考えをまとめる。──ある程度仲が良かったら知っている。そういや色町が作ってくれる弁当には、いつも牛肉がなかった。あるとしても豚ぶたや鶏とりで、だから彼女もそのことは知っていたんだろう、当然ながら。

　でも、彼女は──。

『だ、大だい丈じよう夫ぶくーさん？　急に、吐はき気を催もよおしたみたいだけど……』

　その心配に、嘘をついている色は見られなかった。

　知っていて、それでも俺を陥おとしいれようとしていた感じはない。……であるなら、彼女は知らなかったのだ。ある程度俺と仲が良かったら、知っていることも。

「……雪縫と少し、話をするか」

　気は進まなくとも、花蓮に聞こえぬよう、小声で俺は呟いた。

　そうして腹を割って話したあとにこそ、俺と彼女の始まりがある筈はずだから。




　　　　◆◆◆




「そ、それで？　話って、なに……？」

　翌日の放課後。既に人の出で払はらった、俺のクラスの教室にて。

　事前に雪縫を呼び出していた俺は、とりあえず彼女を俺の席に座らせ、自分は色町の席に──雪縫の隣に座った。そわそわしている彼女を前に、どこから話したものか頭を悩なやませる。そう、俺は別に糾きゆう弾だんがしたい訳じゃない。腹を割って話したいだけだ。

　……でもまあ、それが糾弾とどれだけ違うのかは、微び妙みようなところだけどな。

「大したことじゃないんだけどさ。ただ……この話をしないと、お前とこれからも一緒にいるのは難しいと思ったから。しんどくても、話す必要があると思った」

「……な、なに？」

　楽しい話じゃないことはわかってくれたみたいだ。雪縫はこわごわ尋たずねてきた。

　なので俺は、詰きつ問もんする風ではなく、あくまでも雑談の延長として続けた。

「お前さ、事故以前の俺と、別に仲良くなかったんじゃないか？」

「────!!」

「つうか、ただの他人だったんじゃないかと、そう思うんだけど……どうだ？」

「……そんなこと、ない……」

　それは否定になっていなかった。今にも泣き出しそうな顔で、それでも弱々しく首を横に振っただけでは、俺の言葉を否定できているとは言い難がたい。

　そんな彼女の様子を痛ましく思いつつ、でも俺は追つい及きゆうの手を緩ゆるめなかった。

「どうやら俺さ、牛肉がすげー苦手らしいんだ」

「……え？」

「で、その理由を父さんに聞いたら、母さんが死んだ日に食ってたのが、牛肉だったらしくてさ。俺はそれ以降、まったく牛肉が食べられなくなったんだ。──だから、もし雪縫とデートしたとしても、お前と一緒に牛丼屋に行くとは考え辛いんだよ」

「あ……」

「また、もし仮に牛丼屋に入ったんだとしても、俺は牛丼だけは絶対に頼たのまなかっただろうな。でも、あの時──俺が牛丼を買った時に、雪縫は何も言わなかった。それはやめろとも、前回のデートでは違う物を食べていたとも、言わなかった。そうだな？」

「う、うん……」

「つまり、俺とお前が過去にデートしてたってのは、嘘だった。俺達はそんな仲じゃなかったらしい。──ちなみに、俺が牛肉嫌ぎらいなのは、少し仲の良い奴なら知ってることみたいだぞ。でも、お前はそれを知らなかった。知らなかったから、俺が過去にデートで連れて行った場所として、俺が選ぶはずのない牛丼屋を選んだ。俺が牛丼を注文した際にも、注意することをしなかったんだ」

「…………」

「デートは嘘だった。俺のことをよく知らない。ついでに、記憶も一いつ切さい戻らない。だから俺は、考えたんだ──雪縫と一緒にいた過去っていうのが、そもそも俺にはなかったんじゃないかって」

「……そ、れは……」

「反論があるなら聞かせてくれ。俺が間違ってんなら怒ってくれていい。どうだ？」

　途と中ちゆう、どうしても犯人を問い詰つめるような形になってしまったことを、自分でも後こう悔かいしつつ、最後はできるだけ優やさしい声こわ音ねで問いかけた。……教室に沈ちん黙もくが落ちる。雪縫は顔を俯うつむけ、小さく肩かたを震ふるわせ、浅い呼吸を繰くり返した。

　そのまま、彼女の言葉を静かに待っていると──やがて、雪縫は顔を上げた。

　そこに儚はかなげな表情を浮うかべた彼女は、一ひと粒つぶ。その目から真しん珠じゆのような涙なみだを零こぼした。

「ごめん、なさい……」

「…………」

「ごめん……ごめんなさい、くーさん……くーさんの言ったことが、正しい……私は、嘘つき。くーさんとデートをしたのだってあれが初めてだったし、くーさんが牛丼ダメなことも、知らなかった……苦しい思いさせて、ごめん……！」

「そっか……どうしてこんなことをしたのか、聞いてもいいか？」

「う、うん……う、うっぐ……ひっく……！」

「大丈夫、待つから。落ち着いたら話してくれ」

　先の一粒が決けつ壊かいに繋がったんだろう。雪縫はぽろぽろと、目から雫しずくを溢あふれさせ始めた。……俺がした話のせいで、一人の女の子がこんなに悲しげに泣いていると思うと、なんだか申し訳ない気持ちになる。そのまま、雪縫の回復をしばらく待っていると、やがて彼女は手のひらで目をごしごし擦こすりつつ、口を開いた。

「私には、くーさんとの関係がなかった……」

「うん」

「色町さん、花屋敷さんには、あった……詳くわしくは知らないけど、ちゃんとした繋がり。だから、くーさんが目を覚ました時、私は置いていかれると思った……また」

「また？」

「うん。──本当はもっと前から、くーさんに話しかけたかった。こうして、お喋しやべりがしたかった。でも、私は臆おく病びようだから……できなかった。できないうちにクラスが替かわって、くーさんとは更さらに距きよ離りができて──それから、くーさんが事故にあった」

「…………」

「悲しくて毎晩泣いた……我が慢まんできなくて病院にも行った。そこで、目を覚まさないくーさんを見て、思った……なんで、何もしなかったんだろうって。──こんなに大好きなのに。どうして遠くから見てるだけだったんだろうって、後悔した」

　雪縫はそんな言葉と共に、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。それから、彼女はもう一度目元を拭ぬぐうと──静かな。けれど確かな熱を持って、俺を見つめた。

「もう、後悔したくないって思った。くーさんとお喋りするためなら、頑がん張ばろうって思った。だから、嘘うそもついた。ずるい女になろうって思った。……記き憶おくを失ってしまったのなら、私もスタートラインは他ほかの二人と同じだって、卑ひ怯きようなことを考えた。醜みにくい私。でも、何もしないよりはいい。もう、愚ぐ直ちよくな女の子でいるのは嫌いやだった」

「…………」

「もちろん、くーさんに嘘をつかないで、純じゆん粋すいに仲良くすることだってできた。でも、その場合……関係のある二人に勝てないと思った。──勝ちたいと、思った。そう思うのを止められなかった。だから、私は──」

「そうか……」

「……ごめん、くーさん。こんな私で。嘘をついて、ごめんなさい……」

「いや、それは……」

　嘘をついたこと、それ自体を謝るのはいい。わかる。

　ただ、自分の人間性を俺に謝るのは、ちょっと違う気がした。……だって、彼女は必死だったんだ。嘘をついてでもやりたいことがあった。だからそれを、被ひ害がい者しやである俺が許してあげたいと考えてしまうのは、でも……許されざる甘さ、なのだろうか。

　考えていると、全部言ってすっきりしたのか、雪縫はふいに可か憐れんな微び笑しようを浮かべた。

「実は私、一年の時はくーさんと同じクラスだった」

「へえ、そうだったのか……その時、色町さんや花蓮は？」

「花屋敷さんは別のクラス。色町さんは同じクラスで、その頃ころからくーさんの隣となりにいた」

「なるほど、色町とは古いんだな……」

「……最初は、変な二人がくっついてるなって、それだけだった。でも、あの時──事故以前のくーさんと一度だけ話した、あの美術の時間があって、私は……えへへ」

「そっか。全くの無関係って訳でもなかったんだな」

「でも、その一回だけ。たぶん、くーさんにとっては──くーさん？」

　──優やさしい眩暈めまいが俺を襲おそう。ちりちりと電気信号が脳内を駆かけ巡めぐった。痛みは浅い。けれど長い頭痛。いつもより深い場所から、その光景は引っ張り出された──。





「「…………」」

　美術室には二人だけがいた。彼と、雪縫。彼は一心不乱といった様子でキャンバスに絵を描かき、雪縫はそんな彼を呆あきれた様子で見つめていた。──彼女が美術室の鍵かぎを預かっており、彼がここを出ないことには鍵が閉められないのだ。

　雪縫はそっと彼の背後に近づき、声をかけた。

「まだ終わらない？」

「──うお!?　あ、ああ……悪いな」

「何描いてるの」

　雪縫はキャンバスの絵を見やる。──なかなか絵は上手うまかった。王子の銅像を取り囲むように、町民が楽しげに騒さわいでいる絵。そんな王子像の肩には、これまた幸せそうな顔をしたツバメが、一羽だけ止まっていた。

「……何の絵？」

「い、いや、説明するのは恥はずいんで、勘かん弁べんして欲しいんだが……」

「私、あなたのせいで帰れない。それくらいして欲しい」

「……『幸福の王子』って童話、知ってるか？」

「名前だけは」

「ざっくり説明するとな──貧ひん困こんにあえぐ町があって、その町を助けるために王子の銅像が、ツバメの手を借りて、自分の体に使われた金を配るっていう……まあ自己犠ぎ牲せいの話なんだよ。自己犠牲は美しい、見返りを求めるのではなく、自らそうするという行こう為いそれ自体が尊いのだ──みたいな」

「ふうん」

「昨日ネットサーフィンしてたらこの話を見つけてさ、読んだわけ。良い話だなあ、俺これ好きだなーっつって。でも最後、ツバメと王子はどうなったと思う？」

「どうなったの？」

「ツバメは誰だれにも理解されずに死に、王子はガラクタとして処理された。──一応、その魂たましいは天使に救い上げられた、的なことは書いてあるんだけど……どうよ？」

「納なつ得とくいかない……」

「だろ？　童話ってそういうとこあるんだよな……んで、俺はそれにムカついて、この絵を描いてるわけ」

「？？？」

　いまいち理解しかねる、といった様子で雪縫は首を傾かしげた。そんな彼女に対して、彼は照れくさそうに頬ほおを掻かきながら、結論を告げる。

「ハッピーエンドが、見たかったんだ」

「────」

「ツバメは死なずに飛び回り、銅像は綺き麗れいに修復され、一体と一羽は報むくわれました──めでたしめでたし。そんな物語が見たかった。でも俺は作家じゃないから、そんなことできないわけでさ……だからせめて、美術の時間に、この絵を完成させたかったんだ」

「…………そう」

「そんな訳で、もう少しだけ待ってくれ。完成したら満足するから」

「……うん、待ってる」

　それから彼は再び、その絵に挑いどみかかっていく。そんな彼の様子を、彼女は。

　先ほどまでとは少し違ちがう熱を持って、静かに見つめるのだった──。






「……そういやあったな、そんなこと。『幸福の王子』、大嫌いで大好きだった」

「え……くーさん、お、おも……思い出して、くれた？」

「ああ。あん時は迷めい惑わくかけたな、雪縫」

「────」

　涙が再度、彼女の目から溢れ出す。顔を俯け、それを手で隠かくして「うううっ」と泣き声を漏もらした。……脱だつ水すい症しよう状じようにならないか心配だ。でも、俺がそれを思い出しただけで泣くということは、いま俺が見た記憶は雪縫にとって、それだけ大事なものなんだろう。

　そんなにもあの一場面を、大切に思ってくれている事──それが俺には嬉うれしかった。

　そうして、また雪縫が落ち着くのを待っていると、ふいに。

　彼女はまだ涙でぐしゃぐしゃな顔のまま……俺を見て、こう言った。

「ありがとう、くーさん。私、くーさんが私とのことを思い出してくれたって、それだけあればいい。──短かったけど、いままでありがとう」

「え……？」

「さよなら、大好きな人」

　儚げな顔でそう告げると、雪縫は椅い子すから立ち上がり、焦あせりのない足取りで教室後ろの扉とびらへと向かった。──一歩、また一歩と、彼女との距離が遠くなる。

　こうして、雪縫と俺の関係は、終わろうとしていた。




　　　　◆◆◆




　そもそもを考えれば、おかしいことだった。

　いま俺という人間の根底にあるのは、『記憶を取り戻もどしたい』──それのみだ。であれば、雪縫が俺にとって関係のない人間……他人であるとわかった時点で、彼女は俺にとって有益な人間ではなくなったのだから、そんな雪縫に対して俺が取るべき行動は、『無視』という冷たいものである筈はずなのだ。それなのに──それでも、俺は彼女と話をした。

　ちゃんと話をして、雪縫との新しい関係を、正しく始めようとしたんだ。

　それはもう既すでに、嘘をついた彼女を、許したかったってことじゃないのか？

「──雪縫っ！」

　俺は勢いよく椅子から立ち上がる。扉を開け、教室を出て行こうとしていた雪縫が、肩かたをびくっと跳はね上げさせ、立ち止まった。恐おそる恐る振ふり返り、こちらを見やる。

「ううっ……くーさん……」

　それは、見るに堪たえない顔だった。恵めぐまれた容よう貌ぼうをしている雪縫はいま、目を腫はらし、鼻水を垂らし、頬を猿さるのように上気させている。可愛かわいい顔が台無しだ。

　でも、真実の彼女を見つけた。

　俺はそんなことを思いつつ、一歩、また一歩彼女に近づく。それから、彼女がもう逃にげ出さないように。俺の言葉をちゃんと受け取ってくれるように──ぎゅっ、と。

　その小さな、強く握にぎれば折れてしまいそうな手首を、この手で握った。

「え……な、なんで……？　やめて……離はなして……！」

「聞いてくれ、雪縫」

「や、やめて……！　優しくしないで！　わ、私は、酷ひどいのに……くーさんに嘘をついたのに！　な、なのに、こんな風にしないで！　こんな風にされたら、私……私……！」

「そもそも今日は、お前を許すつもりだった」

「────」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、雪縫は俺を呆ほうけたような顔で見つめた。

　それから彼女の表情は、せわしなくころころ変わっていく──まるで、いまこの状じよう況きようにおいて正しい表情はどれなのか。それを模も索さくしているかのようだった。

　喜き悦えつ。悔かい恨こん。苦痛。微笑。──唇くちびるを噛かみ、首を振るのが、彼女の最後の結論だった。

「……くーさんは優し過ぎる。私は、嘘をついた。くーさんを傷つけた。だから、それに見合う罰ばつを、受けないと……」

「それは、誰が望んでるんだ？」

「え……？」

「被害者である俺が望んでいない。じゃあそれは、誰が望む罰なんだよ」

「そ、それは……」

　雪縫は視線を泳がした。俺を見る。俺じゃないどこかを見る。──どうやら彼女、この話し合いにおいて、自分の分が悪いことに気づいていないらしい。

　だってそうだろう？　雪縫は加害者で、俺が被害者。そして被害者の俺が彼女を許してしまったら、当然──罪に対する罰なんか、もうどこにもありはしないんだから。

「わ、私が……？　私が、罰してもらいたい、から……」

「うわ、くだらねー。そんなのはくだらねーよ、雪縫。──嘘うそをついた。それは確かに悪いことだ。もちろん騙だまされて、俺だってムカつかなかった訳じゃない。でも……お前のついた嘘は、許されないほどじゃないんだよ」

「そ、そう、なの……？」

「ああ、そうだ。お前は嘘をついた当人だから、随ずい分ぶんと自分のしたことを重く受け止めてるみたいだけど、嘘をつかれた俺からすれば、全然大したことないぞ」

　もっと大だい胆たんな嘘をつけば良かったのにと、そうまで思う。実は俺と恋こい人びとなんだとか、そう言ってやりたい放題すればよかったのに。──でも、彼女はそこまでしなかった。

　つまるところ雪縫は、嘘をつくのが下手なのだ。

　それは逆に言えば、彼女が嘘のつけない、善人であることの証明に他ほかならなかった。

「つか、ごちゃごちゃ考えるのはヤメにしないか？　……もういいよ。お前は嘘つきで、過去に俺と関係なんか全然なくて、デートとかもしたことなかったけど、これからは俺と関係していく。それだけでいいじゃん」

「そ、そんな……いいの？　私、そんな──」
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「うん。友達になろう、雪縫」

「……うっ。うああああ、うあああああっ……！」

　また声を上げて泣き出す雪縫。彼女は俺の手を両手で握り、力を込こめる。それから、そっと自身の顔のそばに俺の手を持ってきて、大切そうに頬を寄せた。──正直、この愛らしい少女を抱だきしめたい衝しよう動どうにかられたが、それはしない。俺は雪縫との関係を正しく始めようとは思ったけど、彼女に恋している訳ではないから。それはできなかった。

「今日はよく泣くなあ、お前……」

「ううううっ……く、くーさん……！　あ、あり……ありが、と……ううっ……！」

「うん……好きなだけ泣いてくれ。いつまでも待ってるから」

「ううう、くーさぁん……うううっ……！」

　そんな風にして、雪縫は俺の手を大事そうに握りながら、泣き続けた。さっきからずっと泣きっぱなしなので、いい加減、彼女の体内にある水分が無くならないかマジで心配になってきたが……まあ、雪縫の思うまま、好きにさせてやろうと思う。

　──あの日は俺が、彼女を待たせてしまったから。

　今度は俺が、彼女の気が済むまで待つ番なのだった。








インタールード　事件の夜、彼女の独白






　自身のやったことに後こう悔かいはなかった。

　けれどそれは、それをした瞬間、その一瞬のみの話で……彼を突つき飛ばし、殺したあと。自室に戻った彼女がしたことは、絶ぜつ叫きようしながら泣きわめく、という行こう為いだった。

　頭の中を巡めぐり巡るのは、どうしてあんなことをしたんだ、という後悔ばかり。

　自分がそんな人間だったなんて、知らなかった。別に理性的だなんて思ったことはないけれど、まさか感情だけでここまでのことをするなんて、知らなかったのだ。

　そうして、彼女はようやく理解した。

　恋心というのは、甘い、そしてほろ苦い、チョコレートなんかじゃない。

　怪かい物ぶつだ。理性という檻おりに閉じ込めておかないと、こういうことをしでかす、女にとって一番の劇薬だったのだ。

　そんなことに気づいて、それから彼女は、心の平へい穏おんを得るための責任転てん嫁かを脳内で始める。……自分は悪くない。悪いのは彼だと。自分に恋心を抱いだかせ、それを最悪の形で裏切った彼が悪い。だから自分は、こんな風に泣き喚わめく必要はないのだと──そう考えて、だけどそれでも、涙なみだは止まってくれなかった。

　そうして、思考は最初に立ち戻る──どうしてあんなことを、してしまったのか。

　大好きだったのに。

　今でも、大好きなのに。

　しかし、そう自問自答はするものの、彼女にも答えはわかりきっていた。──大好きだから、殺したのだ。それに気づいた瞬間、彼女の嗚お咽えつは終わり、柔やわらかな諦てい観かんが彼女の身を包んだ。それから、彼女はさめざめと泣いた。どうして殺してしまったのか、という後悔から、彼が死んだ事実を悲しむ、哀あい悼とうに変わった。

　それは、初恋だった。

　気づいた時には落ちていたという、月並みな始まりの恋。まるでダイヤみたいに綺き麗れいで、キラキラで、眩まばゆくて。ずっと大切にしようと思っていたのに──それを、自分で壊こわした。

　……きっと、自分は彼を忘れられないと、彼女はわかっていた。

　それは、彼を殺した、罪の意識からじゃない。

　死ぬほど、好きだから。

　だから彼を忘れられないことを、彼女は、その歪いびつな心でわかっていたのだった──。








第三章　ベターハーフになりたくて






　雪ゆき縫ぬいとのあれこれが終わった、翌日。それなりに感情的なやり取りがあり、その結果として俺と新しい関係を始めた雪縫は、いま──。

「おはようくーさん。過去を失ったくーさんにとって、事故以前は何の関係もないから隠かくし事もない、一番安全な女である私が来た。おはよう」

「……お、おう。おはよう」

「これはもう、正妻と言っていい？」

「な、なんでだよ！　俺、雪縫のことを許しはしたけど、調子には乗るなよ……」

「こんないい気分だから、調子に乗らせて欲しい」

「凄すごくいい笑え顔がおでふざけたことを言うな」

「とりあえず、くーさんと私が付き合いだした記念に、今日の放課後はデートしよう。うん、そうすることに決まった。ふふ、楽しみ」

　──わかりやすく増長していた。恐らく、これまでは俺に対して嘘をついているという自責の念が、少なからずあったんだろう。それが外れたいま、雪縫はなんというか、はっちゃけちゃったのである。……いやほんと、昨日とはえらい違ちがいだなおい。

　朝、通学路にて。俺が学校に行こうと家を出たら、そこで彼女が待っていた。もう道案内は必要ないんだが、雪縫はそれでも彼女面づらして、俺と一いつ緒しよに登校を始め──現在。

　隣となりでほくほく顔をする雪縫に、俺はつい苦く笑しようしながら、一つ苦言を呈ていした。

「……あの、雪縫？　一応言わせてもらうと、昨日俺が選んだのは、お前を許して友達になる、という結論でな？　だからつまり、ええと……かなり言いにくいんだけど──お前は俺の彼女じゃないから彼女面はやめろ」

「……そんなの、わかってる」

「いやわかってなかった奴やつの言い方じゃんそれ。すげー不満顔じゃん」

「違う、本当にわかってた。でも、昨日のことを勘かん違ちがいしたまま、彼女面してくーさんと一緒にいたら、くーさんの方が折れて、私のことをしぶしぶ彼女にしてくれるかもしれないと思った。だから今朝、勘違い女のままで、くーさんを待ち伏ぶせしたのに……ちっ」

「色々と怖こわいなお前！」

　意外と計算高いこともできる雪縫だった。昨日は友達になれて嬉うれしいって泣いてたのに、今日にはもうそれを利用して彼女になろうとするなよ……。

「というか、もしそれが上手うまくいったとして──つまり、俺がしぶしぶ雪縫を彼女にしたとして、それでお前は嬉しいのか？」

「嬉しい」

「即そく答とうかい」

「始まりなんか歪だっていい。そのうち、私にベタ惚ぼれさせてみせる」

「────」

　いまのはちょっと、チープだけどグッとくるセリフだった。……正直、怖いと思っている。そもそも、雪縫は性格も見てくれも可愛かわいらしい、魅み力りよく的な女の子なのだ。だから、こんな感じでアプローチをされ続けたら、雪縫のことを好きになってしまうんじゃ──。

「くーさんを、私のちっぱい無しでは生きられない体にしてみせる」

「余計な一言やめろやー」

　先のセリフに俺がやられたことに、雪縫も感づいていたらしい。なので彼女は次なる殺し文句を放ったが、それはギャグに落ち着いた。まあ、これも雪縫らしいわな。

　というか、凄く今いま更さらなのだけど……俺って、こんなに可愛い女の子に、異性として好かれてるんだよな？　それこそ昨日、その事実をさらっと告げられた時には、そこを深く考える余よ裕ゆうがなかったから、テンパることはなかったけど……「────」そこまで思案した途と端たん、雪縫と二人きり、というこの状況を意識してしまい、緊きん張ちようし始めていると──ふいに。雪縫は俺の制服の袖そでを引いて、聞いてきた。

「くーさん、意識してくれてる？」

「な、何がですか!?」

「……よし。くーさん、押しに弱そうだし、こういうアプローチの仕方を続ければ、近いうちに彼氏にできそう……しめしめ……」

「だから雪縫は感情を言葉にし過ぎだって絶対」

　……とりあえずは、深く考え過ぎないようにするべきか。雪縫が俺のことを好いてくれている、という事実をあまり考え過ぎると、普ふ通つうに会話もできなくなるしな。

　また、そもそもの話をすれば、こんな状態で──俺が記き憶おくを取り戻もどしていない透とう明めい人間の状態で、雪縫の思いを受け止め、答えを出すのは難しいという問題もあった。彼女を好きだという結論を出すのも早ければ、好きじゃないとも言い切れない。……雪縫には申し訳ないけど、そこの答えはまだ、棚たな上あげにさせて貰もらいたかった。

　そうしてひとまずの結論を出した俺は、そうすることで少し冷静になると、真ま面じ目めな話を雪縫に切り出した。

「ところでさ、俺が昨日聞けなかったことというか、あの時もう少しだけ話したかったことを、いま話したいんだけど……なあ雪縫。なんでお前、俺との再デート先として設定したのが、牛ぎゆう丼どん屋だったんだ？」

「なんでって？」

「一組の男女のデートコースとしては不自然じゃないか？　牛丼屋って。もっとカフェでもイタ飯屋でも、相応ふさわしい偽にせデートコースがあったんじゃないかと思ってな」

「確かに。──でも私、牛丼好きだから」

「お前の趣しゆ味みだったんかい！」

　そういや思い出したぞ……俺が牛丼を奢おごるって言った時、こいつメニューもろくに見ずにすらすらと注文してた！　女の子がさらっと『牛皿並』って言ってることになんか違い和わ感かんを覚えたが、あれ伏ふく線せんだったんかい！

　脳内でそう騒さわいでいると、ふいに。俺は静かな怒いかりを覚えて、雪縫に告げた。

「……そういやあん時のお前、随ずい分ぶんと俺のことをコケにしてくれたよな？」

「ぎくっ」

「えーと、なんだっけ？　『くーさんはきっと、死ぬまで童どう貞ていだと思う』だったか？　俺あれ、割とマジで凹へこんだんだが？　この怒りはどうしてくれんだよ、ああん？」

「……わ、私が童貞、貰ってあげる？」

「そういうことを言って欲しかったんじゃないから！」

　欲ほしかったのは純じゆん粋すいな謝罪である。それは雪縫も承知していたようで、彼女は「ご、ごめんなさい、くーさん。あの場の面おも白しろさを優先してしまった……」と頭を下げた。ちゃんと謝れる子ではあるんだが、謝罪の内容はかなりアレだった。

「い、一応言っておくと、くーさんを貶おとしめるつもりはなかった……私の好きな牛丼を、くーさんと一緒に食べたかっただけ……ごめん、なさい」

「……ああ、わかったよ。それじゃあ、この話はこれで終わりだ」

「くーさん……」

　雪縫は少し眩まぶしいくらいの目で俺を見る。……その好意に溢あふれたまなざしに、つい俺はたじろいだ。すると、次いで彼女は柔らかな笑みを零こぼしながら、小さく囁ささやいた。

「手、繋つなぐ？」

「な、なんでだよ。またチャンスだと思ったのか？」

「ううん、違う。私が繋ぎたいと思ったから」

「……い、いや。やめとく……」

「そう。残念」

　さして残念でもなさそうに、笑みを絶やさぬまま雪縫は呟つぶやいた。彼女の微び笑しようにあてられて、俺はつい頬ほおを掻かく。……恋れん愛あい感情については意識しないとは言いつつも、やっぱりどうしても意識してしまうな、なんて思いながら、真面目な話題を持ち込んだ。

「次の話な。──雪縫って結局、俺に嘘うそをついてた訳だろ？　本当はほとんど関係がなかったのに、関係があったと見せかけた。お前がそうする理由は、昨日なんとなくわかったんだけどさ……他ほかの二人。色いろ町まちと花か蓮れんは、どうしてそのことを俺に黙だまってたんだ？」

「……そこに気づくとは、おぬし、中々のつわもの」

「はぐらかすなって。……俺の勘違いかもしれないけどさ。それこそあの二人って、雪縫がそういう嘘を持ってたら、自分の好感度が下がることも厭いとわずに、それを俺にチクってきそうな気がするんだが。そんで、俺を雪縫から遠ざけようとするというか……」

「……困ったことになった」

　雪縫は腕うでを組み、それからうんうん唸うなる。自じ称しよう一番安全な女である彼女にも、まだ言えない何かがあるらしい。静かに道路脇わきを歩きつつ、辛しん抱ぼう強づよく待つと、雪縫は告げた。

「もう私個人に、秘密はない」

「うん。それはそんな気がしてる」

「けど、でも……その……これを言うこと自体、規約違い反はんなんだけど……他の二人にはまだ、くーさんの知らない秘密がある」

「…………」

　さして衝しよう撃げきは受けなかった。

　だって俺はまだ、俺を殺そうとした女が誰だれかわかっていない。酷こくなことを言えば、秘密を暴あばいた雪縫に対してだって、容疑を外すことはできないのだ。そんな状じよう況きようで、あの二人にも秘密があると言われるのは、ああそうだろうな、という感かん慨がいでしかなかった。

　ただ、少しばかり。胸の奥に小さなトゲが刺ささっただけだ。

「順を追って話す。──私はくーさんが生死をさ迷っていると知って、先生からくーさんが入院している病院の場所を聞いた。それでお見み舞まいに行くと、そこにあの二人もいた」

「それで？」

「……詳くわしくは、話せない。ただ私達は、そこで秘密を共有した。……くーさんが死んでしまうかもしれない、という状況が、私達を弱らせたんだと思う。みんな核かく心しんまでは話さなかったけど、ぼんやりと、お互たがいの秘密を吐と露ろしてしまった」

「……それから？」

「くーさんが生きててくれた。でもあなたは記憶喪そう失しつに陥おちいったと、くーさんのお父さんから聞かされた。──だから私達は、同盟を組んだ。これから私達は、お互いの嘘に干かん渉しようしない、という同盟を」

「…………」

「だから私の嘘を、二人は暴かなかった。逆に彼女達の嘘も、私は暴けない。……自分の嘘がバレたからって、二人の嘘を暴けるほど、私は最低にもなれない。二人のことは別段、好ましく思ってはないけど……好きになるものの好みだけは、評価してるから」

　雪縫はそこまで言うと、ふう、と一つ長い息をついた。体の緊張をほぐすように伸のびをして、それから俺に目を向けてくる。

「抽ちゆう象しよう的てきになったけど、大だい丈じよう夫ぶ？　何となくわかった？」

「んー、わかったような、わからんような……」

「ともかく──私は、くーさんの味方だから」

「……それを聞くのも、もう何度目かね」

「正直、あの二人のどちらか……特に色町さんは、くーさんに害を及およぼすかもしれない。彼女に深入りすれば、あなたが傷つくかもしれない。でも、私だけはくーさんの味方だから。辛つらいときは頼たよってくれると嬉しい」

　そう言って、雪縫はぐっと親指を立てる。──なんだか、すげー嬉しくなった。記憶を失なくした俺でも、こんなに信しん頼らいの置ける関係を築けるなんてな……俺はつい笑えみを零こぼしてしまいつつ、「さんきゅー。何かの時にはよろしくな」と雪縫に返事をした。

「ただ、本音を言わせてもらえれば、もうくーさんはあの二人と関かかわらなければいいと思ってる」

「おい。身も蓋ふたもない本音おい」

「これからは私とくーさんと、二人でずっといちゃいちゃちゅっちゅしてる日常が続くだけでいいと思ってる。──記憶なんか取り戻さなくていい。二人で幸せになろ？」

「お前は本当に面白い子だなー」

　言ってることは無茶苦茶だが、その物言いに感心してしまいながら、俺は雪縫の隣となりを歩く。……これからのことは、どうなるかわからない。色町と花蓮と、どういう関係になっていくのかは、全然想像もできないが──雪縫と始める、新しい関係については。彼女と歩む『これから』を、とても楽しみに思えるのだった──。

「聞こえのいい独白ではぐらかさないで。ちゃんと『俺が性的に好きなのは雪縫で、色町と花はな屋や敷しきには欠片かけらも興味がない』って言って」

「いや俺の心の声を読むなよ！　どうやってやったんだそれ!?」

「そもそも、ちょっと考えてくーさん。色町は付き合ったらめんどくさいタイプ。束そく縛ばくが激しく、ラインの返信が遅おくれただけで怒おこるしんどい女。──一方の花屋敷は、平気で男友達と出かけたりするタイプ。体だけの関係なら浮うわ気きじゃないとか考えてる、ビッチ女。やめた方がいい」

「憶おく測そくで酷ひどいこと言うな！　ちょっとリアルなのが絶ぜつ妙みように嫌いやなんだよ……！」

「ちなみに、私こと雪縫霙みぞれは束縛しない。男友達と遊んだりしない。そもそも異性の友人は作ってない。安心、安全。毎日電話とかしない。デートにお金をかける必要もない。たまに会ってキスしてくれるだけで満足。牛丼みたいにお手軽。おすすめ」

「でも俺、他の女の悪口言う女、嫌だけどなあ……」

「……花屋敷さんも色町さんも、とっても良い子達」

「いや、いまさら遅おそいから。──あははっ」




　　　　◆◆◆




　そうして雪縫と楽しく登校をしてから数日後の、ある朝。

　──瞼まぶたを上げたら、目の前に色町がいた。

「ん、あ……え？」

「おはよう、くーたん」

　意味がわからない。俺は驚おどろいて目を擦こする。それからもう一度瞼を上げた。──微笑を浮うかべた色町がいる。待て待て。ぼんやりした頭で現状を整理する……ここは間ま違ちがいなく俺の部屋で、曜日は日曜、時刻は午前十時過ぎだ。もちろん、昨日彼女を我が家に泊とめた訳もない。つまるところ色町は、朝っぱらから勝手に他人の部屋にいるということで──。

「ふ、不法侵しん入にゆうだ！　助けてポリスメーン！」

「ふふっ、慌あわてる必要はないわ、くーたん。ちゃんとお義父とうさんに許可は貰ったもの」

「お、おと……俺の父さんがそんなこと許すわけないだろ！　嘘つけ！」

「本当よ。具体的には、『今日息子むすこさんと約束があって』という嘘から丸め込んだわ」

「堂々と嘘をついたと嘯うそぶくんじゃあない！」

「そうしてここに上がってきたのが、午前八時過ぎね。それから、貞てい淑しゆくな妻よろしく、あなたを揺ゆり起おこそうと思っていたのだけれど……くーたんの寝ね顔がおがあまりにも可愛かわいいものだから、あなたが自然に起きる今まで待っていたのよ」

「…………」

「大撮さつ影えい会かいが開かれたわ」

「他人が寝てる間になんてことしやがる！」

　はだけた掛かけ布ぶ団とんを手元に手た繰ぐり寄せる。なんだか体を汚けがされた気分だった。

「む、無茶苦茶だ……これはさすがに無茶苦茶だぞ、色町……日曜の朝から、男子の家に勝手に上がり込むって……昔の俺はそんなお前に、どう対応してたんだよ……？」

「今とそんなに変わらないわよ？　『無茶苦茶だなお前……』とくーたんに言われながら、私はそれでもそんな自分を律することなく、くーたんにまっしぐらだったわ」

「律しろ。自覚してんなら律してくれ色町。頼たのむから」

「できるだけ善処いたします」

「言い方が全然信用できねえ！」

　俺がそうツッコむと、色町はからからと笑ったのち、笑みを絶やさぬまま続けた。

「ところでくーたん。私のことを『色町さん』と、そう呼ぶのはやめてくれたのね？」

「あ、そういえば……」

「ふふっ。ようやく、私とくーたんの距きよ離りがまた一歩近づいたと、そう認にん識しきしていいのかしら？」

「……より正確には、色町のことをさん付けで呼ぶような丁てい寧ねいさは、いらないと思っただけなんだけどな」

「それでも嬉うれしいわ。ありがとう、くーたん」

　そう言って微笑する色町。……でもまあ、確かに見方を変えれば、色町の言う通りかもしれない。まだ記憶喪失になってからさほど時間が経たった訳でもないが、色町を呼び捨てにできるくらいには彼女に慣れたというのなら、それは関係の進展と呼べそうだった。

「そ、それで？　勝手に他人の部屋に上がり込んできて、何の用なんだ？」

「デートをしましょう、くーたん」

「……マイペースが過ぎるな、お前……」

「私、ちゃんと覚えているのよ？　以前デートを断られた際、後日でいいから私ともデートをしてくれる？　とあなたに尋たずねたら、快く承しよう諾だくしてくれたこと。今日はその約束を果たしてもらいに来たわ」

「……えー？　俺、そんなこと言ったかなー？」

　朝起きたら目の前に色町がいた、という状況のしんどさに、俺はそんな抵てい抗こうを試みる。しかし、そうして悪あがきをしたところで、色町の方が数枚上手だった。

「ああ、くーたんが覚えていなくても大丈夫よ。私、くーたんとの会話は全部ボイスレコーダーに録音しているから。ちゃんと証しよう拠こはあるもの。そんな訳で、再生ピッ」

『でも、わかったわ。今日はあの女とデートなのね。──それじゃあ、今回は諦あきらめましょう。また日を改めるから、その時は、私と一いつ緒しよに出かけてくれる？』

『あ、ああ！　それならもちろん！』

「ね？」

「可愛らしく『ね？』じゃねえ。なんでそんなの録とってあるんだよ……」

「ちなみに。私が一番好きなくーたんとのやり取りが、これよ」

　色町はそう言うと、女性ものの小さなバッグから別のボイスレコーダーを取り出し、俺の前で再生した。小さなスピーカーから、俺と色町の声が漏もれ聞こえてくる。

『ねえくーたん。愛してる、って十回言ってみてくれる？』

『ん？　十回ゲームか？　わかった──愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる愛してる』

『嬉しいわ、ありがとう』

『いやありがとうってなんだよ。何かこれに引っ掛けたクイズを出題しろよ。──つか愛してるって言って欲しかっただけかよ！』

『私も愛しているわ』

『……そ、そういうのは恥はずいから。やめろって……』

「はあ、くーたん可愛い……むしろ尊いわ！」

「なんで俺、昔と今とで、二度も辱はずかしめられてるんだ……」

「最近はこの、くーたんが『愛してる』と繰くり返し言ってくれた部分だけをエンドレスリピートで聞きながら、えっちなことをするのが私にとって至福の時間よ」

「頼むから慎つつしみを持ってくれ。爆ばく弾だん発言をしないでくれ」

「ところで話は変わるのだけれど、くーたん。好きだ、って十回言ってみてくれる？」

「根本で変わってないだろそれ。誰だれが言うか」

　俺がツッコミ、というよりは本気でそう言うと、残念そうに口をすぼめる色町。「これを聞かせる前に、やってもらった方が良かったわね……」とマジ反省をしていた。

「つか、さっきから全然話が進んでないんだけど……な、なに？　デート？」

「デートプランに関しては、私に一任してくれて大丈夫よ」

「より不安なんだが……」

「安心してくーたん。昼間から二人でラブホテルとか、そういう欲よく望ぼうに忠実で淫みだらなことはないから。健全な学生らしい、ほのぼのとしたプランよ。──自制したもの」

「自制しないと危ねえんかい。……ちなみにそれは、過去の俺と行ったことがある場所だったりするのか？　つまり、俺の記き憶おくが取り戻もどせそうな内容だったり？」

「そういう意図は一いつ切さいないわ。今の私とあなたが楽しいだけよ」

「…………」

　そう言われ、つい黙だまり込む俺。……正直に言えば、嬉しいと思う感情は間違いなくあった。だって彼女、性格的にはかなりアレだが、見てくれはとんでもない美人なのだ。そんな彼女とデートができるというだけで、男としてテンションが上がらない訳はないんだけど……記憶を取り戻そうともしないで、ただ色町と楽しんでていいのだろうか？

　俺のそんな懊おう悩のうが顔に出たのか、色町は微び笑しようを浮かべながら、口を開いた。

「どうせ二人で会話をしているだけでも、くーたんは思い出してしまうわよ。だから、ね？　約束、守ってくれないかしら」

　約束を守ってくれ、と言われると弱かった。……確かに、雪縫とのデートで色町の誘さそいを断った時、約束しちゃったもんな。俺はそこまで考えると、舌で唇くちびるを湿しめらせた。緊きん張ちようしている自分を悟さとられまいと、出来るだけ平静を装よそおった声で、彼女に返事をする。

「…………あ、ああ、わかった。デートしよう」

「ふふっ。ありがとう、くーたん」

　こうして、明らかに唐とう突とつではあるが、色町とのドキドキデートは始まったのだった。

　ただ、こんな風に家まで勝手に来られて、勢いそのままにデートさせられることになったというのに、意外なことに嫌けん悪お感かんは全くなくて……美人が自室にいる、ということに内心で緊張はしてしまうものの、色町に対してマイナスな感情は抱いだかなかった。

　たぶん昔からこうだったんだろうなと、そう思う。

　彼女に振ふり回されて、でもそれが心ここ地ちいい──そんな関係だったからこそ、こんな風に無茶苦茶されることを笑って許せるんじゃないかと、俺はそう思いつつ、でも……。

「……いや、着き替がえるから部屋から出て行ってくれよ。なんで居座ってんだ」

「ねえ、くーたん。私がいまスマホを取り出して、『きゃっふー！　くーたんって意外と筋肉質なのね！　最高よ！』とか言いながらその半はん裸らを撮影し始めたら、流石さすがに私のことを嫌きらうわよね？」

「あのなあ……」

「私、くーたんにだけは嫌われたくないのよ。でもいま、あなたの半裸を撮影して、それを抱だき枕まくらにして、自宅のベッドで使用したいという欲望も抱いてしまっているの。ああ、私はどうすればいいの……この二律背反した思いを、どうすれば──！」

「永遠に悩なやんでろ！　つか出ていけ！」

　でも、この子はちょっと、欲望に忠実すぎるよなあ、と。

　俺の体を見ながら懊悩している彼女に対し、俺はそんなことを考えるのだった。




　　　　◆◆◆




　それから色町は、まず俺に朝食兼けん昼食を振ふる舞まってくれた。

　先週と同じように、色町自身の分と父さんの分もついでに、俺の家にあるものでぱぱっと手て際ぎわよく、だ。色町って、変なところで嫁よめ度が高いんだよな……。

　そうしてメシを済ませたのち、俺は色町に連れられて、ある場所に来た。それが、

「『わんわんランド』？」

「ドッグレンタルのお店なの。少しの間だけれど、ワンちゃんとお散歩ができるわ。私の住むアパートはペットが禁止でね、だからたまにここでワンちゃんを借りているのよ」

「へー。色町って犬好きだったんだな」

「ええ、そうよ。具体的には、いま私の隣となりにいる男の子くらい好きね」

「…………」

　と、ともかく、なんにせよ意外だ。色町って生き物が苦手そうなのにな。

　そんな感想を抱きつつ、俺達はその建物に入る。色町が金色の会員証（！）を出すと、店員さんがワンちゃんを一いつ匹ぴき連れて来た。──可愛らしい目をした、ダックスフントと呼ばれる犬種だった。それから店員さんに一通りのレクチャー（散歩の仕方、ふんの片付け方、ご飯のあげ方などなど）を受け、俺達は店を出る。

　近くに大きな公園があり、二人と一匹はまずそこに向かった。それから散歩コースに入ると、色んな意味で緊張する色町と一緒にいるとは思えないほど、弛し緩かんした空気が流れる。彼女の注意が今は犬にも向いてるからか、俺もリラックスしながら散歩を楽しんだ。

「こらリク？　そんなもの食べない。お腹なかを壊こわしてしまうわよ？」

　くいっ、と持っていたリードを引っ張る色町。そうされることで、ダックスフントのリク君は「きゃんっ」と鳴きながらも、地面の草を食はむことをやめた。

「随ずい分ぶん手慣れてるみたいだが、ちょくちょく利用してるのか？」

「ええ。もうリクとは長い付き合いよ。くーたんと出会う前からだもの」

「へえ。そんな昔から」

「言ってしまえば、ホストと客の関係ね。彼にとって私は太客だから」

「なんて嫌いやな言い方をするんだ」

「でも実際そうなのよ。──そうよねリク。私は太客よね？」

「きゃんっ！」

「そこで吠ほえたらダメだろワン公」

　俺がツッコむと、色町は驚おどろくほど穏おだやかな顔で「ふふっ」と笑った。……正直、いまのはやばいくらい素す敵てきな笑え顔がおだった。大好きな犬と一緒にいる時の色町はいつものアクがないせいか、めちゃくちゃ魅み力りよく的に見える。油断すると好きになっちゃうぞこれ……。

「くーたんもお散歩させてみたら？」

「え？　いいのか？」

「ええ。そう難しいものでもないから、是ぜ非ひどうぞ」

「おお、じゃあ……」

　俺はおっかなびっくり、色町からリードを受け取る。犬なんて飼ったことがない──というか、もし飼っていたとしても、その記憶をすっかり失ってしまった俺だ。この愛らしい命を預かるという責任感に、少し緊張していた。

　ただ、そこは優ゆう秀しゆうなホスト犬、リクである。リード受け渡わたしの際は立ち止まり、俺が握にぎったと見るや、彼は俺のところに駆かけ寄ってきて尻尾しつぽを振った。俺の足元で「きゃんきゃん」と嬉しそうに鳴く。なにこいつ激可愛い。

　それから彼は勢いよく走りだした。まるで俺に「遊んで！」とせがむようだ。

「お、おいリク！　そんな速く行くなよ、おいって！」

「ふふっ」

「はあっ、はあっ……とんだじゃじゃ馬だぜ、まったく」

「馬ではなく犬だけれどね」

　そうして俺達はのんびり公園を歩いた。大して言葉もない。それでも、なんだか心地のいい時間。──そんな時だった。色町が返答に困ることを言い出したのは。

「なんだかこうしていると、家族みたいよね。──私と、くーたんと、リクと。私が母親で、くーたんが父親。手のかかる息子むすこがリクで、こういうのも素敵だと思わないかしら」

「…………」

「なんだかこうしていると、家族みたいよね。──私と、くーたんと、リクと。私が母」

「いや聞こえてたから。聞こえた上で、どう反応したらいいのか困ってただけだから」

「……聞こえていたのなら、何か言葉を返してくれてもいいんじゃないかしら」

「だ、だって……」

　いきなり女の子に、『こうしてると、私達って夫ふう婦ふみたいじゃない？』と言われて、上手うまく返せる男がどれだけいるというのか……この場合、どう返事をすれば正解なんだよ。

「そもそも、言ってることが乙女おとめチック過ぎないか？　俺、聞いててちょっと恥はずかしかったぞ……」

「……私、くーたんの言動で許せないことなんかほとんどないけれど、でも、そういう正直過ぎることを言うくーたんはちょっと嫌いよ」

　そう拗すねるような表情で呟つぶやく色町。なんだかそれは彼女らしからぬ表情で、だからすげえ可愛かわいらしいな、と。そんなことを俺が考えていると。

　──また蓋ふたが一つ開いた。静かな痛みが後頭部を叩たたく。刹せつ那な、目から星が飛び、そのまま意識は深層へ。俺は自身の内に深く潜もぐり、その記憶を見つけ出した──。





「あなたのことなんか嫌いよ！」

　色町は激しい声こわ音ねで叩きつける。彼は色町の左手首を握っていた。まるで、それを離はなしたら一巻の終わりだということが、わかっているかのようだった。

　夕日に照らされた屋上に、男女二人の言い争う声が響ひびいていた。

「お、落ち着け、色町！　お前、誤解してるぞ……俺はいま、あの事があって、花蓮とは疎そ遠えんになってるんだ。だから、お前がそんな風になる必要はないんだよ。──嫉しつ妬となんて、する必要ない」

「っ──また、そんな風に！　くーたんはいつもそう！　自分だけは冷静なフリをして、壊れているのは私の方だとでも言いたげに！　どうしていつもそうなのよ！　私は、私はただ、くーたんと……一いつ緒しよに、お昼が食べられれば……！」

「その気持ちは俺だって同じだよ、色町。だから、少し落ち着いてくれ……」

「う、ううっ……ぐすっ……」

　そうして、色町はその場に座り込む。それを見届けた彼は静かに息を吐はくと、彼女の隣に肩かたを並べて座り込んだ。

「くーたんは、私のことが嫌いなんでしょ……」

「そんな訳ないだろ。どうしてそう思うんだよ」

「だって、だって……もし嫌いじゃないのなら……もっとちゃんと、してくれる筈はずだもの……花屋敷さんと話したりしない筈だし、雛ひな山やまさんと話したりもしない筈じゃない……」

「無茶苦茶言うなお前……」

「……ねえ、くーたん。私だけを見て欲しいっていうのは、そんなに望んではいけないことなのかしら……？　くーたんの視界を私でいっぱいにしたいって、そんなにおかしいことなの？　答えてくれない……？」

「その気持ちはおかしくない。でも、現実問題で考えてない」

「……くーたんは本当に、冷たくするべき場面を間ま違ちがえない人よね」

　色町はそう言って破顔した。それはどこか、諦てい念ねんを含ふくんだ笑みであった。

　それを痛ましげな目で見つめながら、彼は言葉を続ける。

「なあ色町……正直なことを言わせてもらえれば、俺は友達が少ないからさ……お前との関係を失いたくないんだ。わかるよな？」

「……ええ……」

「だから、その、なんつーのかな……もうちょっと、感情的にならないでさ。今より少し前の俺達みたいな感じで、一緒にいれないか？　色町としても、そっちの方が楽なんじゃないかと思うし。そうすることで、俺達の関係も正しく続くと──」

「わかっていないのね、くーたん」

　驚き、色町を見やる彼。それを受け、彼の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった彼女は、その顔に微び苦く笑しようを浮うかべながら、自身の思いを吐と露ろした。

「もう、戻もどれないのよ」

「…………」

「くーたんはあの頃に戻りたいと言った。でも私は違うわ。前に進みたいのよ。この感情は不可逆なの。知ってしまったら戻れない。そんなこと、私も知らなかったけれどね」

「色町……」

「まるで呪のろいのようだと、そうも思うわ。──どう、くーたん？　あなたから見て、私はどうかしら。呪われているようだと感じられない？　それだけ激しいものなのよ。自分では抑おさえられない。宝石みたいに綺き麗れいで物静かではなかったの。化物とそう変わらないわ」

「……そっか」

　その時、彼は小さく頷うなずくと、その目に決意の火を灯ともらせた。

　何かを考え終えた瞳ひとみ。それが、彼の眼には確かにあった。

「また明日も、弁当作ってくれるか？」

「……それを、望んでくれるの？」

「ああ。一緒に食べよう」

「…………う、ううっ……」

「おいおい、泣くなって。最近のお前、情じよう緒ちよが不安定過ぎるぞ」

「生理のせい、かしらね……」

「微び妙みように反応しづらいこと言うなよ……」

　そうして二人の関係には、小さくとも決定的なヒビが入った。

　いつか、そのヒビが亀き裂れつとなった時。彼女は、そして彼は──。






「…………」

「く、くーたん？　脂あぶら汗あせをかいているけれど、また記き憶おくを？」

「ん？　あ、ああ。大した記憶じゃなかったけどな……」

　とっさに出まかせが口をつく。もちろん、大した記憶じゃない訳がなかった。

　……愛くるしい犬のリクを引き連れながら、自然な笑みを零こぼす色町と、それは随分と対比になってしまった過去だった。いま俺は、色町ともこういう穏やかな時間が過ごせるのだと、少し嬉うれしく──そう、嬉しく思っていたのだ。だから、彼女との過去を……それも色町の問題が表面化した時の過去を見てしまい、胸がざわつくのを止められなかった。

　と、そうして俺が唇くちびるを噛かんでいたら、俺の足元にリクがやってきた。彼は俺をその綺麗な瞳で見つめながら「きゃんきゃん」と吠える。……お前、空気読め過ぎだろ。

「なんつー愛らしさなんだお前。色町が太客になる気持ちがわかるわ」

　俺はそう言いつつ、リクを抱だきかかえてやる。すると色町は──「あっ、私もやってもらったことないのに……」と謎なぞの発言をするのだった。いや、当たり前だろ。




　　　　◆◆◆




　それから俺達はたっぷり一時間ほど、リク君を交えた散歩の時間を過ごすと、また色町に誘さそわれるまま移動をした。電車と徒歩を駆く使しして都心に移動すると、その街中にあったカップルばかりが並ぶ行列に、二人で並んだが……これは一体、何の列なんだ？

「カップル限定、スイーツ食べ放題のお店よ」

「スイーツ食べ放題？　へえ、色町も甘い物が好きなんだな」

「いいえ。食べられなくはないけれど、少し苦手かしらね」

「……じゃあなんで俺達はいま、スイーツ食べ放題の店に並んでるんだ？」

「カップル限定が好きだからよ」

「そっちかよ！」

　俺が勢い込んでツッコむと、ふふっ、と色町はたおやかに笑った。……その笑顔につい見み惚とれてしまう。くそ、あの過去から察するに、彼女がやばい女だってことは重々わかってる筈なのに、どうしてもその可愛らしさに目がいってしまうぜ……男ってほんと馬ば鹿か。

「色々と調べてみたのだけれど、カップル限定のイベントってあまりやっていないみたいでね。選せん択たく肢しが少なくて、ここを見つけるのに苦労したわ」

「なんでカップル限定にこだわるんだ……別にどこでも、色町の好きな場所に連れてってくれればいいのに。雪縫はそうしてたぞ」

「……ねえ、くーたん。私とのデート中に、他ほかの女の名前を出すのは、自重してくれないかしら」

「え？　……あ！　ご、ごめん！　いまのは気が利きいてなかったよな……」

「いえ、いいのよ。こちらこそ、わがままを言ってしまってごめんなさい。──それじゃあ私も、この手に持っていたまち針をしまうわね」

「まち針!?　なんでそんなもん持ってんだよ!?」

「どうしてかしらね。くーたんと話していると、たまに無意識のうちに、普ふ段だん持ち歩いているソーイングセットからそれを持ち出していることがあるのよね……こら、何をしているのよ私の右手。めっ」

「めっ、じゃなくて、もっとちゃんと𠮟しかってくれるか？」

　普段からソーイングセットを持ち歩いてるなんて、女子としてはむしろポイントが高い筈なのに……まあ全然殺傷能力ないけどな、まち針。

　そんなこんなで時間は過ぎ、店内へ──「よく行列に並んでいる間に喧けん嘩かをして別れるカップルがいると言うけれど、それで言ったら私達は安あん泰たいね」と言う色町に、なんて返したらいいのか俺が困っているうちに、俺達はテーブルに案内された。

　注文を終え、さっそく席を立つ。色町はあまり好きじゃないと言っていたけれど、俺は甘いものが大好きなので、ウキウキでバイキングを見に行った。

「うお！　なんだよこの果物全部のせタルト！　最高過ぎねえか!?　それにこっちには色とりどりのマカロンもあるし、ちっちゃいいちごパフェ的なのもあるじゃんか！　当然チーズケーキは食うとして──おい色町！　大変だ、チョコレートの滝たきだ！　これあれだろ、チョコレートファウンテンってやつだろ!?　よっしゃバナナつけようぜバナナ！」

「……ねえくーたん。キスしていい？」

「は、はい!?　急になに言ってんですか!?」

「あ──ご、ごめんなさい。甘いものにはしゃぐあなたが、あまりにも可愛かったものだから、つい……でも、ちゅーはしていいわよね？」

「言い方しか変わってないだろそれ！　どっちにしろ無理だからな!?」

　俺がそう断ると、色町は「ふふ、そうよね。ごめんなさい」と、照れたように頬ほおを掻かいた。い、いやほんと、急になんてことを言うんだこいつは……。

　というか、今いま更さらだけど──これまでのアプローチの仕方からして、色町って、俺のことが異性として好き、ってことでいいんかな？　記憶喪そう失しつっていう問題がデカ過ぎて、そっちの方はあまり考えないようにしてたけど……そもそも、雪縫の時と同じで、透とう明めい人間状態の今の俺が、一時の感情に流されて恋こいをするべきじゃないとも思うしな。

　で、でも──。

「ん？　どうしたのくーたん。やっぱりキスする？」

「い、いや、マジでしないから……」

　つい、彼女のいたずらっぽい微笑に見み蕩とれる。こんな可愛かわいい子が、俺のことを──そう意識すると、まともに喋しやべれなくなりそうだった。い、いかんいかん、目的を見失うな！

　俺はまず、自分の記憶を、ひいては自分を取り戻すことから始めなければ！

　そうして、お互たがい喜びのベクトルは違うものの、大はしゃぎでスイーツをゲットした俺達は、自らの席に戻り、それを食べ始めた──まずはフルーツタルトを一口、ぱくり。

「う、うおおお……!?　すげえ。やべえ。おいしい……」

　語ご彙い力が死んでいた。本当に美味うまいものって、美味い以外言えなくなるよな！

　俺がそうしてフルーツタルトに感動していると、色町が小さく笑いながら言った。

「ふふっ、頬が緩ゆるんでいるわよ？　そんなに美味おいしいの？」

「ああ、やばいぞこれ……すげー上品だ。とにかく甘いコンビニデザートも最高だけど、これに比べたら下品だということがわかってしまったぜ……」

「一口いいかしら？」

　色町はそう言うと、俺が食べたフルーツタルトを、俺が切り崩くずした部分からフォークで少し取って、食べた。「ん……これなら、甘すぎなくて美味しいわね」と彼女は呟つぶやきつつ、口の端はしをぺろりと舐なめる。なんか色々となまめかしかった。

「……む、無む駄だにエロいことしないでくれません？」

「あら、わかってくれたのね。──そうよ、全部わざとよ」

「開き直るやつがあるか……」

　赤らんだ顔をつい俯うつむけた（俺が）。いやほんと、色町さんのアプローチぱねえ。こういうのを軽くかわせる俺になりたいぜ……そんなことを思っていると、色町は楽しげに笑えみを浮かべながら、自分のチョコケーキにフォークを戻しつつ、話を続けた。

「でも良かったわ。くーたんがこのお店を気に入ってくれたみたいで」

「？？？　お前が来たかったんじゃないのか？　カップル限定ってことで」

「ええ、そうよ。私はカップル限定に惹ひかれたから、ここにしたの。けれど、それは一番の目的ではなくて──私がここに来たのは、くーたんの喜ぶ顔が見たかったからだもの」

「────」

「でも、当たり前でしょう？　デートって、相手がいて初めて成立するものなのだし。ワンちゃんと一いつ緒しよにお散歩は、私があなたとしたかったこと。だから今度は、くーたんの番でないとおかしいじゃない」

「……そっか、さんきゅーな」

　言いつつ、タルトをもう一口食べる。それは、さっきよりも少しだけ甘い気がした。

　しかし、そんな甘い雰ふん囲い気きも長くは続かないようで、色町は静かに切り出した。

「ところでくーたん。先ほど少しだけ話に出ていた、雪縫さんのことだけれど」

「あ、あれ？　デート中に他の女の名前を出すのはご法はつ度とって、お前さっき確か、そう言ってなかったか？」

「男の方からそれをするのはいけないと、そう言っただけよ。──女の方から、気に食わない女の話をするのはいいの。それは必要なことだから」

「…………」

　理り不ふ尽じんだ。横暴だ。そう思ったが、思うだけで口にできない俺であった。

「それじゃあ、雪縫さんとどんなデートをしたのか、詳くわしく教えてもらえるかしら」

「え、なんでそんなことを……」

　それについては雪縫とのプライベートなことでもあるし、だから俺は口を閉とざそうとしたのだが──それから三十分後（!?）。結局はしつこく食い下がってくる色町に根負けし、なので俺はかいつまんで、雪縫とのデートについて話した。そしたら、彼女は。

「ごめんなさいくーたん。ちょっと私、今から雪縫の実家まで行って彼女の家を燃やしてくるわね？」

「なんて恐おそろしい犯行予告をすんだお前は!?　マジでやめなさい！」

「だ、だって、許せないじゃない！　くーたんに……私のくーたんに牛ぎゆう丼どんを食べさせるなんて……！　あの馬鹿女に罰ばつを与あたえてやらないと私の気が済まないわ！」

「わ、私の!?　──と、ともかく、俺が許してるんだから落ち着けって！」

「フー、フー！」

　犬が好きな色町だが、彼女が興奮するさまは猫ねこに似ていた。静電気のせいなのか、彼女の長い髪かみの何本かが激しく逆立ち、まるで威い嚇かくしているみたいだ。

　俺はそんな彼女の前で、両手をゆっくり下におろすジェスチャーをしながら言った。

「ほら、落ち着けー？　お前はそんなことしない、しないぞー。そうだ落ち着けー」

「フー、フー、フー……ふう。……まあ、くーたんが許すのなら、私からそれ以上何かできることはないのだけれど……むう」

「ああ、もういいんだ。そうやって色町が怒おこる必要はない。怒ってくれてありがとな」

「あの女の実家のポストにウスターソースを流し込むくらいのことはするけれど？」

「なんて悪質なことを考えるんだお前……そんなことしなくていいから、な？」

「そう？　わかったわよ……」

　なんだか納なつ得とくのいかなそうな顔で頷うなずくと、色町は再度、食べかけになっていたチョコレートケーキに挑いどみかかる。一方の俺も、話している間は食べられなかったチョコがけバナナを一つ頬ほお張ばった。──甘い物を食べて気を落ち着けたのち、色町は静かに告げる。

「それじゃあくーたん。これが終わったあとは、牛丼屋に行きましょう」

「は、はい？　それは、どうして？」

「……正直、女としてはあまり話したくないことなのだけれど……理由が聞きたい？」

「そ、そりゃあもちろん。さっきまで俺を牛丼屋に連れて行った雪縫にあんなに怒ってたのに、牛丼屋に行こうだなんて……」

「ええと、どこから言えばいいのかしらね……」

　色町はそう呟くと、顎あごに手をやり考え考えしながら、話し始めた。

「まず、女というのは嫉しつ妬と深ぶかい生き物なのよ」

「はい。でしょうね」

「でしょうね、という返事が気になるけれど……ともかく。それでね、私は雪縫とあなたがデートに行った牛丼屋、それから釣つり堀ぼりに、くーたんと行ったことはないのよ。前者はくーたんが牛肉嫌ぎらいなのを知っていたから当然として、後者もまだ行っていなかったわ」

「ふんふん、それで？」

「私はね、くーたん。私がくーたんと行ったことのない場所に、くーたんと他の女との思い出があるのが、許せないの」

　そう言った時の色町は、非常にまっすぐな目をしており──それを見たら俺も、「うん、そっか……」という言葉以外何も返せなくなるのだった。……眩まぶしいくらいにピュアだ。それは、彼女の欠点とも呼べそうだけど、なんだか俺はそこに惹かれてしまった。色町って、ちょっと──じゃなくて、かなり重い時もあるけど、きっと根は純じゆん粋すいなんだよな。

「そういう訳でくーたん。次は牛丼屋で、あの女とくーたんが過ごした時間の何倍も素す敵てきな時間を過ごしましょう。そして、あの女との思い出を上書き削さく除じよしてやるのよ」

「お、お好きにどうぞ……」

「なに言ってるのくーたん。あなたも一緒に頑がん張ばるのよ。もちろん、くーたんは牛丼なんて食べなくていいわ。代わりに私が食べるから。二人一丸となって、あの女との思い出をデリートしてやりましょう！　えいえいおー！」

「おー」

　内心ついていけなくなりつつも、色町のテンションに合わせる俺。まあこのあとどうなるとしても、いまはこのマカロンがとても美味しいので、俺としてはそれだけでハッピーなのだった。糖分サイコー。




　　　　◆◆◆




　そんなこんなでスイーツバイキングが終わり、その店を出たあと。俺達は色町の強い要望で、俺と雪縫が訪おとずれた牛丼屋に向かっていたのだが──その道中。

「あ……やあやあお二人さん！　こんなとこで何してんの？」

　部活仲間とショッピングに来ていたらしい花蓮と、ばったり会ってしまった。

　また、遭そう遇ぐうすると同時、彼女の連れ達は「くー助すけくん、別の女と一緒にいるけど、花蓮どうすんの？」「プチ修しゆ羅ら場ばだ！」とか思い思いのことを口にしてくれた。それに対して花蓮は「いーからお店入ってて！」と、みんなを手近なショップに無理やり押し込む。

　そうしてこの場には、俺と、俺の隣となりにいる色町と、俺の目前にいる花蓮だけとなった。

「え、えはは……」「あはは……」

　気まずくなって謎なぞの笑いを漏もらす花蓮と俺。こういう時、どうしたらいいのかわからないでいると、俺の隣にいる彼女がぴしゃりと言った。

「花屋敷さん。私達、見ての通りデートなのよ。だから、もう行きたいのだけれど」

「あ、うん。長く引き止める気はないんだけどね！　でも、デートなんだ……」

　花蓮は確かく認にんするように呟くと、色町を──それから俺を見つめた。向けられたのは、どこか儚はかなげな笑み。……色んな意味でドキリとしてしまう。記き憶おくを失う前の俺が、花蓮を好きだったことを思い出した。自然、心臓の鼓こ動どうはいつもより速くなっていた。

「どう？　くーくん。色町さんとのデートは楽しい？」

「な……え？　そ、それは、もちろん……」

「ふーん、そっか！　それなら良かったよ！　……じゃああたしも、友達のところ、戻もどらなきゃだから」

「行きましょう、くーたん」

　ぐっ、と。色町が抱だき寄せるように、俺の左ひだり腕うでを取った。なので俺は「うお!?　お、おい……！」と小さく抗こう議ぎをする。──何となく意図はわかる。ただ、女子との触ふれ合いに慣れていない俺としては、こういう身体的接せつ触しよくを、予告なく唐とう突とつにしてくるのはやめて欲しかった。あ、あたってる！　豊満なお胸が、当たってるから……！

　しかし、そんなささやかな抵てい抗こうなど無視され、ぐいぐいと色町に引っ張られていく俺。なので最後、花蓮に振ふり返って『また今度』的なことだけ言おうとしたら──。

「返してって言ったら、わがままなのかな？」

「「……え？」」

「ずっと一緒にいたんだよ。それこそ、小学校の頃ころからずっと。──そこは、あたしの場所だったの。色町さんが来る、ずっと前から。……ああ、あたし、恥はずかしいこと言ってるなあ……で、でもね？　本当に、そう思うんだよ。くーくんはあたしの半分で、だから、最近依い存ぞんしただけの色町さんにはもったいないから、返して欲しいなあ……なんて」

「……くーたんのこと、モノみたいに言うのね」

「違ちがうよ、色町さん。あたしはくーくんのこと、自分の一部みたいに言うの。だから、そういう言い回しになるんだよ。──あなたにはわからないかも、しれないけど」

「…………」

　色町は足を止め、花蓮を見つめる。──花蓮の表情は不思議だった。色町はわかる、静かに怒いかりを燃やしている顔だ。一方の花蓮は、内心で激しい感情が渦うず巻まいているはずなのに、恐ろしいほど無表情なのだ。声や言葉には感情があるのに、それが顔に出ていない。

　それがどうしてなのか疑問に思っていると、そんな顔のまま花蓮は告げた。

「そんな訳で──あたしにはくーくんが必要だから、あの……楽しくデートしてるとこ悪いんだけど、くーくんのことを今すぐ解放して欲しいなあ、なんて……」

「……ふざけたことを言わないでくれる？　どうしてあなたの意思で、私がくーたんと離はなれなければいけないのよ。くーたんに拒きよ絶ぜつされたのならわかるわ。その場合は私に非があったんだもの。でも、あなたに言われて──くーたん？」

「く、うっ……」

　──重たい鈍どん痛つう。ブラックジャックで後頭部を殴なぐられたみたいな激痛。その記憶は厳重に檻おりにしまわれていたものだったのか、深い痛みを伴ともなって、俺の脳のう裏りに蘇よみがえった──。





「な、なんか最近、雨が多いよなー……まだ六月に入ってないっていうのに、もう梅つ雨ゆ入りなんかね？」

「うん、そうかもね……」

「……どうしたんだよ花蓮。お前らしくない、元気のなさだけど」

　雨降る中、二つの傘かさが揺ゆれていた。先を行っていた彼は、もう一つの青い傘──花蓮が遅おくれ始めていることに気づいて、立ち止まる。そのまま、彼女を見つめた。

　見つめられたことに気づき、花蓮は笑う。けれどそれは、力なく、であった。

「……あはは、バレちゃった？」

「そりゃバレるだろ。以前はもっとこう、雨の日でもハイテンション。喋しやべる声がうるさくて、隣にいる俺が恥はずいくらい騒さわがしいのが、お前なのに」

「さらっと酷ひどいことを言うねくーくんは！　あははっ」「はははっ。はは……」

「「…………」」

　それで途と切ぎれる会話。普ふ段だん通りの二人じゃないのは確かだった。もちろん、些さ細さいな理由で喧けん嘩かをして、二人の関係が険悪になるというようなことは、これまでにもあったが──現状のように、ぎこちない空気が二人の間に流れているというのは、珍めずらしいことだった。

　そうして、花蓮は静かに口を開いた。それは、彼女が決意して言った言葉の筈はずなのに、酷く辛つらそうな声こわ音ねで呟つぶやかれた。

「ねえ、くーくん。あたし達──幼おさな馴な染じみ、やめよっか？」

「な!?　……お、お前、自分が何言ってんのか、わかってんのか……？」

「うん、わかってる……こんなこと、わかんないで言えないよ。──だって、すっごく悩なやんだんだもん。こんなこと、くーくんに言いたくないなあ、やだなあって。でも……最近のくーくん、すっごい辛そうだから。やめるしかないかな、って、そう思ったの……」

「花蓮……」

「も、もちろん、ずっとじゃないよ？　ずっとじゃない。というか──ずっとはやだからね!?　くーくんともう二度と幼馴染に戻れないなんて、そんなのはやだけど……ちょっとだけ。くーくんが私のことを、ちゃんと見れるようになるまでは……離れよっか」

「…………お前、めちゃくちゃいい女だな……」

「あははー。でしょ？　もっと褒ほめて褒めてー！」

「いや、調子には乗るなよ」

　そんなことを言い合って、ひとしきり笑い合う二人。次し第だいに、その笑い声が収まっていくと……片方の傘から、嗚お咽えつが聞こえてきた。「うっ……うううっ……！」ざあざあという雨音に混じって、花蓮のむせび泣く声が彼の耳に届く。彼は唇くちびるを噛かむしかなかった。

「ごめんな、花蓮……俺のせいで……」

「ううっ……う、ううん！　くーくんは悪くないよ！　あ、あたしが、酷いから……」

「「…………」」

　そうして、途切れる会話。──少し前から、限界はきていたのかもしれない。それでも一いつ緒しよにいようとした結果、二人の関係は破は綻たんした。……それは、どちらが悪かった訳でもなく。また、どちらが望んだ結果でも、なかったのに。

「うううっ……あたしには本当に、くーくんが必要、なんだけどなあ……」

「花蓮……」

「で、でも、うん！　ちょっとだけ、一人で頑張ってみるよ！　くーくんとまた、幼馴染に戻れるまでは、一人で……えへへ……」

「……キャラメルで、チャラにできたら良かったんだけどな」

　それは二人の間にあった、幼い頃からの約束事だった。

　喧嘩をした翌日、キャラメルを渡わたし合えば、それでチャラ──始めたのは随ずい分ぶんと昔。そんな稚ち気きを帯びた取り決めは、実のところ、最近ではほとんど使われていなかった。

　それが久しぶりに使われたのが、一月ほど前のことだ。

「今の俺達には、甘すぎたよな……」

「うん、ちょっとだけね。──でも、あたしは今でも、大好きかな」

　そうして二人は、幼馴染として最後の帰路につく。……何をどうすればよかったのか。彼と彼女は互たがいにそんなことを考えながら、降りしきる雨に打たれ続けていた──。






　花蓮との記憶を思い出す度たびに、少し心が抉えぐられる気がした。

　幼馴染として、彼女と一緒にいた。それから好きになった。けれど別れが訪れた。

　できることなら、もっと幸福な時の記憶をこそ、思い出したいものだけど……ただ、そうか。俺は事故以前に一度、花蓮と幼馴染じゃなくなっていたのか。──起きた出来事は曖あい昧まいで、その決別の理由が何だったのか、という部分までは思い出せなかったけど。

「くーたん、大だい丈じよう夫ぶ？　また記憶を取り戻したのね？」

「あ、ああ、うん。まあ……」

　俺は心配してくれている様子の色町に返事をしつつ、花蓮を見やる。確か先さき程ほどまで無表情だった彼女は、いまはもう普段の彼女に戻っており、不安げな視線を俺に向けていた。

「とりあえずさ、花蓮……今日は俺、色町とデートだから。ごめんな」

「……うん。あたしこそ、変なこと言ってごめんね、くーくん。──色町さんも、ごめんなさい」

「気持ちはわかるから、構わないけれど……」

「じゃ、デートの続き、楽しんできてねっ！　ばーい！」

　花蓮は努めて明るくそう言うと、先ほど友達を押し込んだショップに、自分も入っていく。それを見つめながら、なんだかもにょる思いを俺が抱かかえていたら──隣から。

「変なケチがついたわね……」

　そんな素す直なおな感情が漏れ聞こえてくるのだった。何な故ぜ口にせずにはいられないのか。
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　そうして色町とのデートからまた一週間が経たった、日曜日。

「おじゃましまーす！」

「お、おう。どうぞ」

　午前十時を過ぎた頃。今度は花蓮が、我が家にやってきた。

　その理由は単純明快──色町とのデートを終えた数日後、花蓮と一緒に学校から帰っていると、彼女から「色町さんとのデート、楽しそうだったなー。いいなー。あたしも──べ、別に、何でもないけどー？　色町さん、楽しそうだったなー」と、わかりやすく催さい促そくされたためである。俺の周りにいる女子ってどうしてみんな、そうアグレッシブなんだ。

　そんな訳で俺は、内心で『記き憶おく喪そう失しつ前の俺達の関係を、花蓮に尋たずねる』という個人的な目的も持ちつつ、彼女を自宅に誘さそったのであった。……記憶を失ってから、初めて女の子をデートに誘ったけど、結構緊きん張ちようしました。今なら雪縫の気持ちがよくわかる。

　ともかく、俺は花蓮と連れ立って我が家の廊ろう下かを渡り、リビングへ。すると彼女は、満面の笑えみを俺に向けながら、声こわ高だかに言った。

「それじゃあくーくん、一緒にゲームやろっか！」

「おいおい、もう今日の目的を忘れたのか？　──違うだろ？　今日はウチのキッチンを貸すから、二人で料理を作ろうって、そういう話だっただろ？」

「……やだやだやだやだ！　なんで色町さんとはデートしてたくせに、あたしとはお料理教室なのさ！　意味わかんないよっ！　あたしもくーくんとゲーセンとかボウリングとか行って純じゆん粋すいに楽しみたいよー！」

「花蓮は本当、チョイスが絶ぜつ妙みように男だな……」

　ただ、これでも色々と考えたのだ。いま彼女が言ったボウリングやゲーセンなんかも、今日の候補としてネットで調べたりもした。──その時に、記憶として思い出したのである。彼女とはその手の遊びを既すでにやりつくしていることを。

「つまりな花蓮。お前とはもう、男友達みたいに遊び過ぎてるようなんだ。だから今日くらいは、花蓮の貧ひん弱じやくな女子力を向上させる日にするんだよ！　文句を垂れるな！」

「うえええん鬼おに教官ー！」

「泣き言を言った罰ばつとして、スクワット二十、始め！」

「うええええええん！」

　ふざけて言ったのに、マジでスクワットを始める花蓮。しかも余よ裕ゆうでこなせていた。さすが体育会女子である。軽々とすごいな……と、そう感心していたのも束つかの間。

「ふっふっ。ふっふっ──」

「いやあの、花蓮？　もうとっくに二十回終わってるけど？　なのになんでそんな、ガチな目でスクワット続けてるんだ？」

「ごめんね、喋りかけないでくーくん。あたしいま、段々気持ちよくなってきてるから」

「不意にドＭを発揮しないでくれるか!?」

　そうして、しばらく花蓮のＭ的衝しよう動どうが満足するまで待たされたのち、俺達は並んでキッチンに立つ。……二人して何もせず黙だまっていると、しびれを切らした花蓮が声を出した。

「え、何してんのくーくん？　早く食材出して、料理を始めてよ。じゃないとあたし、どんな料理をするのかもわかんないよ？」

「いや違ちがうぞ花蓮。実を言うと、もう料理は始まっているのだ。──お前が俺ん家の冷蔵庫の中身を見て、何の料理を作るのかを当てる。まずはそこからだ」

「……めんどくせー」

「お前ほんとに女の子か？　おっぱいがついてるだけの男の子だったりしない？」

「でも任せてくーくん！　いくら料理ができないとは言っても、それは切ったりなんだりができないだけで、知識がない訳じゃないからね！　当てるよー、すぐ当てるよー！」

　花蓮はそう意気込むと、冷蔵庫の中身を確かく認にんした。冷蔵のところに豚ぶたバラ、各種調味料が置かれている。野菜室にはじゃがいも、にんじん、玉ねぎ……簡単過ぎるかなこりゃ。

「注意点を二つだけ言っとくと、まずカレーじゃない。それから豚バラは本来、牛肉であることが多いかな。俺が牛肉食えないから豚バラになってるけど」

「ふっふっふっ、ヒントなんていらないよくーくん。ちょっとこれは余裕過ぎるって。もう当てていい？　盛り上がりに欠けるかもしんないけど、いっちゃっていいすか？」

「ああ、ここはさらっとクリアしていいぞ」

「ずばり──じゃがバターだね！」

「花蓮さんは視力が死んでるのかな？」

　俺がそうツッコんでも、「？？？」みたいな顔をする花蓮。「なに？　違うの？　あたし間違ったの？」と、それすらわかっていないようだった。

「なんで使用するのがじゃがいもオンリーな料理なんだよ。他ほかにも食材あっただろ……」

「え？　だってあたし、全然料理できないし……だから今日はお手軽なものだと思って、野菜室覗のぞいたらじゃがいもがあったから、じゃあそれだなって……にんじんと玉ねぎと豚バラはフェイクだと思ってたんだけど──あれ？」

「フェイクってなんだよ。食材にフェイクなんかねえよ！」

「それじゃあ、今日は何を作るの？」

「肉じゃがだこのお馬ば鹿かさん」

「ににに肉じゃが!?　それだとあたし、すっごい料理することになりますけど!?」

「何を言ってるんだこの子は……今日はその料理をしに来たんだろうが」

「今からでもじゃがバターにしない？　美味おいしいよ？　じゃがバター」

「…………」

　花蓮ってたぶん、一生独身だな。

　そう言いたくなったが、流石さすがに口にはしなかった。素直だったり明るかったりする、魅み力りよく的てきな女の子ではあるんだけどな……これはもう、俺がもらってあげるべき？

　そんなふざけたことを考えつつ、俺は冷蔵庫から食材を取り出す。必要な調味料各種もキッチンに並べ、それから花蓮に告げた。

「調理工程は俺がこの料理本を見ながら指示するから、花蓮はとりあえず、言われたことをやっていってくれ」

「……なにそれー！　そんなのくーくんの方が楽じゃん！　くーくんは文字を読み上げるだけでいーんじゃん！　そんなのズルだ！　横暴だ！　クーデターだ！」

　それっぽいワードを並べて盛せい大だいに間違えてるあたり、彼女のアホさが輝かがやいていた。

「今日はお前のための料理修しゆ業ぎようなんだから、俺がやってもしょうがないだろ。──ほら、いい加減始めよう。まずじゃがいも、にんじん、玉ねぎを切るところから」

「わ、わかったよお……包丁はこれを使うのかな？　──こう切ればいい？」

「いやその前に皮を剥むかないと。つかまず野菜を洗えって」

「えええ？　そんなのはくーくんが先にやっておいてよ。使えないなあもう」

「…………」

「あ、ごめんなさい。いまのはちょっと、言い過ぎましたよね？　す、すみませんっしたあ！　許してください、鬼教官！　あたし、スクワットしますから！」

「いや、しなくていいけどな？　始めたらどうせ、また長くなるんだから……」

「ふっふっ、ふっふっ！」

「だから始めるなって！　やってる時の目が怖こわいんだよ！」

　遅ち々ちとして進まない調理工程であった。花蓮の母親の苦労がしのばれるな……。

　そうして罰、というかご褒ほう美びのスクワットを終えた花蓮は、ようやく野菜を水洗いし始めた。……にんじん一個一個を丁てい寧ねいに、洗せん剤ざいを染み込ませた食器用スポンジで洗いやがる。なんでそんな野菜を泡あわ立だてちゃうんだよお前……見かねた俺は「汚よごれた皿じゃないんだから、手で洗うんだよ」と言いつつ、じゃがいもを一個手に取り、さっと洗い終えた。

「俺がじゃがいもやるから、花蓮はにんじんを頼たのむ。……それ、手洗いし直すんだぞ？」

「アイアイサー！」

「返事だけは一級品なんだよなぁ……」

　それから数分後。俺は一通りじゃがいもを洗い、ピーラーで皮を剥き終えた。玉ねぎに関しても、花蓮に任せるのは少しばかり不安だったので、適当に剥いておいた。

　そうして大体の準備が整ったところで、花蓮の方を見る。──俺は戦せん慄りつした。

「お、おい花蓮……お前のそのにんじん、ウサギにでも食われたんか。もうポッ〇ーぐらいしかねえけど」

「ううう、くーくん……にんじんって、どこまでが皮なのさー……」

「もっと早く聞いてこいよ！」

　見やれば、キッチンのシンクには、ささがき状にカットされたにんじんが山盛りになっていた。一方、花蓮の手には、プ〇ッツ一本分くらいのにんじんが。もうこれ、どっちが本体かわかんねえな……。

　俺は花蓮の手に残っていたトッ〇ぐらいの太さのにんじんを奪うばうと、ゴミ箱に放ほうり込んだ。次いで、シンクに山盛りになっているそれをザルに上げ、水洗いする。肉じゃがにはふさわしくない形状だろうが、しょうがない……味はさして違わないだろうし。

　それから俺は、乱切りがわからない花蓮にその仕方をレクチャーし、じゃがいもを切らせた。次いで、玉ねぎをくし切りにする。二人して泣きながら、それを終わらせた。

「よ、よし、終わりだ花蓮。第一工程が終わったぞ……」

「第一工程!?　こんだけ苦労して、まだ第一工程なの!?　もしかして肉じゃがって、料理の達人しか作っちゃいけないメニューなのかな!?」

「そんなことはない筈はずなんだけどな……どうやら俺は、花蓮の料理オンチっぷりをなめてたみたいだ……」

「えへへー♪」

「今のは全然褒ほめてないんだけどな？」

　そんな会話を交かわしつつ、調理は第二工程へ。鍋なべに油を入れ、火にかけ温め、豚肉を投入した。じゅーっという肉の焼ける音が、美味しそうにキッチンに響ひびいた。

「お、おお。おおおお!?　み、見てくーくん！　あたしいま、お肉を焼いてるよ！　お料理してるよ！　すごくない!?」

「全然すごいことじゃないんだが、花蓮がやると凄すごく見えるから不思議だ……」

「……ねえ、ところでくーくん？　このアッツアツのお鍋に、あたしの手をじゅーってやったら、どうなるのかな？　それは、どんだけ熱くて痛いのかな？　うへへへ……」

「お、おい、花蓮……？　お前、ドＭとは言っても、違うよな？　こういう時、自分の衝動に身を任せるほど、バカじゃないよな？」

「うん、もちろんだよくーくん。さすがにいま、そこまではしないってー」

「そ、そうだよな！　悪かった、変なこと言って……」

「今じゃなくて、あとで──あたしが家に帰ったら、やけどしない程度の熱さでやってみるから、心配しないで！」

「結局やるんじゃないか！　やめとけって！」

「だから心配しないでってば。……もちろん、強火はヤバイと思うよ？　でもね、安心してくーくん。あたし、中火でやるから！　中火くらいだったらへっちゃらだよ！」

「料理ど下手のお前が、中火の何を知ってるんだ！」

　とまあ、そんなこんながありつつも。それ以降は順調（？）に、俺と花蓮の愉ゆ快かいなクッキングは進んでいき──そうして随ずい分ぶんな時間をかけたところで、遂ついにその時は訪おとずれた。

「完成ー！　名付けて！　花蓮ちゃんの愛情ごろごろ肉じゃがでーす！」

「にんじんはゴロゴロどころか、しなっしなだけどな」

「余計なこと言わないでよくーくん！　──さ、食べてみよ！」

　それぞれの皿に肉じゃがを盛り付け、いそいそとテーブルに運ぶ。いま言った通り、にんじんは細く切り過ぎたためしなっしなになってしまったが、それ以外は割とまともにできており、意外と美味しそうだ。

　俺と花蓮は対面になって座り、手を合わせた。声が重なった。

「「いただきます！」」

　勢いそのままに、まずはじゃがいもを箸はしで掴つかむと、一口食べた。──ほろり、と口の中でほどける。なるほど、肉じゃがだ。確かに肉じゃがではあるんだが、しかし……。

「……あんま味しないな……」

「そ、そうかな？　そんなことないと思うけどなー。あたしの愛情が、味の薄うすさをカバーしてると思うけどなー」

「カバーって言っちゃってるじゃん。花蓮も、味の薄さを自覚してるんじゃん」

「……あ、あれだよね！　マヨとかかけたら美味しいよね！」

「マヨかけて美味うまくならないものとかないから」

「…………う、ううっ……うううううっ……！」

　俯うつむけた顔を手で覆おおい、小さく嗚お咽えつを漏もらし始める花蓮。──ちなみに、調理時間は一時間半。随分と時間をかけた割に、どうにもほろ苦い結末となった。

「で、でも、食えないほどじゃないからさ。な？　そう落ち込むことはないって」

「ううう……くーくん、優やさしい……くーくんって、いつもじゃないけど、たまにすごく優しいから、好きだよ……」

「う……お、おう……」

　花蓮が何気なく零こぼした言葉に、つい赤面してしまう俺。……あまり軽々しく、好きとか言わないで欲しかった。だってその度たびに、昔、俺が花蓮に抱いだいていた気持ちを──もしかしたら、今もあるかもしれないその気持ちを、意識してしまうから。

　俺がそんなことをぐるぐる考えていると、顔を上げた花蓮が目元を拭ぬぐいつつ、言った。

「じゃあ、またあたしが料理したら、くーくん……一いつ緒しよに食べてくれる？」

「…………」

「なんですぐに『うん』って言ってくれないのさばかばかくーくんのばか！」

　もちろん頭の中ではするべき返答をわかっていた。それでも口が動かなかったあたり、心というのは正直だなーと、俺はうっすい肉じゃがを食べながら思うのであった、まる。
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　それから十数分後。微び妙みような味付けの肉じゃがを何とか二人で食い終え、お互たがいにため息をつきながら人ひと心ごこ地ちついた──そんな時だった。

「そういえば、くーくん。あたしに、何か聞きたいことでもあるんじゃないの？」

　花蓮はそれこそ、次に始まる授業の時間割を聞くような気軽さで、そう言ってきた。

　その発言を受け、ついたじろいでしまう俺。……まるで本心を見み透すかされたようで、どうにも居心地が悪かった。

「な……き、聞きたいこと？　って、そんなのは、別に──」

「嘘うそ。あたしバカだけど、これでもくーくんの幼おさな馴な染じみだからねー。記き憶おくが無くなっちゃったとはいえ、あなたはくーくんだもん。あたし、くーくんのことなら結構わかるんだよ」

「…………」

「楽しい時間も過ごせたし、いいよ？　もう大だい丈じよう夫ぶだよ、本題に入っても」

　花蓮はそう言って、にぱっ、と人好きする笑え顔がおを俺に向けた。……そっか、バカでも幼馴染、か。普ふ段だんそう見える言動はあまりないけど、彼女はもしかしたら三人の中で一番、俺のことを理解している女の子なのかもな……。

　そんなことを考えつつ、彼女の笑顔に観念した俺は、静かに口を開いた。

「花蓮との過去を、見たんだ」

「……そっか。どんな？」

「どういう経けい緯いでそうなったのかまではわかんなかったけど、俺とお前が幼馴染をやめた場面で──何というか、花蓮が俺を気き遣づかって、そうしてくれたみたいな雰ふん囲い気きだった。どうやら二人の関係が上手うまくいかなくなって、だから一度距きよ離りを置こう、みたいな……そういう記憶だ」

「……そっかー、思い出しちゃったかー」

　花蓮は苦い顔でそう言うと、ぐーっと一つ伸のびをする。感情的になっている様子はないが、それでも。この話題をしんどく思っているだろうことは、表情から隠かくせなかった。

「くーくんが最初、過去の記憶を取り戻もどしたって言ってきた時から、こうなることはわかってたんだけどね……あたしはいつか、くーくんに全部話さなきゃいけなくなるって、わかってたんだけどな。いざその時が来るとなると……えへへ、ちょっと緊きん張ちようするかも」

「……過去のこと、教えてくれるのか？」

「うん、もちろん。そこまで思い出しちゃったんなら、もうほとんどバレてるようなもんだしね。だいたい、隠し通せるものでもないし。もし本当に隠し通したいんなら、それこそ、くーくんから離はなれなくちゃいけないもん。そんなの──もう二度と、あたしにはできないよ」

　微び笑しよう。苦笑。それの繰くり返し。花蓮は感情のわかりやすい顔を俺に向けながら、静かに言葉を紡つむいだ。その根底には諦てい観かんの念があり、それでも彼女は気き丈じように振ふる舞まっていた。

　そうして花蓮は、あまりにもさらっと。俺に真実を告げた。

「実はね、くーくん。あたし、くーくんのことフッたんだ」

「な──え？」

「ずっと一緒にいて、すごく大切だったのに。……でも、くーくんに恋こい心ごころを向けられて、どうしたらいいかわからなくなっちゃったんだよ。だから、フッたの」

　俺は、花蓮が告げる言葉にこそ、どう反応したらいいのかわからなかった。実際にフラれた記憶はないのに、その事実を突つきつけられたいま、なんだか猛もう烈れつに恥はずかしい気持ちになる。そ、そうか……俺、花蓮に告白して、フラれたんか……。

　──刹せつ那な、予定調和の頭痛が訪れる。花蓮のキーワードをフックに、思い出すべき記憶が思い出される。その映像は頭と胸に痛みを伴ともなって、確かに投とう影えいされた──。





「なあ花蓮。俺、お前のことが好きなんだ。だから、付き合ってくれないか」

「……え？」

　二人で帰路を歩んでいる途と中ちゆうだった。ムードも何もない。それは世間話の延長線上にあるかのように、彼は花蓮に告白した。

　それを受け取った彼女は、当然狼ろう狽ばいする。返す声もかすれ気味だ。

「な、なにそれ？　急になんなのさ、くーくん……お、面おも白しろくない冗じよう談だんやめてよー！　あたし、そんなこと言われても笑えないよー？」

「冗談じゃない。本気だ。本気で、告白してる」

「……そ、それは、いわゆる……愛の？」

「ああそうだ。愛の告白だ」

「…………く、くーくんが、あたしに？　幼馴染のあたしに？」

「いちいち確かく認にんするなよ、しつこいな」

　ぶっきらぼうに告げる彼に、それでも花蓮は慌あわてるのみ。前後不覚になるばかりで、確認の言葉しか返せずにいた。

「え？　じゃあ、なに？　くーくんってあたしのこと、その……え、えっちな目で見てるってこと？」

「…………」

「な──えええええ!?　……あ、あれ!?　あ、あたし達って確か、すんごい仲の良い幼馴染で、とっても最高な親友って……あたしがそう思ってただけなの!?」

「いや、俺にとってもそうだったよ。これまで、俺とお前が続けてきた関係は、そういうものだった。男友達のいない俺にとって、お前は最高の親友だったんだ」

「か、過去形なんだね……」

「ああ。いまは俺、お前のことを抱だきたいと思ってる」

「────」

　あまりにもストレートな物言いに、花蓮はぼっ、と顔をほてらせた。「な、なんて男らしい言葉を吐はくのさ……」彼に気取られぬよう、小さく呟つぶやいた。

　それからは、しばし無言の時間が続いた。どうやら彼女は返事を考えているらしい。そしてそれを彼もわかっているから、あえて何も言わないでいた。

　そうして、五分ほど経過した頃ころ。花蓮は迷いながら、でも正直な気持ちを告げた。

「あ、あたしは、その……くーくんのこと、そういう風に見たことはない、かな……」

「……そうか」

「い、意識しちゃったから、これからはどうなるかわかんないけど……でも、嘘をつかずに言わせてもらうと、あたしは──くーくんとは付き合えない」

「…………」

「大好きだし、大切だよ？　これからも一緒にいたいって、そう思うもん。でもね……えっちなことはされたくない、かな……それは、くーくんじゃない他ほかの誰だれかに。──これから、あたしが好きになる人にあげたいって、そう思うんだ」

「……わかった。悩なやませて悪かったな」

「そ、そんなの、こちらこそだよ！　……付き合ってあげられなくて、ごめんね？」

　そんな会話があって、だから二人はどちらからともなく、繋つないでいた手をほどく。

　温ぬくもりを失った左手と右手が、それぞれ行き場を失い、寂さみしげに揺ゆれていた──。






「最高に嫌いやなこと思い出したぞ、おい……」

「……えへへ」

　俺が当時の記憶を取り戻した事を何となく察した花蓮は、ばつが悪そうに笑う。一方の俺は、そんな彼女のことをまともに見れないでいた。──くっそ恥はずい！　俺の目の前に、俺のことを気持ちよくフッた女の子が座っている。なかなかの拷ごう問もんだった。

「それから、あたし達の関係は変わっちゃってね……あたしはくーくんのことをフッたけど、それでも、くーくんと一緒にいたいって望んだの。でも、そんなあたしと一緒にいるのが、くーくんにはきつかったみたい……無理、させちゃってたんだ」

「…………」

「くーくんは、あたしのことが好きなのに。それでもあたしは、くーくんと幼馴染でいようとした。くーくんにも、ただの幼馴染でいてくれるのを望んだの。……そのうち、そうしてくーくんの告白を『なかったこと』にして、それでも一緒にいること自体が、くーくんをすっごく傷つけてるって、わかっちゃってね。だから、あたしは……いっぱい悩んだけど、でも……結局、『幼馴染をやめよう』って……くーくんにそう言ったんだよ」

「ああ。あの時の記憶は、そういう……」

　思い出した順番はあちらが先だが、時系列は逆なのだ。俺が花蓮に恋をする→彼女にコクって見事フラれる→一緒にいられなくて幼馴染を解消、という順序。それから俺はあの事故にあって、それらのことを全部忘れた、という訳か。

　俺がそう整理していると、花蓮は酷ひどく儚はかなげな表情を浮うかべたのち、その顔を俯けた。

「……あたしが、お子様だったんだよね。ずっとくーくんと一緒にいて、仲の良い幼馴染で、いつまでもそうやっていれるって思ってたんだよ。──男と女、なのにね。それでも、なんでかな。くーくんとあたしは何があっても離れないって、そう思ってたんだ。あたしはくーくんの半分。くーくんもあたしの半分。だからずっと一緒──なんでそんなことが信じれたんだろ。そんなの、恋に恋する乙女おとめよりも、夢見がちな妄もう想そうなのに」

「花蓮……」

「……ごめんね、くーくん。ちょっと話が脱だつ線せんしちゃった。戻そうか」

　花蓮は努めて明るくそう言うと、作ったような笑みを俺に見せた。それが強がりだということはわかっていたけれど、それには気づかぬフリをする。俺はただ彼女の強がりを優やさしさと受け取って、それに微笑を返した。

「時期で言うと、もう半年も前かな。くーくんをフッて、それから決別ってことになっちゃったのは。……ここからは、くーくんに初めて話すことなんだけどね。くーくんと幼馴染じゃなくなってからのあたしは、その……マジで落ち込んだんだー……」

「……ずっと一いつ緒しよ、だったんだもんな」

「うん。くーくんと一いつ旦たん離れるって、自分で決めた筈はずなんだけどね。でも、ありきたりだけど……大切なものって、それを失った時じゃないと本当に、本当の価値ってわかんないから。それこそ、あたしの心が欠けちゃったみたいな、そんな喪そう失しつ感かんだった。……ふとした瞬しゆん間かんに泣いたりとか、しょっちゅうだったな。心の欠けた部分から、涙なみだが全部落ちてってる感じがしたよ」

「そうか……」

「抱かれてれば良かったなーって、思ったの」

　その強い言葉に驚おどろいて、俺はつい真正面から花蓮を見てしまった。──それを受けても、彼女は柔にゆう和わに笑うだけ。それは花蓮にとって、いまふいに抱いだいた言葉ではなくて、ずっと前からある当たり前の感情のようだった。

「くーくんのことは男として見てなかったよ？　あなたをフッて以降も、くーくんの大切さはわかったけど、それは『友人として』だった。異性としてじゃなくて、人間として大好きだっただけで、やっぱりえっちなことなんかしたくならなかったよ」

「じゃあ、なんで──」

「こんなに辛つらい思いをするくらいなら、我が慢まんしてでもくーくんに抱かれて、それで一緒にいれば良かったって……そう思っちゃったんだ、あたし」

　そう言って寂しげに笑う花蓮。けどそれはまた、少し話が違ちがうような気も……俺がそう思ったのが表情に出てしまったのか、花蓮は小さく頷うなずいてから、言葉を続けた。

「くーくんが求めてるものとは違うから、あたしがあそこで『付き合ってもいい』って言って体を許したところで、結局は上手くいかなかっただろうね。でも──気持ちとしてはそうだったんだよ。くーくんに抱かれることと、くーくんと幼おさな馴な染じみじゃなくなること。この二つを天てん秤びんにかけたら、あっさり『くーくんに抱かれれば良かった』って、そうなったの。それくらい、くーくんと一緒にいれないことは、辛かったんだー……」

「なんというか……俺がコクったせいで、ごめんな」

「あははっ。本当に優しいよね、くーくんは……」

　花蓮はそう呟きながら、目の端はしをこする。──涙は浮かんでいない。けれどそれは、零こぼれた涙を拭ふきとるかのような仕草だった。

　そうして紆う余よ曲きよく折せつありながら、花蓮の話の時系列は、現在へと辿たどり着いた。




　　　　◆◆◆




「そんな風に、あたしにとって憂ゆう鬱うつな半年が過ぎた頃──くーくんが事故に遭あった」

「…………」

「まだ話してないことがいっぱいあるのに。まだ一緒に行きたかった場所がいっぱいあるのに。幼馴染に戻もどるのだって、まだしてないのに──あの頃はくーくんのお父さんにも迷めい惑わくをかけちゃったなー。なんでこんなことになったんですかって、泣いて怒おこったこともあったもん。くーくんのお父さんだって、辛かった筈なのにね……」

「……そんで、それから？」

「くーくんが生き返った。飛び跳はねて喜んだよー……幼馴染じゃなくなってから、くーくんが事故に遭うまでだって、割とずーっと泣いてたけど、たぶんあの時が一番泣いたんじゃないかな？　──ともかく、くーくんが生きててくれた。もうそれだけであたしにとっては万ばん々ばん歳ざいだったんだけどね……それだけじゃなくて、くーくんは記き憶おくを失ってた」

「…………」

「ちょっとだけ、嬉うれしかったかな」

　言葉遣づかいの軽さとは裏腹に、それは重たい声こわ音ね、暗い表情で呟かれた。まあ、あくどい発言ではあるしな。それは罪の告白に近いものがあったんだろう。

　無理やり笑おうとして失敗する。花蓮はぎこちない笑え顔がおを見せながら話を続けた。

「酷い女だよね、あたし……でも、そう思っちゃったんだ。くーくんが記憶を失ったのなら、『幼馴染をやめよう』ってあたしが言ったのもナシになったはずで、それに告白とかああいうのも全部なくなって、あたしはまたくーくんの幼馴染に戻れるんだって──やっばい。いまあたし、最低なことしか言ってないや……き、嫌きらわないでね？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだから」

「くーくん……」

　潤うるんだ目で俺を見る。──綺き麗れいな瞳ひとみに射い貫ぬかれた。また、彼女を好きだったことを思い出す。過去と現在がない交ぜになった感情が、俺の胸中で渦うずになっていた。もしかしたら俺は、花蓮のことを、まだ──あまり考えないようにしつつ、俺は話をまとめにかかる。

「ともかく。以上が、お前の話なんだな？」

「……うーん。確かに、あたしが話すべきことは以上、なんだけど……」

「なんだ？　まだ何かあるのか？」

「うん。でもこれは話すべきことじゃなくて、話したいことというか、ええと……」

「ゆっくりでいいよ。待ってる」

　一応、花蓮の話が終わったのなら、俺からも話したいことがあったのだが……とりあえず彼女の話を全部聞いてしまおうと、俺は静かに続きを待った。

　すぅー、はぁーと深呼吸。花蓮は緊きん張ちようした面おも持もちで唇くちびるを舐なめると、それから。

　俺のことを真っすぐ見つめて、雪縫ができなかったことを、はっきりと口にした。

「あたし達、幼馴染に戻れないかな？」

「……ふうん」

「そ、そりゃもちろん、わかってるんだけどね!?　自分から言い出したことを、自分からナシにするなんて、ズルい女だって！　……でも、絶対後こう悔かいしちゃうから。いま言わないで、またくーくんと疎そ遠えんになって、って──それだけは、嫌だと思うんだ。だから、こんなわがままを言うの。あたしはジコチュー女だから。くーくんのことが、大切だから」

「…………」

「諸もろ々もろごめんなさい、くーくん。でも、許してください。──また一緒にいたいの。これからも、一緒にいてください！」

　花蓮はそう言うと、椅い子すから立ち上がったのち、誠意を込こめて頭を下げた。

　よし、整理しよう──花屋敷花蓮。彼女は俺と決別したにもかかわらず、それを隠かくして俺に近づいてきた。幼馴染として一緒にいたいから、真実を隠したまま付き合い続けた。

　バレなければ嘘うそじゃない、という言葉があるが、あれは嘘だ。真実を隠す行いが嘘であり、言わないってことは罪だ。隠す意思があった時点で、そいつは嘘つきでしかない。

　それで考えれば、花蓮は嘘つきだった。

　だから問題は、それを許せるかどうか。俺が記憶を失って、それをラッキーと思い、再び近づいてきた彼女を許せるのかどうかだ。

　そんな訳で俺は、花蓮にこう言った。

「ああ、別にいいよ」

「くーくんはあたしのこと、もう愛あい想そが尽つきてるかもしれな──え？　いまなんて？」

「だから、別にいいって。そう言ったんだ」

「……くー、くん……」

　花蓮は呟つぶやいたとたん、床ゆかにぺたりと座り込んだ。それから、顔を両手で隠して「うっ、ううっ……」と嗚お咽えつを漏もらし始める。──激しい声音で、俺を糾きゆう弾だんするように続けた。

「な、なんであたしのこと、許してくれんのさあああああ！　おかしいじゃんそんなの！　あたし、こんなに酷い女なのに、ふざけんなよおおおお！」

「……え、なに？　お前いま怒ってんの？」

「嬉しいんだよおおおおお！　ありがとおおおおお！」

　花蓮はいきなりそう叫さけぶと、立ち上がって俺に抱だきついてきた──というか、タックルしてきた。「うお!?」俺は椅子に座ったままだったので、すげえ危なかった。なんとか耐たえ、彼女が俺にしがみつくままにしてやる。……香こう水すいか何かの、甘い匂においが鼻をくすぐる。それに内心でどぎまぎしていると、次いで彼女は、俺の胸に顔を埋うずめて泣き始めた。

「うううっ……！　あ、あたし、くーくんにえっちなこと、させてあげられない……それでもいいの？」

「あ、ああ、いいよ……」

「ううっ、ありがとう……ありがとう、くーくん！」

　正直な話、いま俺が花蓮に抱いている感情というのは、複雑でわかり辛づらくて──好きなのは、間違いない。俺が花蓮のことを好ましく思っているのは本心だけど、それが恋れん愛あい的にもそうなのか、過去の俺の思いを未いまだ引きずっているのか、その辺りはわからない。

　でも、一つだけ言えるのは──俺は花蓮と、幼馴染に戻りたかった。これからも一緒にいたいと、そうは思っていて、だから彼女のことを余よ裕ゆうで許せてしまったのだ。

「ううう……」そうして、花蓮は静かに顔を上げる。予想外に綺麗な面容。目が赤らみ、涙の線が残る程度で、ぐしゃぐしゃにはなってない顔で笑みを形作ると、彼女は告げた。
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「これからまた、よろしくね！」

「ああ、よろしくな」

　正直、雪縫の件といい今回といい、甘ちゃんな気がしないでもない。

　──ただ、俺にとって大切なのは、幼馴染と元に戻れるいまだから。

　もしかしたら昔の俺には、勝手に仲直りしやがってと怒られるかもしれないが、そんなのは知ったこっちゃないのだった。

「これから何があっても──転校とか就職とか結けつ婚こんとか、そういう何かしらがあっても、ずっと一緒にいようね、くーくん！」

「それは保証しかねる」

「なんでそういうとこは変に真ま面じ目めなのさっ!?」

　早さつ速そく調子に乗ってきた彼女に冷たいことを告げると、花蓮はわかりやすくうろたえた。俺はそんな幼馴染の様子がおかしくて、つい笑ってしまう。

　──一度失ったものを、こうして取り戻せたこと。

　それはきっと俺にとっても、幸せな出来事に違いなかった。








最終章　鼓こ膜まくに届かないアイラブユー






　欠けていた体に、少しずつパーツが戻りつつあった。

　雪ゆき縫ぬいとのことは、新しく関係を始めた形なので、自分を取り戻した──というのとは違うんだけど、花か蓮れんとのあれこれに関しては、随ずい分ぶんと欠けたものが返ってきた感がある。

　過去の俺といまの俺は、あの事故──ではなく事件によって断絶されてしまったけど、そのリンクが徐じよ々じよに回復しているような、そんな錯さつ覚かくさえあった。

　だが、まだ足りない。

　病院で目覚めた当初と比べたら随分人間らしくなったが、ふとした瞬しゆん間かんに自身の体を見下ろすと……胸のあたりに大きな空くう洞どうがあるのを、意識せずにはいられないのだ。

　──欠けているのは、あの日の記憶。俺が死にかけた、あの事件の記録。

　繰くり返しになるが、犯人探しはしたくない。それを明確にしてしまうことが怖こわいから、その記憶を探さぐりたくない気持ちもあるんだが……それでも。その欠損を取り返したいと。

　欠けた自身を意識する度たびに、俺はそう思わずにはいられないのだった──。




「あ、くーくん！　やっほー、一いつ緒しよに帰ろー！」

　放課後。俺が校庭の端を歩いていると、そう声をかけられた。振ふり返るとそこには、こちらに駆かけてくる花蓮の姿。笑みを浮うかべる彼女を見かけて、俺も嬉しくなった。

「おお。じゃあ帰るか」

　そうして俺と花蓮は隣となり同どう士し、並んで歩き出す。──何だか変な安心感があった。彼女に関する記憶の全すべてを取り返した訳ではないのに、重要っぽい記憶のほとんどを思い出せたからだろうか。こうして花蓮が隣にいてくれるだけで、どうにも心ここ地ちよかった。

「えへへー。嬉しいなー、嬉しいなー！　くーくんとこんな風に、また幼おさな馴な染じみとして一緒に帰れるなんて。幸せだなー」

「そ、そうか……」

「うん、幸せだよー。ありきたりだけど、こういうのを幸せって言うんだろうね」

　小さくスキップをしながら、恥はずかしいことを言う花蓮。そういうのをさらっと言われるのは、未だ慣れないんだが……でもまあ、事故があったことによって、花蓮とこういう関係に戻れたというのなら──あれは最悪な出来事だったけど、その結果はそう悪いものではなかったのかもしれないと、俺はそんなことを考えるのだった。

　そう感傷に浸ひたっていたら、突とつ然ぜん、花蓮がスカートのポケットから何かを取り出した。

「はい、くーくん。キャラメルどーぞ！」

「キャラメル？　……それって、確かあれだろ？　喧けん嘩かした後には二人で渡わたし合って、そしたら仲直りってやつ。悪いけど、俺いまキャラメル持ってないぞ？」

「ああ、違ちがうよくーくん。確かにそういう意味合いでずっと渡し合ってきたけど、これは違うんだよ。──あたしがあげたいと思ったから、あげてるだけ。くーくんからはいらないの。あなたに食べて欲しいから、あげるだけだよ」

「……そっか。ありがとう」

　俺は花蓮からキャラメルを受け取りつつ、その言葉に『幸福の王子』を連想した。花蓮もまた雪縫と同じように、俺の死を前にして、小さく革命が起こったりしたんだろうか。

　そんなことを考えていたら、花蓮は不意打ち気味に、違う話題を切り出してきた。

「そういえばくーくん。いまスマホってどうなってるの？」

「ん？　どうなってるのって……どういうことだ？」

「だからー。くーくんていま、スマホ持ってるじゃん？　それはこの間、くーくんと一緒に帰ってる時に、くーくんがスマホを出してたから知ってるんだけど……それなのに、ラインが全然既き読どくになんないんだもん。どうなってんのかなーって」

「ああ、そういうことか……」

　それはたぶん、雪縫には話したけど、俺のスマホが事故でダメになったので──少し前の土曜日に、父さんと一緒にスマホを新調したためだ。花蓮と連れん絡らくが取れていたスマホは事故で壊こわれてしまったので、いま俺が持つスマホとは連絡が取れていない訳である。

　そのことを説明すると、花蓮は学生カバンから自身のスマホを取り出しつつ、言った。

「そっか。じゃあもう一回、ラインのＩＤ交こう換かんしよ！」

「……お、おお。そうだな」

　俺は言いつつ、まだ真新しいスマホを颯さつ爽そうと取り出した。そして静かに停止する。

　一方の花蓮は、鼻歌混じりにスマホの画面を操作し、「あたしがＱＲコード出す？　それとも、ふるふるする？」と尋たずねてきた。俺はさらに硬こう直ちよくした。

「ああと、その……お、俺がＱＲコードをかますから、お前が受け取ってくれ」

「？　わかったー。じゃあ出して？」

「…………いや、やっぱ待て花蓮。俺がＱＲコードを受け取るから、お前が出すんだ」

「？？？　じゃあ、これだから。読み取って？」

　そう言うと花蓮は、何やら黒い四角で形成されたバーコードみたいなものをスマホの画面に表示し、俺に向けてくる。俺はそれを静かに見つめながら、呟いた。

「うーむ、なるほど。これはいいＱＲコードだな……ああ、芸術性が高い……」

「…………」

「渋しぶみが深いというか、この四よ隅すみに味があるというか、うん……結構なお手前で……」

「貸してくーくん。その最新機種のスマホ、くーくんみたいな原始人にはもったいないから、さっさと貸してくれないかな？」

　どうやら、ラインＩＤ？　の交換方法を俺がまったくわかっていないことが、花蓮にバレたらしい。なんでわかった。お前さてはエスパーか。

　そう思いつつスマホを花蓮に渡すと、彼女は苦く笑しようしながら会話を続けた。

「ま、くーくんって昔からそうだったもんねー。男友達がいない→だからスマホを使わない→いつまでも使いこなせない、って、そういうループの繰り返しだもん。あははー」

「俺にとっては死活問題なことを、楽しい笑い話にしてくれるな。──というか俺、別にスマホを使いこなせてなくはないぞ？　だって、ネットサーフィンとかならできるしな！」

「その程度のことを、胸を張って言われても！　それくらい、最近は小学生だってできるんじゃないかなー……うわ、すごいねこのスマホ。出荷してからそのまんまって感じだよ。せっかく買ってもらったんだから、ちょっとくらいいじったらいいのに」

「あんまいじり過ぎたら、爆ばく発はつするかもしれないだろ」

「おじいちゃんかっ。スマホに変な恐きよう怖ふ心を持ってるおじいちゃんかっ」

　ツッコみ慣れていない感じで花蓮にツッコまれた。ちょっと可愛かわいい。

　そうして、スマホに手慣れてる花蓮にしては意外なことに、そこそこの時間をかけて連絡先の交換が終わった。早速ラインを確かく認にんしてみると、友だちの欄らんに『花はな屋や敷しき花蓮』という名前が出ている。やったぜ！　トモダチ、ゲットだぜ！

「な、なあ花蓮。あとでお前にラインしてもいいか？　俺、記き憶おくを失って以降、父さんとしかラインしてないんだよ。していいか？」

「ううっ……いいよくーくん。あたしでよければ、いっぱいして……！」

「さんきゅー！　よーし、スタンプ押しまくるぞー！」

「あたしだけは、この子の友達でいてあげなくちゃ……！」

　なんか涙なみだ目めの花蓮から同情的な視線を感じたが、全く気にならない。それよりも俺は、勢い買ったはいいものの、全く使う機会のなかったラインスタンプ達を使える機会が訪おとずれたことに、うきうきしているのだった。俺のラインスタンプが火を噴ふくぜ！
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「ねえくーたん。あなた、雪縫さんと友達になったらしいわね」

　それから数日後。いつものお昼休み。──屋上で色いろ町まちお手製の弁当を食べ終え、ぼんやりしていると、隣にいた色町がふいに、俺をじーっと見つめながら、そんなことを言ってきた。……距きよ離りが近く、視線が熱い。俺はついたじろいでしまいつつ、尋ね返す。

「……そ、それ、誰だれから聞いたんだ？」

「もちろん、彼女本人からよ。──謝られたのよ。三人で締てい結けつした同盟のことを、くーたんに話してしまいました、ごめんなさいって。全く、余計なことをしてくれたものだわ」

「へえ。律りち儀ぎなんだな、雪縫って……」

「根が生真面目過ぎるわよ。それを言ってしまったのなら、その時点で裏切り者ではあるのだから、わざわざ私に謝るべきじゃないでしょうに」

　色町はどこか拗すねたような顔で文句を垂れる。……彼女がたまに浮かべる子供っぽい表情は、その顔の造形とマッチしていなくて、だからこそ魅み力りよく的だった。

「つか、自分から同盟のことに触ふれていいんだな？　俺、気を遣つかってというか、それを知ってもどうしたらいいのかわかんなくて、色町や花蓮に対してその話はしてこなかったんだが……」

「ええ。くーたんがそのことを知ってしまったのなら、もう構わないわ。──そもそもの話をすれば、私に秘密があるということくらい、くーたんだって薄うす々うすはわかっていたのでしょう？　それがわからない程ほど、あなたは鈍どん感かんではないもの」

「……んー、まあな」

「それでもこうして、普ふ通つうであろうとしてくれる。そんなあなたが私は好きよ」

　色町はそう言いながら、俺の頬ほおを指でぷにぷにつついてくる。軽率な言動はやめて欲しかった……え、何な故ぜかって？　好きになっちゃうからに決まってるだろ！　女子に免めん疫えきのない男子は、女の子に好きって言われたり、頬をつつかれるだけでイチコロなんだよ！

　そう心の中だけで思いつつ、俺は色町のぷにぷにから顔を逸そらして逃にげると、呟つぶやいた。

「ほ、本当、お前はたまに、どう返したらいいのかわからんことを言ってくるよな……」

「ふふっ。ともかく──同盟についてはいいとして、雪縫さんのことよ。くーたん、彼女と友達になったのかしら」

「……う、うん、なったよ。一緒にいた過去はないけど、魅力的な女の子だったからさ。ちゃんと話し合って、そうなったんだ」

「…………」

「なんか学生カバンがさごそしてっけど、まち針とか探さないでくれな？」

「はっ──そ、そんなことする訳ないじゃない。おほほほ」

「笑い方が図星を突つかれた時のそれなんだが……」

「本当に上手うまくやったものだわ……最低限の嘘うそで、最良の結果を手に入れているじゃない、あの子……憎にくたらしい」

「おーい。独り言のボリュームでかいぞー」

「おほほほほ」

　わざとらしい声で笑う色町。誤ご魔ま化かし方が絶望的に下手だった。

　そうして、誤魔化し笑いを収めた色町はそれから、少し沈ちん鬱うつな表情を浮かべて続けた。

「けれども、羨うらやましい限りね。自分のことをつまびらかにして、それでも受け入れてもらえるというのは……当然、嫉しつ妬と心しんもあるけれど、そればかりは純じゆん粋すいに羨せん望ぼうしてしまうわ」

「……色町、お前は──」

「私のことは、まずはいいじゃない。──どうせいつか、見み損そこなう日が来てしまうのだから。それまではせめて、こうしていましょう？」

「…………」

　危あやうい会話だった。まるでビルとビルの間に渡したロープの上を、命いのち綱づななしで歩いているかのような。俺か彼女に踏ふみ外す意思があったら、それだけで終わる会話だ。

「具体的には、もっとどうでもいい話──私のブラジャーのカップ数が、また一つ上がった話とかしましょうよ」

「話題の落差すごいんだけど」

「それとも、それはくーたんにとっては、どうでもいい話ではなかったかしら？」

「……ど、どうでもいいですけど？　別に？　色町のバストサイズに興味とか？　あんまないですけど？」

「それではここで、くーたんの以前の発言を振り返ってみましょう。ボイスレコーダーの再生ボタン、ピッ」

『おっぱいは、大きければ大きいほど嬉うれしい』

「バカ野や郎ろう俺！　なんて素す直なおなことを言いやがる俺！　でもわかるぞ俺！」

「ふふっ。くーたんが望むのなら、いま触さわってもらってもいいのよ？」

「…………だ、誰が触るか！」

「答えはわかっていたけれど、少しばかり懊おう悩のうしてくれた、その間がとても愛いとしいわ」

　色町は大人びた笑えみを俺に向けながら、そう告げた。それに対して俺は、赤らんだ顔を俯うつむけることしかできない。さっきまで真しん剣けんな会話をしてたのに、どうしてこうなった。

　そう思った俺はつい、話題をもとあった場所に戻もどした。戻してしまった。

「い、色町のカップ数はともかく──正直な話、俺はお前がどんな秘密を持ってようが、割と許せそうな気はしてるんだけどな。……雪縫のなんか軽かったけど、それこそ、花蓮の嘘だって許せた訳だし──」

「……花蓮？　もしかしてくーたん……花屋敷さんの、ことも？」

「ああ、許したけど……あれ？　それは聞いてないのか？」

「ええ……だって私が聞いたのは、雪縫さんからだけで……そう……そうなの……」

　まずった、口を滑すべらせたか。そう思った俺は、色町の顔色を確認する──愕がく然ぜんとした。

　彼女は血が出そうなほどに唇くちびるを噛かみ、虚こ空くうを睨にらみつけていたのだ。激しい感情がぐつぐつと、色町の腹の中で煮にえたぎる音がする。幽かすかに零こぼされた言葉は「あの女──まだ、私とくーたんのこと──どうしてあいつは邪じや魔まばかり──」という断だん片ぺん的なもので、けれどその意味は、俺の中にじくりと染しみ込んできた。

「い、色町？　どうしたんだ、お前……」

「……ごめんなさい、くーたん。私、少しばかりお花を摘つみに行ってくるわね？」

「あ、ああ。行ってらっしゃい……」

「具体的には、女子トイレでおしっこをしてくるわね」

「なんで一回オブラートに包んでくれたのに、それを溶とかしてしまうのか」

「ふふっ。それじゃあ、失礼するわ──」

　色町はそう冗じよう談だんめかして笑ったが……付き合いの短い、記憶の欠けた俺でもわかった。

　彼女は本当にトイレがしたい訳ではなく、トイレに行くと嘘をつかなければならない程の感情を、抱いだいてしまったのだということは──。




　そんなことがあった、翌朝。ホームルーム前の教室で、異変は唐とう突とつに起きた。

「あ。おはよう色町」

「……おはよう、くーたん」

「なあお前さ、いまコンビニで新発売してるチーズケーキ、知ってるか？　普通のチーズケーキを倍濃こくしたっていう、濃のう厚こうチーズケーキなんだけどさ、あれ本当に美味うま──」

「あの、くーたん……？　本当に申し訳ないのだけれど、その……少しだけ、構わないで貰もらえるかしら」

「────え？」

　俺の口から声が漏もれた。か、構わないで欲しい？　色町が？　いつもなら積極的に絡からんでくるのは、色町の方なのに……俺はつい動どう揺ようしつつ、彼女に尋たずねた。

「そ、それは、なんで……理由は？」

「少しばかり体調が悪くて、ね……だから、放ほうっておいてくれない？」

「体調が悪いのなら、保健室に行った方がいいんじゃないか？」

「そこまでではないのよ？　けれど……ごめんなさいね」

「そっか。わかった……」

　ただ了りよう解かいはしたが、納なつ得とくはしていなかった。何故ならいまの色町は、見るからに血色の良い顔をしていたし、その代わりに申し訳なさそうな……辛つらそうな表情を、その顔に浮うかべていたから。

　それから時間は経過して、お昼休み。俺はいつものように、色町のいる方に──隣となりに向き直った。できるだけ何もわかっていないフリをして、彼女に話しかける。

「それじゃあ、一いつ緒しよに昼メシ──」

「ごめんなさい、くーたん。私、これから少しばかり用事があるから……今日はお昼を一緒に食べることができないわ」

「……ええと。それは、どんな用事なんだ？」

「あなたにそこまで説明しなければいけないかしら」

　その発言には驚おどろいた──というか、違い和わ感かんを覚えた。

　今まで色町は、俺に様々なことを言ってきた。ヤンデレ発言、爆ばく弾だん発言、ぶっとんだ発言──しかし、どれだけおかしなことを言ってきても、俺に対する攻こう撃げき的な言動はほぼほぼなかったのだ。それこそ……記憶の中の彼女には、随ずい分ぶんと攻撃されたみたいだけど。

　でも、いまのは完全に、俺に対する拒きよ絶ぜつだった。これ以上踏み込まないで、という色町からの反撃。何が彼女をそこまで、攻撃的にしているんだ……？

「…………」

　思っていると、色町はわかりやすく沈しずんだ表情を浮かべ、静かに顔を俯ける。言ってしまったことを後こう悔かいしているみたいで、なんだかいたたまれなかった。

「とにかく、今日は無理なんだな？」

「ごめんなさい……ただ、お弁当は作ってきたわ。良かったら食べてもらえる？」

「ん……いつもありがとうな」

「いいのよ、私が望んでしていることだもの」

　色町は言いながら、ピンクの風ふ呂ろ敷しき包づつみに入ったお弁当を、ごとり、と俺の机の上に置いた。それから、自分のぶんの弁当だけ持って、教室を出て行ってしまう。──それは、ここにある何かから、逃げ出すかのように。

「……避さけられてんのか？　別に、嫌きらわれた訳じゃなさそうだけど……」

　本当に嫌いやなら、弁当も作ってこない筈はずだしな。俺はそう思いつつ、風呂敷包みを開ける。次いで蓋ふたも開き、マイ箸はしで弁当を食べようとしたが──手が止まった。それは何故なら、ご飯が敷しき詰つめられたスペースの右下に小さく、桜でんぶでこう書かれていたからだ。

『Don't hate me.』

　いやなんで英語なんだよ。

　思わず内心でそうツッコんでしまったが、何というか、これが今日の弁当にある意味は意外と深そうだった。『私を嫌わないで』──どうやら彼女にとっても、俺を避けるのは本意ではないらしい。それでもそうするということは、何か理由があるのだろうか。

　考え考えしつつ、俺は色町が作ってくれた弁当を食べ始める。もちろん美味おいしい。花蓮とは違ちがい、彼女は料理に長たけているので、それは美味しいのだが──それでも。

　今日の弁当はいつもより少しだけ、味気ないのだった。




　　　　◆◆◆




　色町はそれ以降、俺のことを露ろ骨こつに避けるようになった。

　原因としては、この間彼女とした会話がまずかったんだろう。それは何となくわかるが、それ以外はわからない。とりあえず不安に思った俺は、花蓮に「色町に気をつけてくれ」とだけ連れん絡らくし、色町とはいつも通り、コミュニケーションを取ろうとしたのだが──。

「……ごめんなさい、くーたん。今日も用事があるのよ。だから……失礼するわね」

　結果はこの通り。理由も判然とせぬまま、俺は色町から距きよ離りを置かれ続けていた。

　そうして関係が途と絶ぜつしてから、十数日後。

　結局、心配していた花蓮の方も、何らかのアクションを色町に起こされた気配はなく、だから起きていることといえば、ただ俺と彼女が没ぼつ交こう渉しようになっているのみだった。

　そしてついに、その日の昼。教室を出ようとする色町の前に、俺は立ちふさがった。

「……くーたん。申し訳ないのだけれど、今日も用事があるの。お弁当なら昨日と同じ場所、あなたのロッカーに入れておいたわ。だから、どいてくれるかしら……」

「お前、用があるって言いながら、女子トイレでメシ食ってるだけじゃないか」

「……尾び行こうなんて、あまり褒ほめられた趣しゆ味みではないわね」

「色町こそ、なんで一緒に食べてくれないんだよ……俺、なんか気に障さわること言ったか？　記き憶おくが足りないから、お前を傷つけたのか？」

「まさか！　そ、そんなのは、違うわ……」

　言葉はそこで地に落ちる。どれだけ待っても、続きは紡つむがれなかった。

　以前とは随分と印象の変わった、沈ちん鬱うつげな表情を浮かべる色町に、なんだかやるせなさを感じる。だからか、俺の口は溜たまった感情を吐はき出すように、勝手に喋しやべりだした。

「なんか俺が悪いことを言ったのなら謝るよ。──でもさ、何がどう悪かったのか、どうしてこんなことをしてるのか、言ってくんないとわかんねえって……お前の中だけで完結しないでくれ。ちゃんと理由をぶつけてくれよ……」

「……理由は言えないわ。行動に対する説明はできない。……説明ができないということしか、私からくーたんに言えることはないのよ」

「色町……」

「ごめんなさい」

　俺の脇わきを通り抜ぬけ、教室を出ようとする色町。なので俺は咄とつ嗟さに振ふり向くと……つい、彼女の手首を握にぎってしまった。「な──」色町は驚いた顔をする。自分でもびっくりだ。いきなり何をしているんだ俺は。そう思う俺もいるのに、この手は確かに握っていた。

　それは、細い腕うで。脆もろそうな手首。──痛ましげに巻かれた、白い包帯。以前料理をした際に切ってしまったと言っていたその傷は、未いまだ癒いえていないようだった。

「────」

　それに気づいた瞬しゆん間かん、かちり、と。俺の中で何かが変わった。──もっとちゃんと、色町のことを知りたい。そういった感情が、胸の内から自然と湧わき上がってきた。

「は、離はなして……こんなの、女性に対する扱あつかいではないわよ……？」

「正直な話をさせてくれ。──俺は、お前との記憶を取り戻したい」

「…………」

「それは、お前個人を大切にしてるっていうのとは、違うかもしれない。嫌な言葉を使うとすれば、利己的でしかないんだと思う。でも──こんな風に終わりたくないんだよ、色町。だって俺、お前のこと、まだなんも知らないんだ。だから、知りたいんだよ」

「……知られたくないのよ」

　これまでどこか行き違いになっていた感情が、真正面からぶつかった。明確な説明はなかったけれど、彼女が抱いている感情には、いま確かに触ふれた気がした。

　色町は俺を見つめる。涙なみだは出ていない。けれど潤うるんだ瞳ひとみが、俺を射貫いていた。

「他ほかの誰だれにバレたっていいの。私の本質が醜みにくいものだと、嫌けん悪おされたって構わないわ。けれどね、くーたん。あなたに拒絶されるのが、私は一番怖こわい。──失なくしたと思った光だから。もう一度失ってしまうのが、死ぬよりも怖いのよ」

「…………」

「だから私は、もう壊こわれたくない。そのために、手を離してくれないかしら」

　──途と端たん、鋭するどい痛みが脳のう髄ずいを刺さした。血液の管の中、頭ず蓋がいの内部を小さな針が駆かけ巡めぐる。痛み、痛み、痛み。そんな苦痛の中で、その記憶がほじくり返された──。





　色町は彼の手首を握り、引き寄せた。

　足元がぐらつき、彼は彼女のもとに向かっていく。顔同士が急接近し、そのまま──唇くちびると唇が重なった。それは彼にとっても、彼女にとってもファーストキスであった。

[image: ]

「んむっ!?」

「んっんっ、んっんっ」

　しかし、行こう為いはそれで終わらない。色町は引き寄せた彼の唇を、貪むさぼるように吸い上げた。次いで彼の口こう腔こう内に、舌を差し入れようとする。だが彼はそこでようやく反撃、彼女を両手で突つき飛ばした。色町は尻しり餅もちをつき、「きゃん！」と可愛かわいらしく呻うめいた。

「な、何してんだよお前！　こ、こんな……教室で……！」

　彼は周囲を見み渡わたす。朝も早い時間だったため、これを目撃した者はいなかった。しかしだからといって、集団行動を学ぶべき教室でこのような強行は目に余った。

　だというのに、彼女は悪びれもせずに言い放つ。薄うすく笑えんですらいた。

「くーたんがいつになっても、形をくれないからじゃない」

「か、形って……」

「なんでもよかったのよ。付き合うのでも、キスでも、セックスでも。花屋敷さんを超こえる何かが欲ほしかったの。それなのに、くーたんはくれなかったじゃない。だから私は、自分から望んだ──それは悪いことなのかしら」

「色町、お前……おかしいよ……」

「──くーたんが壊したのよ？」

　色町は笑みを形作る。それはサーカスのピエロによく似ていた。

「くーたんと出会うまで、私はつまらない女だったわ。それはもしかしたらそのままで、ずっとつまらない人生を送って、つまらない結けつ婚こんでもして、つまらない──けれど一いつ般ぱん的には幸せと呼ばれる日々を送っていたのかもしれないわね」

「…………」

「けど、そうはならなかった。ならなかった結果が、これよ」

　彼は静かに目を逸そらした。自問自答を繰くり返す。……疑問は溢あふれて尽つきない。けれど、それに対する解答は一つも出てこない。彼は顔をしかめるしかなかった。

　ただ、覚かく悟ごだけはとうにできていた。だから彼は静かに、彼女に告げた。

「話をしよう、色町」

「……話？　どんな楽しい話かしら」

「いまじゃない。俺にも整理の時間が欲しいからな。場所は……そうだな。俺とお前ん家のちょうど中間くらいに、公園があっただろ？　月つき吉よし公園だっけか。放課後、一度家に帰ったら、あそこに集まろう。いいか？」

「ええ、構わないわ」

「そっか。それじゃあ、必ず来てくれよな」

　そうして、その時間が訪おとずれるまで、彼はそっと色町から離れた。

　話すべきことはいっぱいある。その全すべてがちゃんと彼女に届くことを願って、彼は感情の整理を始めたのだった──。






「…………」

「見てしまったのね、醜い私を」

　いつの間にか離していた手。どうやら色町は、俺が何か核かく心しん的な記憶を取り戻もどした事実に気づいているらしい。当然、冷静ではいられなかったが、それでも彼女を見返した。

　俺の足が少し震ふるえている。それに気づいて、色町は悲しげに笑った。

「そう……それじゃあ、おしまいかしらね。私がくーたんを避けていたのは、記憶を見せないためではなかったけれど……核心に触れたのなら、もう終わりだもの」

「…………」

「私はこんなだから、今度は壊さないようにと、そう思っていたのだけれど──ふふっ、本当に馬ば鹿かだわ、私。そんなこと、初めから無理だとわかっていた筈なのにね」

　色町はそれだけ言い残すと、今度こそ教室から出て行った。──どん、と扉とびらの閉まる音。それに意識を戻された俺は、彼女に続いて教室を出た。

　廊ろう下かに、髪かみの長い少女の後ろ姿を見つける。色町の背に向かって、声を出した。

「──話をしよう、色町！」

「え……？」

　振り返る。まるでそんなことは予想していなかったと、そんな顔をしていた。

「正直、お前と話をすることで、何が終わって何が始まるのか、わかんないけど……でも、もう一度、話がしたいんだ。──お前のことを全部、教えてくれ。俺はそれを受け止めた上で、考えるから。諦あきらめないで、話をしよう」

「くーたん……」

「場所は俺が事故った現場だ。放課後、待ってるから」

　俺の言葉を聞いて、泣き出しそうな顔をする色町。けれど彼女はそれ以上俺を見やることもなく、そのまま廊下を直進していった。

「はあ……」

　一方の俺は、種々様々な感かん慨がいを込こめて、小さく息を吐いた。……自分でも自分がよくわからなくなっていた。記憶を取り戻したい。それが大前提で、だからこの行動も自然なものではあるんだが……どうして俺は未だに、彼女と関かかわりたいと思えるのだろうか。

　考えたが、答えなんて出てこない。なのでひとまずは、色町と俺の関係がどういうものだったのか──それをちゃんと知る機会を逃のがさずに掴つかめた事実を、喜ぶことにした。

「とりあえず、放課後だ……」

　俺はそう呟つぶやきつつ、人知れず、もう色町のいない廊下を見やる。

　──欠けていた空くう洞どうが、じきに埋うまる。

　そんな予感だけがひっそりと、この張りぼての体を駆け巡っていた。




　　　　◆◆◆




　そうして放課後。俺が色町と待ち合わせた公園に向かうため教室を出ると、ばったり彼女に出会った。流れで二言三言会話をしていたら、ふいに、彼女はこう言った。

「今日、これから……で、でででで──デート、しませんか？」

「悪い。今日は俺、大事な用事があって……」

「……大事な用事って、なに」

「それを言うこと自体、ちょっとな……」

「私、そのせいで勇気を出して誘さそったデートを断られた。だから、それぐらいの説明、あってもいいと思う。というか、しろ」

「…………」

「私は粘ねばる。きっと。だから早くゲロった方がお互たがいのため」

「なんてお前らしい説得の仕方なんだ……」

　それから十数分後。実際に粘った彼女に根負けした俺は、これから俺が、事故現場である公園に何をしに行くのかを、詳しよう細さいはぼかしつつも話してしまった。すると、彼女は。

「私も行く」

　ただ一言、鋭い声こわ音ねでそう言い切る。……静かに、けれど強い意志を持ってそう告げる彼女に、俺はもう何も言い返せないのだった──。




　とまあ、そんな寄り道がありつつも、現在。俺は月吉公園に足を踏ふみ入れた。

　先にその場所にいたのは、色町の方だった。

　公園のただ中、そこに彼女は佇たたずんでいた。自らの肩かたを抱だくようにして、どこか居い心ごこ地ちが悪そうに。──それでも、俺が望んだ通り、彼女は待ってくれていた。

　俺はそんな彼女に、できるだけ気さくな声音で話しかける。

「ごめんな、色町。待ったか？」

「……いえ。まだ来たばかりよ」

「そっか、それなら良かった。──そんなとこに立ってないでさ、座らないか？」

　そう言って、俺はさびれたベンチに彼女を招いた。元気のない様子で、色町はそこに腰こし掛かける。俺も彼女とさして距きよ離りは空けずに、隣となりに腰掛けた。……本当は彼女のすぐ隣に腰掛けるのはまだ照れる思いがあるんだが、距離を取ることで彼女を傷つけたくなかった。

　そうして、しばし沈ちん黙もくが訪れる。色町は喋しやべり出さない。俺からも、まだ何も言えることはなかった。そんな時間が少しだけ続いて、それから……彼女から口火を切る気がないとわかったところで、俺はその沈黙を優やさしく破り捨てた。

「お前との過去を見たんだ」

「…………」

「最初は、問題なかった。俺と色町は普ふ通つうの友達というか、どこにでもいる男女って感じだった。──それが、お前の感情と共に、関係がズレてきた。俺が花蓮や委員長さんと話してるだけで、お前は嫉しつ妬とするようになった。いきなりキスもされた。その結果、俺がこの場所にお前を呼び立てた。俺が事故にあった、この場所に」

「…………」

「なあ色町。できる範はん囲いでいいから、聞かせてくれないか？　俺とお前の関係が、どういうものだったのか。それから──ここで、何が起きたのか」

「……私がそれを嫌いやだと、ことここに至ってもなお、そんな馬鹿なことをほざいたとしたら、どうなるのかしら……？」

「それは……どうにもならないんじゃないか？　たぶん。それで納なつ得とくできるはずもないから、俺はこれからもお前と一いつ緒しよにいようとするし……でもそれを、お前がこれまで通り避さけ続ける。そんな不毛な関係が続くだけだと思うぞ」

「それでも諦めてはくれないのが、いかにもあなたらしいわね……ふふっ」

　色町はそう幽かすかに笑ってから、ふう、と一つ息を吐はき出した。それはため息ではない。自分の体内に残っていた未練のようなものを、息として排はい出しゆつしたように思えた。

　それから彼女は、観念したかのように、静かな声音で語り始めた。

「あなたが最初、私に話しかけてきた時は、嫌けん悪おすら覚えたわ」

「……ひ、酷ひでえ。嫌悪ってマジか……」

「ええ。そもそもあなたみたいに、私に話しかけてくる人はたまにいたもの。自じ慢まんじゃないけれど、それなりにモテていたのよ。自慢じゃないけれどね」

「いや明らかに自慢の言い方じゃんそれ」

「ふふっ。だから最初、くーたんのことも、そういう手合いに見えたのよ。──私の世界には、色がなかったから。他人はみんな灰色に見えていて、あなたも最初、私にとっては灰色でしかなかった」

「……そっか」

「灰色。灰色。灰色。もともと友達を作るのが下手だったのよ。それに加えて、一人でいられる強さも持ち合わせてしまった。幸い、イジメなどもなかったしね。だから私は、クラスで、学校で孤こ立りつしていた。──そんな時にくーたんが現れて、灰色のくせに、私に対して執しつ拗ようにつきまとってきたのよ」

「灰色のくせにって……」

「当時の想おもいを言葉にしているだけよ？　……だというのに、どうしてあの頃ころのくーたんは、諦めずに続けてくれたのかしらね。私は随ずい分ぶんと手て酷ひどい扱あつかいをしたと思うのだけれど、あなたはそれでも、私との関係を求めてくれた。少しずつ、あなたに色がついていった」

「…………」

「暖色系。優しいオレンジ。──ふふっ、乙女おとめみたいで恥はずかしいわね。でもそんな綺き麗れいな色が、あなたについていった。この灰色の世界で、あなただけが優しい色をしていた。一緒にお昼を食べるようになったのは、この頃ね」

　柔にゆう和わな笑えみを浮うかべ、俺を見やる色町。……あまり見ない穏おだやかな表情に、俺はつい息を飲む。それは気を抜ぬけば心を奪うばわれかねないほど、美び麗れいなほほえみだった。

「それが、一年と半年ほど前かしら。くーたんが話しかけてくれた時期となると、もう少し遡さかのぼるのかもしれないけれど、私にとってあなたとの記き憶おくがスタートしたのは、それくらい過去のことよ」

「一応、俺達はその頃から同じクラスだったんだよな？」

「誰だれかから聞いたの？　ええ、そうよ。くーたんとは一年生の頃から同じクラスだったわ。……この頃は本当に、ただの友人だったのよ。一緒にいるだけで心地よくて、それ以上は要いらなかった。それが、緩ゆるやかな変へん遷せんを辿たどって、変わっていってしまったの──」

「…………」

「具体的なエピソードなんかないわ。私が悪漢に襲おそわれそうになった際、くーたんが颯さつ爽そうと助けてくれて、だから──なんて、そういうわかりやすさがあれば良かったのだけれどね。そうではなくて、私の世界に色をくれたあなたを、大切に思う気持ちが肥大化して、そうなっただけなの。──最初は微かすかな好意だった。小さな、けれど私には大切な、好ましく思う気持ち。それが、どうしてかしらね……いつの間にか、くーたんに嫌悪されるべき醜みにくさにまで、育ってしまったのは」

「そうか……」

「世間一いつ般ぱんではそんな私のことを、ヤンデレと言うのでしょう？　一度調べたのよ、自分の中にある感情がどういうものなのか。でも、そういう近しい言葉は出てくるけれど、結局はそれも、私に当てはまるものではなかったわ。──この感情はそんなに、易やさしくはないもの。そんな言葉でくくれるほど、軽くはなかったのよ」

　もう彼女は笑みを浮かべていなかった。地面を静かに見つめ、それでも言葉を途と切ぎらせないだけで、話していて楽しそうな気配は微み塵じんもない。

　それは、彼女の心を半分に切り分けて、その断面を俺に見せているに等しい行こう為いなのかもしれない。けれど、色町は止まらなかった。

「半年前。くーたんと花屋敷さんの一連のことを、あなたの口から聞かされたわ」

「な……それは──」

　軽率だ。そう感じた。こんな風に俺を思ってくれている色町に対して、花蓮への思いを吐と露ろするというのは、色町のことを考えられていない。昔の俺は──というか俺は、何をやっているんだよ。そう思ったのが顔に出たらしい。色町は微び笑しようと共に続けた。

「ふふっ、そんな顔をしないでくーたん。それ自体は、くーたんの思し慮りよが足らなかった訳ではないのよ。だってそれまでの私達は、本当に、互いにとって良き友人だったもの。私自身も、あなたに抱いだく好意が『恋こい心ごころ』と呼ぶべきものだとはまだ気づいておらず、けれど嫉妬心だけは小さく芽め吹ぶき始めていて、という頃だったわ」

「…………」

「ただ、私の恋れん慕ぼが間ま違ちがってしまったのは、それがきっかけだった」

　それは俺がしでかした過あやまちの筈はずなのに、そう語る彼女の声音に、俺を責める色は微塵もない。──あるのは自責の念。どうしてそうなってしまったのかと、彼女は沈ちん鬱うつな表情を浮かべながら、視線を地面に落としていた。

「あなたがフラれたことよりも、くーたんが花屋敷さんに恋をしていたこと、そこに酷く痛みを覚えてね……だから、どうして痛いのか考えた。考えたから──気づいてしまったのよ。自分の胸の内に眠ねむっていた、おびただしいまでの熱量に」

「…………」

「それ以降は、何となくくーたんも、記憶として見ているんじゃないかしら。私が壊こわれてしまってからは、色々とやらかしたもの……私以外の女とは会話しないで事件、いきなり無理やりディープキス事件、お弁当にこっそり媚び薬やく混入事件──本当にやらかしたもの」

「べ、弁当に媚薬!?　お、お前、そんなことも……!?」

「あ、あら？　少しばかり言い過ぎたかしら……おほほほ」

　色町はそう言ってギャグに落とし込もうとするが、シャレになっていなかった。

　それから彼女は沈鬱な表情になって、沈しずみかけた夕日を見やる。語る声も小さかった。

「……正直なことを言わせてもらえれば、もうこれ以上は話したくないわね……」

「色町……」

「私が恋愛感情を自覚してからは、本当に酷かったもの。くーたんをいっぱい傷つけた。あなたは優しいから、それでも私をそばに置いてくれたけれど……酷いことをしたのよ。くーたんのことが大好きなくせに……大事なものを、大切にできなかった……」

「別に、どうしても話したくないのなら、今日は……」

「……いえ、ごめんなさい。いまのはくだらないわがままだったわ。忘れて。──私だって一応、覚かく悟ごを持ってここに来たはずなのにね。今いま更さら嫌きらわれたくないから、これ以上は話さないなんて……本当に浅はかだわ、私。もう大だい丈じよう夫ぶだから、気にしないで」

　色町はそう言って首を何度か左右に振ふる。彼女の中にあるためらいの感情を振るい落とすかのような仕草のあと、色町はこう言った。

「そんな風にして、恋に壊れた私がくーたんを傷つけるようになってから、しばらく経たったある日。くーたんは突とつ然ぜん、私をこの公園に呼び出した。……用件は簡単だったわ」

　色町はそこで横を向き、俺を見つめた。……そうして浮かべるのは、儚はかなげな笑顔。それは、愛する男に永遠のさよならを告げる時の、女の顔だった。

「ここであなたは、距離を置こう──関係を終わらせようって、そう言ったのよ」

　──じくり、と脳に刺ささる苦痛。血管が焼き切れて、一本、また一本と弾はじけ飛んだ。そんな痛みに耐たえかねて瞼まぶたを閉じると、そこにいつかの情景が映っていた──。





「距離を置こう、色町」

「…………え？」

　色町は最初、何を言われたのかわからない、という顔で呆ほうけた。対して彼は、つい苦い表情を浮かべる。使う言葉はこれで良かったのか、迷っている風でもあった。

「う、嘘うそよね、くーたん……あ、あなたは優しいもの。私のことが嫌いでも、そんな、関係を断つなんて……あ、あははっ。あなたみたいな人でも、そんなつまらないことを言ったりするのね？　くーたんらしくないわ。本当に、あなたらしくない冗じよう談だんよ……」

「…………」

「どうして何も言ってくれないのよ！」

　色町は叫さけんで、彼の胸むな倉ぐらを掴つかむ。それから一度、二度、三度ほど。弱々しい力で彼の胸を叩たたいた。けれども彼は反応しない。反はん撃げきもしない。彼女にされるがままだった。

「な、何とか言ってよくーたん！　嘘だって！　最近は私に迷めい惑わくをかけられていたから、だから少し仕返しがしたくて、そんな嘘をついたって──そう言いなさいよっ！　なんでそんなこと言うのよ！　わ、私は、くーたんに拒きよ絶ぜつされたら、そんなのっ──！」

「…………」

「あ、あなたが作ったのよ、この私を！　あなたさえいなければ、私はこうまで酷くはならなかったわ！　くーたんが私を救い上げて、それから愛めでてくれたから、いま私はこうなっているのにっ！　あなたが作った私を、あなたが捨てるの!?　それは許されていい行為なのかしら!?　一人の女を壊しておいて、あなたは──」

「お前のためなんだよ、色町」

「え……？」

　彼は静かに告げた。その目に、彼女を哀あわれむ感情は乗っていない。ただ愛まな娘むすめを慈いつくしむように、彼女を見つめた。それは紛まぎれもなく、彼女を愛するが故ゆえの眼まな差ざしであった。

「必要なことだと思うんだ、これは。……信じてもらえないかもしれないけど、お前に迷惑してるから離はなれたいとか、そういう気持ちは全くない。そうじゃなくて、お前に必要だと思うから──」

「ふざけないでよっ!?」

　しかし、彼の抱く感情が語り終えられる前に、色町はそう激した。何な故ぜ距きよ離りを置こうとしたのか、その理由を聞き届けぬうちに、女はヒステリーを起こしたのだ。

「距離を置くのが私のため……？　私のためを思うのなら、どうして離れたりなんかするのよっ！　──違うわ、くーたん！　あなたは『私のため』とかそういう心にもない免めん罪ざい符ふを掲かかげて、私を捨てたいだけなのよ！　私を捨てることを美化しないでよっ！」

「話を聞いてくれ色町！　お前がこういう風になるのはわかってた！　だから──」

「うるさいうるさいうるさい！　くーたんなんか、死ねばいいのよっ！」

　そうして次の瞬しゆん間かん、それは起こった。

　一度、色町は掴んでいた彼の胸倉を離すと、それから……それから。

　どん、と彼の胸板を、怒いかりに任せて押したのだった──。






　　　　◆◆◆




「──私が、殺したの」

　眩暈めまいを振り落とし、俺が記憶から帰ってきた直後、彼女はそう告げた。

　半ばわかっていたことだった。それでも、心のどこかが納なつ得とくできないと声をあげる。色町は壊れていたけど、そんなことはしないと。曖あい昧まいな記憶の矛む盾じゆん点を探さぐろうとした。

　でも、いま思い出した記憶は確かに、俺が彼女に体を押された場面で終わっていた。

「くーたんはあの日、私との関係を断ち切りたかった。けれど私は、それを嫌いやがって、あなたに酷ひどいことを言って……それから、私は……逃にげ出して……ううっ……！」

　色町は両手で顔を覆おおい、すすり泣いた。彼女としては当然、そういうつもりはない行為だったんだろう。でも、結果としてそうなった。だからこそ彼女は自分を責め、いまぼろぼろと涙なみだを零こぼし続けていた。

「好きだという気持ちに、嘘うそ偽いつわりはなかったはずなの……好きだったのよ、あなたが。それでも、私は壊れてしまった。──壊してしまったの」

「……お前が、本当に……？」

「こんなことで嘘をつく訳がないでしょう？　嘘だったらどれほど良かったかって、あなたが道路に横たわっている姿を見て、そう思ったんだもの。だから、私は……私はっ！」

　それから色町は、十数分にわたって泣き続けた。

　その間、俺は何もできなかった。……何かをしようとすればそれだけで、彼女を傷つける結果にしかならなそうだったから。だから俺は色町が泣いて、泣いて、それから俺に向かって「ごめんなさい……ごめんなさい、くーたん……」とうわごとのように呟つぶやくのを、ただ黙だまって聞いているしかなかった。

　幾いく度どとなく彼女は、手首に巻かれた白い包帯を触さわる。言えない傷。癒いえない瑕か疵し。そこにある切創をよすがとするように、色町は手首に触ふれるのをやめられないでいた。

「…………」

　どうして以前の俺は、彼女が悲しむのをわかっていて、それでも離れようとしたのだろうか。疑問がぐるぐる脳のう裏りを巡めぐる。……たぶん、色町のことが本当に嫌になった訳じゃないと、そうは思う。でも、こんなことをして──彼女を傷つけて、それに何の意味があったんだ？　彼女を傷つけるに値あたいするだけの意味が、この決別にはあったのか？

　そうして、俺が記き憶おくの中の自分を問い質ただしたい気分になっていると、ようやく色町が落ち着いてきた。なので俺は、彼女を刺し激げきしないよう、静かに話しかけた。

「そのあとは……俺が生きていると知ってからは、どうしたんだ？」

「……私が殺しておいてなんだけれど、本当に嬉うれしかったのよ。──くーたんがいなくならなかった。こんな灰色だらけの世界に、まだ優やさしい色を落としてくれた……それがどれだけ嬉しかったか。くーたんはもちろん、あの二人にだってわからないでしょうね……それほど、あなたは希望をくれたのよ」

「…………」

「だから、変わらなければいけないと。そう思ったの──」

　そこでようやく、色町は俺を見た。涙でぼろぼろになった顔に微笑を浮うかべる。それはなんとか絞しぼり出したみたいな笑え顔がおだったけれど、だからこそ掛かけ値ねなく美しかった。

「くーたんは記憶を失っていた。……卑ひ怯きような女だけれどね、でも、好都合だと考えたわ。だって、これまでと同じようにくーたんと一いつ緒しよにいたら、また同じ結末しかありえない。くーたんに壊れて、あなたに嫌われて、最後には失う──そんなのはもう二度と嫌だった。だから私は、変わろうとしたのよ」

「変わろうとした──って、具体的には？」

「くーたんに対する気持ちを抑おさえることはできなかったわ。だから時々、好きって感情を吐と露ろしたり、嫉しつ妬としたりはしたけれど、くーたんが許容できる範はん囲いに抑えたつもりよ」

「…………」

　あれで抑えたつもりだったのか。そう俺は思ったが、さすがに口にはできなかった。

「本当は病室で花か瓶びんに水を入れている時に目についた、くーたんの歯ブラシを持って帰りたかったけれど、自重したし──弁当に桜でんぶで『愛してる』と大きく書くのもやめておいたわ。くーたんの部屋に隠かくしカメラを置くことも我が慢まんしたし、寝ねているくーたんにいやらしい行いをするのも自制したのよ」

「あ、うん……が、頑がん張ばったな……？」

「……ふふっ、そう。結局はこういう女なのよ、私は」

　どこか諦てい観かんの含ふくまれた笑みで、色町は笑った。けれど、俺は思う──確かに以前の彼女といまの彼女では、大きく違っていると。記憶の中の彼女は、恋こいに壊こわれた自分を隠そうともしない雰ふん囲い気きがあったが、いまの彼女は努力をしている。自分がそうであると自覚したうえで、そんな自分を抑えようという意思があるのだ。

　意思がある。変わろうとしている。それは単純だが、男友達のいない俺や、恋に恋し過ぎる彼女みたいな人間にとって、とても大事なことじゃないのか？

「変わろうとはしたのよ。くーたんのことを傷つけて、死にたくなった私だから。もう二度と、くーたんを傷つけない女になりたかった。もう愛してなんて望まない。その想おもいを私だけに注いで欲しい、なんてわがままは言わないことにした。──そういう決意があったわ。けれど、それはあっただけなのよ……」

「…………」

「この間、くーたんが花屋敷さんと和解したと聞いて、私はおかしくなりそうになった」

　それは罪の告白だった。色町は再び地面に目線を落とすと、静かに続ける。

「そもそも、同盟を組んだ時から気に食わなかったのよ……くーたんの記憶喪そう失しつを利用して、また幼おさな馴な染じみに戻もどろうなんて。──もちろん、それは私にも言えることよ。あなたに嫌われて、その上殺してしまって、それでも素知らぬふりでやり直そうとしたんだもの。罪の重さで言えば私の方が酷いわね。ただ、それでも……許された彼女が、許せなかった」

「…………」

「結局のところ、人間の根本なんて、そう簡単に変えられる訳がなかったのよ……花屋敷さんとくーたんの和解によって、私はまた壊れそうになった。──最近、くーたんと距離を取っていたのはそういう理由よ。いまくーたんと一緒にいたら、また花屋敷さんのことについて問い詰つめてしまいそうだったから。あなたを傷つけてしまいそうだったから、私はあなたから逃げ出したの」

　そこまで話すと、ふう、と長い息を吐はく色町。空を見やればもう夕日が落ち、夜と言うべき時間になりつつある。随ずい分ぶんと長い間、話し込んでいたようだった。

　公園に一つしかない街灯が灯ともる。柔やわらかな灯ひが、俺達を優しく照らしてくれていた。

「以上が、私からできる話かしらね。……私がどれだけ異常かという話。あなたが欲ほしがっていた、私の全すべてよ」

「ああ……ありがとう、色町」

「お礼なんかおかしいわよ。──これまでは、私の都合と相あい性しようが悪かったから、こうしてくーたんに協力できなかったけれどね。最後に、その役目は果たせたかしら」

「……最後、な……」

　色町の言葉を俺は反はん芻すうする。どうやら雪縫と同じで、彼女も諦あきらめているようだった。

　確かに、今回のケースは雪縫とも、花蓮とも違う。……何がって、その重さがだ。彼女が吐ついた嘘うその種類が、軽くも、可愛かわいくもない。

　──俺を、殺そうとした。彼女は俺が記憶喪失になった原因を作った、張本人だった。

　そうであれば、許せるはずがない。たとえ改心しようとしているのだとしても、そんなのは彼女の中の心積もりでしかないし、そもそも口で言っているだけの嘘かもしれない。

　一度嘘をついた彼女だから、また平気で嘘をついているのかもしれない。

　けど。でも、どうしてだろうな……俺はやはり甘ちゃんなのか、そうは思えなかった。

　それはもしかしたら、優しさだけではないのかもしれない。──言語化するなら、責任感というのが近い。記憶を取り戻していって、色町のことを知っていくと同時に、壊れていく彼女をどうしようもできなかった自分に対する、自責の念が確かにあった。

『あ、あなたが作ったのよ、この私を！』──彼女はそう言っていた。それは感情的な発言で、正論とは言い切れないかもしれない。でも、嘘じゃないと思った。つまるところ、色町をそうした原因は俺にあって──俺という男のせいで、色町がそうなったのなら。俺にはやっぱり、彼女を傷つけた責任を取る必要があるんじゃないだろうか……。

　そんなことを考えていると、色町はまた泣き出しそうな顔を俺に向けながら、言った。

「くーたんはどう？　あなたから、私に対する恨うらみ節ぶしなどはあるかしら？」

「……いや、ない」

「そう。それじゃあ──」

「また明日、だな」

「…………え？」

　呆ほうけたような顔で俺を見る色町。声はちゃんと届いた筈はずだが、だからこそ、何と言われたのか信じられないという表情で、彼女は俺を見返していた。

「な、何を言っているの、くーたん……明日はないのよ？　私とあなたの関係に、もう明日なんて──」

「でも、まあ、なんだ……俺がいいんだから、いいんじゃないか？」

「……な、何を言ってるのよ……ふざけないでよ……」

「こんなこと、おふざけじゃ言えないだろ。わかんないか？」

「わ、わからないわ……な、何で？　どうしてそう言えるのよ？　──私が殺したのよ？　嘘じゃないの。あなたのことを傷つけ続けたって、そう言わなかったかしら？　変わろうとしたけど変われなかったって、そう言ったじゃない……！」

「いや、変われなかったもなにも──まだお前、変わってる途と中ちゆうじゃないか」

「────」

　何もわかっていない色町に俺は言ってやる。すると彼女は、虚きよを突つかれたような表情のまま、小さな雫しずくを瞳ひとみから落とした。──つう、と。線を作りながら頬ほおをつたう涙。それは街灯の灯りを反射して、流れ星のように一いつ瞬しゆんだけ輝かがやいた。

　色町は首をいやいやと振ふる。そのたびに、彼女の綺き麗れいな長い髪かみが揺ゆれていた。

「だめよ、だめ……私が拒こばめないこと、わかっているのでしょう？　あなたが望んだら、それは手に入るのよ……だから、望まないで？　私との関係なんか、ここで終わらせてしまってよ……お願い、くーたん……お願いだから……」

「悪いな、色町。それは聞けない」

「な、なんで、そんな──」

「たぶん常識で考えれば、あり得ない選せん択たくなんだろうな。でも俺、常識人って訳でもないからさ。そうしたいと思えたんだ」

　自分を殺した人間と、仲直りをする。──俺だって記憶喪失じゃなかったら、そんな選択は選べない。

　でも、俺には記憶がないんだ。

　色町に突き飛ばされた、その記憶はある。でもそれによって車に轢ひかれた記憶はない。つまるところ、彼女に殺された覚えはないのだ。あるのは彼女の、「私が殺した」という言葉のみ。嘘つきでヒステリックな女の子の、怪あやしい証言だけなんだ。

　だったらそんなの、信じるに足ると思う方がおかしいだろ。

　だから俺は、彼女に告げる。責任感や優しさなどは、あくまでも建前として。ただ、俺がそれを望んでいるから──それだけの理由で、自身の願望を口にした。

「変わっていくお前を、近くで見ていたいんだよ。──それはきっと、できないことじゃないから」

「…………ああ」

　色町は陶とう然ぜんとした様子で呟つぶやいた。「そう。ああ、そうなの……」自分を納なつ得とくさせるために、意味のない言葉を何度も羅ら列れつさせる。それから、静かに俺を見て、彼女は笑った。

　それは、欲しかったおもちゃを貰もらった子供のような、稚ち気きの残る笑顔で。

　彼女には似合わない、だから俺が好きな笑顔だった。

「どうしてかしらね。あなたにそう信じてもらえるだけで、私でも変われる気がしてしまうのは──」

　そうして、色町は幼い笑みを浮かべたまま、また涙なみだを流した。

　それから彼女は「ごめんなさい……」と小さく謝罪しつつ、ことり、と俺の肩かたに自分の頭を乗せた。彼女の長い髪が腕うでにかかる。柔らかな重みが確かに、俺にもたれかかった。

「少しだけ、こうしていていいかしら……明日には、あなたの信じてくれた友人に戻るから。いまだけ、こうして……」

「……う、うん、いいよ。好きにしてくれ」

「ありがとう、くーたん──」

　大好きよ。

　声にはしなかった。色町は唇くちびるの動きだけで、そう言った。それは、俺が彼女の口元を見ていなかったら、伝わらなかった言葉。もとより伝える気はなかったのかもしれない。さっきの俺の選択と同じく、それも自己満足だ。

　けれど、自己満足同士でもいい。自分がしたいことをした結果、こうして二人が望んでいた関係に戻れたいまだけは、紛まぎれもなく幸福な一瞬に違ちがいなくて……だから。

　──これはきっと、誰だれに納得してもらえる結末でもないけれど。

　たぶん俺達二人にとっては、これ以上はないってくらいのハッピーエンドだった。




　　　　◆◆◆




「そろそろ帰るわね。今日はなんというか、その──」

「ええと……もうこんな時間だし、家まで送っていくか？」

「いえ、そんな……それは大だい丈じよう夫ぶよ。こんなに与あたえてもらったんだもの……くーたんに、これ以上何かしてもらうなんて、そんなのは私が許せないわ」

「ん、そっか……」

「ええ、そうよ。だから……また、ね」

　色町は戸と惑まどいつつ、それでもそう言った。そう言っていいものか、自分の中でも迷いがあるような、そんな口調。けれど彼女はその言葉と共に微笑ほほえむと、小さく手を振った。

　俺はベンチに座ったまま、公園の出入り口へと遠ざかる色町を見送る。そうして色町の背で揺れる黒髪を眺ながめていたら、本当に今いま更さらながら、彼女に打ち明けねばならない隠かくし事を思い出した。……やば。色町との対話に夢中で、今の今まですっかり忘れてた。

「おーい色町、待ってくれ！　実は今日、お前に内ない緒しよで、彼女が来てたんだ！」

「え？　彼女が来ていた、って……どういうことかしら？」

　俺の呼び止めに応じ、公園の出入り口──車道に面した道路脇わきの歩道で、色町は立ち止まった。その横を時たま車が通っている。俺は彼女のもとに行くため、ベンチから立ち上がったが、それと同時……視界の端はしに、見知った女の子の姿を見つけた。

「────え？」

　なんで彼女がいるんだと、一瞬鼻白む。

　だって、彼女は呼んでいないのだ。俺が話をしようと言ったのは彼女だし、俺についてくると言ってきかなかったのは彼女。だから彼女は、この件とは無関係の筈なのに。

　俺が死にかけたこの場所に、今夜。彼女の姿だけはない筈なのに──。

　そんなことを考えた次の瞬間、脳に鋭するどい痛みが走った。扉とびらが乱暴にノックされる。

「ぐっ、あ──」

「だ、大丈夫くーたん!?　あなた、いつもより顔色が……！」

「あ、ああ、大丈夫だ。大丈──っくあ！」

　何な故ぜ強がってしまったのか。俺は心配して駆かけ寄ってこようとする色町を手で制し、自分は何ともないとアピールした。それによって立ち止まる色町。けれど頭痛は、これまで俺が受けていた苦痛とは明らかに違うレベルで、俺の脳のう髄ずいに深く突き刺ささってくる。

　──まるでそれは、警告するかのようだった。

　思い出せ。思い出せ。早く思い出せ！　脳がそう叫さけんでいる。だからか、俺は確かく認にんするようにもう一度、見知った彼女の姿を目で追いかけた。

　こちらの視線に気づき、小さな笑みをくれる彼女。

　見やれば、彼女は少しずつ、けれど着実に、色町の方へと歩いて近づいていた。──言い知れぬ不安が去来する。けれど、どうして不安なのか、その理由が形にならない。色町に近づかないで欲しい。そう思いはするけれど、なんでそう思うんだ。

「ぐっ──づあっ！」

　その時、落らく雷らいにも似た衝しよう撃げきが脳天に落ちた。

　場面は思い出さない。背景も出てこない。いつ、誰が、どこで、誰に向けて、どんな風に──そんな情報の一いつ切さいが欠落していたが、それでも。その声は鮮あざやかに再生された。




「ばいばい。あたしの大好きなくーくん」




　それを思い出した瞬間、心が悲鳴を上げた。

　ああ、わかった──俺は事故で記き憶おくを失ったんじゃない。こんな辛つらい事実を二度と思い出したくなくて、だから全すべての記憶を閉じたんだ！　この記憶を失いたいがために、俺は記憶喪そう失しつになった。他ほかのことを忘れたのは、副次的な被ひ害がいでしかなかったに違いない。

　つまり、俺が死にかけて、こうして記憶を失ったのは。

　そうなるきっかけを作った最初の嘘つきは、彼女だったのだ──。

「色町っ！　こっちに走ってこいっ！　そこから離はなれろっ！」

「え……く、くーたん？　どうしたのよ、あな──」

[image: ]

　しかし、色町が俺の必死さに気づき、彼女の足が動き出すよりも早く──花蓮は、色町の前に姿を現した。

「は、花屋敷さん……？」

「…………」

　こちらからでは彼女の表情は見えない。いまその表情と対たい峙じしているのは色町だから、花蓮の面おも持もちがどんなものかなんてわからないけれど、わかってしまった。

　俺の予想が正しければ、恐おそらく花蓮はいま、酷ひどい無表情をしている筈だった。

　──どん、と。花蓮が優やさしく、色町の体を歩道から、車道へと押し出した。

「あ────」

　それは誰の声だったのか。俺か、それとも色町か。呆あつ気けに取られたような声が聞こえて、それから──車が来た。タイミングを計っていたのかもしれない。クラクションの音がけたたましく鳴る。今度は自分ではなく、色町が。事故ではない事件に巻き込まれた。

　そんな時だった。俺にとって最高のヒーローが、救いの手を伸のばしてくれたのは。

「色町さんっ！」

　突とつ如じよ姿を現した雪縫は呆ける色町の手を取って、必死に色町を歩道へと引き込む。彼女の細腕でどうやったのか、色町はあっけなく腕を引っ張られ、車道から歩道へと倒たおれ込んだ。──瞬間、色町と雪縫の脇わきを車のヘッドライトが通り過ぎる。あのままだったら色町は死んでいた。けれど、たった一人。この状じよう況きようをどこまでも客観視できていた彼女が、色町を救い出してくれたのだ。

「あ……あああ、良かった！　ありがとう雪縫！　マジでありがとうな！」

「これくらいどうってことない。ちょっと手首をやったけど、どうってことない」

　雪縫は俺を見ながら微び笑しようすると、ぐっと親指を立てた。俺は心底嬉うれしくて、彼女に対して親指を立て返す。彼女がいてくれてよかった！　雪縫は本当に、俺の味方だったのだ！

　それから、不自然な静せい寂じやくが一いつ瞬しゆんだけあったのち──色町は周囲を見み渡わたして、雪縫、俺、そして花蓮がいるのを確かく認にんする。いつかの病室で一いつ緒しよになったメンバーが一ひと揃そろいしていることに目を丸くすると、色町は震ふるえる足で無理やり立ち上がった。

「こ、これは、どういうことなのかしら……どうして花屋敷さんや、雪縫さんが──」

「私は単純。今日の放課後、くーさんを遊びに誘さそったら、大事な用があるからって断られた。だから、大事な用ってなにって追つい及きゆうしたら、色町さんと深い話をするってゲロったから、ついてきただけ」

「え……ついてきた……？」

「うん。あなたとくーさんが深い話をする際、ヒステリーを起こしたあなたが、くーさんを刃は物もので刺したりするかもしれないと思ったから、それを阻そ止ししに来た。──だからさっきまで、いつでも色町さんを取り押さえられるように、茂しげみに隠れてた」

「雪縫お前、そんなこと考えてたのか……」

　放課後、教室の廊ろう下かで雪縫とばったり会った際──「私も行く」と言ってきかなかった彼女の、思おも惑わくを知った感じだった。そうか、雪縫がここに来たのは、利己的な思いからではなく、俺を守るためだったのか……やばい、俺いま、結構ぐっときてるかも。

　ともかく、そんな訳で──色町が花蓮に殺されそうになった時、彼女だけが動けたのも必然だった。場が混乱した先において、雪縫だけは『色町から俺を守る』という目的を見失わずに、色町のことを気にかけてくれていたのだから。その結果、守る予定のなかった色町を彼女に助けてもらえたのは、思わぬ幸運だった。

「いやでも本当、雪縫がいてくれてよかったよ……お前が来てくれて、よかった……」

「……ただ私、くーさんがさっきまで色町との会話に夢中で、私の存在をすっかり忘れてたことに関しては、許してない。──ムカついたから帰ってやろうかと思った」

「そ、それについては、マジでごめんなさい……」

「今度、牛ぎゆう丼どん奢おごってくれる？」

「あ、ああ！　それくらい全然構わないぞ！」

「じゃあ許す。くるしゅうない」

　安い女──というか安上がりな女の子だった。最高。大好き。

　ともかく。そうして雪縫がこの場にいた説明は一応終わり、だから……俺達の視線は自然と、次の違い和わ感かん。歩道に佇たたずむ彼女に注がれていた。

「ん？　なにかな？　どうしてみんな、あたしを見てんのかな？」

「……花蓮」

「やだなー。どうしたのくーくん、怖こわい顔して。──あたし、なんかした？　くーくんに対してなんか酷いこととか、したのかな？」

「とぼけるのはやめろ。白々しいぞ」

　俺が言うと、花蓮はむむっ、としかつめらしい顔になって、俺を見やった。一方、花蓮を除いた俺達三人は、彼女とは真しん剣けんさの異なる、険しい表情を浮うかべる。当然、わかっているからだ。いまこの場において糾きゆう弾だんされるべきが、誰なのかということを。

　そうして逃にげ場がないと悟さとった花蓮は、一瞬で表情を失なくし、告げた。

「くーくんがいけないんだよ」

「お、俺が……？」

「くーくんのせいだよ、これも。……だいたい、くーくんが優し過ぎるのがいけないんじゃん。雪縫のこと、あたしのことを許すのはなんとなーくわかってたんだー。だって、あなたはくーくんだから。あたしの大好きな幼おさな馴な染じみだから。お人好しでバカだから！　許してくれるって、わかってたもん」

「…………」

「でも、ここまでバカだとは思わなかったなー、あははー。──だってあたし、今度こそくーくんと色町が決別すると思って、すっごくワクワクしてたんだよ？　あの日見れなかったものがようやく見れるって、すっごい嬉しかったんだよ!?　……それなのに、あれだもんなー。あなたを殺した、って言ってる女のことまで許して、いちゃいちゃちゅっちゅするんだもんなー。ふざけんなよ」

　言葉は激しく、語調も荒あらい。けれど、花蓮の顔には表情がない。それが何よりも恐ろしかった。どうしてこんなにも感情的になっているのに、それが表情に乗らないのか。

「あたしだって、別に殺すつもりはなかったんだよ？　色町を殺したって、あたしには得なんかぜんぜんないし。ないから、殺すつもりなんてなかったのに──そうしなきゃ我が慢まんできなかったんだもん。しょうがないじゃん」

「…………」

「あの時だってそうだよ。あたしが殺したかったわけじゃない。くーくんがいけないんだよ。くーくんがあんなこと言うから、あたしが殺すしかなかったんじゃん」

「な──は、花屋敷さん!?　あなた……そ、それは一体、どういうことよ!?」

「あはは、まだわかってないの？　バカだなあ色町は。──あなたが殺したと思い込んでるから黙だまってたけどね、くーくんの記憶は、あたしが殺したんだよ」

「な……う、嘘うそよ！　じゃああれは、人身事故じゃなくて──」

「あたしが殺した。……というかさ、真実を捻ねじ曲げないでくんない？　あれはあたしの手で起こった事だし、だから自分勝手な思い込みで、あなたに責任を持たれても迷めい惑わくなんだよねー。──くーくんを害した事実を、あたしから盗ぬすもうとすんなよ、この泥どろ棒ぼう猫ねこ」

　花蓮は冷れい淡たんな声こわ音ねでそう言った。それに俺はつい、目を伏ふせてしてしまう。──もう当然、彼女が俺を殺そうとした人物なのだと、わかってはいた。でも、わかっていた筈はずなのに、その事実を花蓮の口から聞きたくなかったと、俺がそう思った……次の瞬間。

　──ついに、返ってきた。それは全身を砕くだくような苦痛、激痛、鈍どん痛つうと共に。脳にとどまらないその痛みに、体中の神経が引き裂さかれたと錯さつ覚かくした。それでも俺は五ご里り霧む中ちゆうにおいて、その小さな光に手を伸ばす。それがたとえ、醜しゆう悪あくな記憶だとしても──。





　ずどん、と公園の地べたに彼の尻しりがつく。「いだっ！」痛みに呻うめく彼を見て、色町はその顔に罪悪感を滲にじませたが、それでも彼女は声を荒あららげ続けた。

「わ、私は、捨てられてなんかやらないからっ！　あなたがそう望んでも、簡単には捨てられたりしないわ！　だって私は、くーたんを……あなたの、ことが──ううっ！」

「ま、待て色町！　最後まで話を──くそっ」

　彼の制止を無視して、公園を走り去る色町。……こうして、彼がしようとしていた対話は失敗に終わった。彼はゆっくり立ち上がると、深い嘆たん息そくを零こぼす。

「……ままならないな、ほんと……」

　けれど、そう呟つぶやく彼の表情はどうしてか、朝日のように晴れやかだった。

　それから彼は、色町が通って行った公園の出入り口へと向かって、静かに歩き出す。どうやら彼女に追い付く腹積もりのようだが、彼は焦あせっていない。まるで、どこかで彼女が立ち止まり、自分が追い付くのを待っていることを、知っているかのようだった。

　そうして公園の出入り口に辿たどり着くと、彼は驚おどろいたような顔になる。

「花蓮？　お前、どうしてこんなところに……」

「部活帰りだよ。それよりもくーくん、いまの──」

「ああ、見られてたのか……」

　照れくさそうに頬ほおを掻かく彼。一方の花蓮は、制服の胸むな元もとを強く握にぎりながら、小さく笑えんでいた。それは、彼女も気づかぬうちに。

「ようやく、色町さんと決別したんだね？」

「ん？　いや、俺としては、そういうつもりじゃないんだけどな……」

「え、どういうこと？　だって、いまのは……」

「まあ、いまのやり取りをはたから見たら、そうとしか思えないだろうけど……違ちがうんだよ花蓮。現に俺はいま、彼女を追いかけようとしてるしな」

「……どうして、追いかけようとしてるのさ」

　やめておけばいいのに、花蓮はそう質問してしまった。──質問せざるを得なかったのかもしれない。この半年で彼女の心は、大きく様変わりしてしまっていたから。

「その答え自体は、単純なんだけどな。……なんというか、最近すげえ考えるんだよ。どうして俺は色町のこと、もっとわかってやれなかったんだろうって。絶対、あいつがああなる前に、俺にできたことがあった筈なのに。俺のせいで、色町が壊こわれる前に……」

「答えになってないよ、くーくん。なんで追いかけようとしてるのかな？　くーくんはいま、色町さんと決別したんだよね？　じゃあ、追いかける必要なんて──」

「いや、終わってない。決別してないんだよ」

「……なにを言ってるの、くーくん」

　花蓮の表情が失われる。危険なシグナル。けれど、彼はそれに気づかない。気づかないまま、彼女に背を向けて──車道の前に立ち、話し始めた。

「俺さ、あいつのことが好きなんだ」

「────」

「ちょっと前にさ、俺、あいつに尋たずねたんだよ。どうしてお前は食べる事が好きでもないのに、料理が得意なんだ？　って。そしたらあいつ、俺とあいつが出会いたての頃ころに、俺が『料理のできる女の子が好みだ』って言ったことを、覚えててくれたみたいで……だから、俺のために料理を勉強して、上手うまくなったんだって」

「…………」

「その話を聞いた時にさ、俺、すげえやられちゃって……だってそこまでしたら普ふ通つう、そのことを俺に言ったりするだろ？　でも色町は、俺のためにすげえ努力して、だからこそ料理をできるようになったことを、俺が尋ねるまで言わなかったんだよ。最初、弁当を作ってきた時だって、さも昔から得意だったみたいな顔しててさ……そんな風に、彼女の健けな気げな一面を知った俺は、だから──……って、ごめん。なんか俺、喋しやべり過ぎてるよな？」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そんな言葉と共に、にっと笑う花蓮。振ふり向いた彼はそれに一安心して、また前を向いたが、その笑顔の裏にある感情には気づけていなかった。

「ええと、そんな訳で……俺もあいつのことが好きなんだけど、最近の色町って、ちょっとまずくてな──俺のせいで、よくない状態になってるみたいなんだ。ヤンデレとかそういう言葉でくくると、安っぽくなるけど……だから少しだけ、距きよ離りを置こうと思った」

「彼女から、逃げたくなったから？」

「まさか！　そうじゃない。そうじゃなくて──一度距離を置いて、俺と色町が一時的に関係を失うことで、いまの色町を冷静にさせてやりたかったんだ。……他ほかに、冴さえた方法でもあればよかったんだけどな。俺には、そうするしか思いつかなかった」

「…………」

　悔かい恨こんと共に語る彼の後ろに、彼女がついた。まだ手は伸のばされていない。その手は触ふれていない。けれどそれは、まだ伸ばされていないだけであった。

「実を言うと俺、今日は色町に『付き合ってくれ』って言うつもりだったんだ」

「──なに、それ」

「正直な話……俺が距離を置きたいって言ったら、色町は確実にヒスるって、当然わかってたんだよ。俺に捨てられた、許せない、殺してやる──実際、さっきそんな風だっただろ？　それはわかってた。だから、ちゃんと形を繋つなごうと思ってた。お前が好きだってことをちゃんと伝えて、彼氏彼女の関係になって──そういう形があったうえで距離を取るのなら、色町だって納なつ得とくしてくれるかもって、そう考えてたんだ」

「なるほどね、そっかー……」

「だから、そこまで話したかったんだけど……話す順番まずったよな。先に付き合ってくれって言ってから、一いつ旦たん距離を置こう、の方が良かったかも……」

「なるほどなるほど。そっか、そういうことか。じゃあつまり、くーくんは──もうあたしのことなんか、好きじゃないんだ？」

「…………」

　彼は振り返らない。ただ、決意をした。半年前、確かに恋こいをした幼馴染に、それを告げる決意を。──しかし、彼は知らない。

　質問をした側である彼女に、それを聞き届ける覚かく悟ごは、なかったのだ。

「ああ。俺はいま、色町を愛してる」

　ぱりんと、砕ける音がした。

　しかしそれは、彼女の中でのみ響ひびいた音。だから、彼は気づかない。いつの間にか、目前にある車道の右手から車が走ってきていることにも気づかぬまま、彼は──。

「ばいばい。あたしの大好きなくーくん」

　どん、と背中を優やさしく押された。






　そこからはしばし、重複した記き憶おくが続いた。ヘッドライトの光。飛ぶ体。地面に横たわる自身。逃げ去るスカート。しかし、それには続きがあったのだ。





　顔面蒼そう白はくの運転手が駆かけ寄ってきて、一一九番へと連れん絡らくを入れる。そうして、彼が意識を手放そうとしていたその時、新たに駆け寄る人ひと影かげがあった。

　それは、彼が愛いとしく思っていた、彼女の姿だった。

「く、くーたん？　──くーたん！　ど、どうして……なんで、こんな！」

　彼は言葉を返せない。色町が自身の体のそばに跪ひざまずき、すぐにその瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだを零こぼし始めるのを、白んだ意識で知覚するのみだった。

「わ、私の……私のせい、なのね……？」

　彼女はそう勘かん違ちがいをする。いま眼前にある不幸が重すぎたために、この原因は自分にあると、そう悲劇に酔よいでもしないと心を保てなかったのかもしれない。手を下した者は別にいるというのに、色町は彼の悲劇を勝手に背負い、そして嘆なげいた。

「私を追いかけて……だから、くーたんが……ご、ごめんなさい、くーたん！　わ、私が、私がいけないのよ！　あ、あなたの制止を振り払はらったから、それで……あああああ！」

　色町の叫さけびが夜に溶とけていく。彼はそれを聞き届けながら、しばしの眠ねむりについた。

　いつか彼女にも、泣かなくていい夜が来るようにと、それだけを祈いのりながら──。






「はあっ、はあっ、はあっ……！」

「くーたん……!?　い、いま一いつ瞬しゆん、体が痙けい攣れんしていたけれど……肩かたを貸すわね？」

「吐はき気は平気？　もどすなら、コンビニ袋ぶくろがある」

　二人がこちらに駆け寄ってくる。色町は俺に肩を貸し、雪縫はそっと背中をさすってくれた。そんなのは気休めにしかならない筈なのだが、それだけのことで随ずい分ぶんと気が楽になる。「だ、大丈夫だ。ありがとう……」二人にそう告げると、俺は花蓮を見やった。

「どうして上手くいかないんだろうね、人の気持ちって」

　彼女はどこか他人ひと事ごとみたいな顔をして、そう言った。けれど、その声色は痛切で。だから俺は明確な理由もわからないまま、胸に強い痛みを覚えた。

「半年前、くーくんをフッた時、くーくんのことが異性として好きじゃなかったのは本当なんだよ。兄妹みたいで、姉弟みたいだったから。くーくんとそうなるのはイメージできなかったんだー。……けど、あなたがそれを踏ふみ越こえてきた。安っぽい愛の告白で」

「…………」

「だから変わっちゃったの、こころ。──くーくんのせいだからね」

　花蓮はそう言って地面を蹴けりつける。小さく土つち埃ぼこりが舞まった。俺を含ふくめ、誰だれも言葉を返せない。ただ花蓮の独白のような声を、静かに聞き届けるしかなかった。

「半年間、あたしはずーっとくーくんのことだけを考えてた。くーくんはもう、そばにいないのに。……でもね、知ってるくーくん？　恋心ってね、会ってる時よりも会ってない時の方が、大きくなってっちゃうんだよ。それは病気なんかとおんなじ。薬がないと悪くなっちゃうのと同じで、くーくんに会えなかったから、あたしの想おもいは膨ふくらんだの」

「…………」

「会いたい、話したい、一いつ緒しよにいたい。隣となりにずっといたかった。……色町のことがすんごい羨うらやましかったよ。──あたしだって別に、くーくんと絶交した訳じゃないから、たまに会って話したりはしたけど……幼おさな馴な染じみって関係は戻もどらなかったからなー。だから、色町が羨ましくて仕方がなかった。それこそ、殺したいくらいに」

「花蓮……」

「まあ、そんな感じで？　くーくんとの進展は全然なくて、それでも気持ちだけはむくむく育っていっちゃって、そうしてちゃんと咲さいた時に──それは摘つみ取られた」

「つ、摘み取るなんて、そんな……」

「くーくんにとってはそうなんだろうね。悪気がなかったんだから、しょうがないことではあるんだよ。でもね──しょうがないじゃすまなかったんだよねー、これが。……そんな風に済ませられるほど、あたしの想いは軽くなんてないんだから」

　未いまだ無表情のまま、抑おさえたような声こわ音ねで花蓮は言った。──一方、俺は唇くちびるを噛かみながら考える。思い出した記憶のこと。それから花蓮のことを。

　俺は確かに、花蓮に対して酷ひどかった……もっと、彼女の感情を理解できていたら。あの場面で、あんなことを花蓮に言う軽率さが俺になければ、花蓮は俺の背中を押さなかったに違ちがいない。……そもそもの話をすれば、半年もの間、花蓮のことを放ほうっておいたのがいけないのだ。俺が色町のことを好きになった時に──花蓮と一緒にいられるようになった時に、すぐさま仲直りをしなきゃいけなかったのに。

　だから、俺は……過去の俺の行いに対して、そう思うから。

　もしかしたら、彼女のことも──。

「結局、全部くーくんが悪いんだよ」

　花蓮は悪びれることなく言った。それは、自分のせいだと責任を背負い込んで、変わろうとした色町とは正反対の結論だった。

「くーくんがあたしに告白なんかしなければ。くーくんがあたしと幼馴染でい続けてくれてれば。くーくんが色町に恋なんかしなければ。くーくんがこの場所で、あたしにあんな話をしなければ！　──なんでそんな酷いことばっかできるのさくーくんは！　あたしはただ、くーくんと一緒にいられればそれだけで良かったのに！　それなのに、あたしの中で恋を勝手に孕はらませて、でもそのことに気づく努力をしないで、終しまいには最高のタイミングで傷つけてくるなんて！　──だから、くーくんが悪い。あたしは悪くないんだよ」

「……確かに、悪いのは俺なんだと思う」

「くーさん！」

　雪縫が俺の服の袖そでを引っ張った。非があると認めたらいけないと、咎とがめるような行こう為い。こんな場においても冷静に、彼女は俺を制そうとしてくれていた。

　それに対し、俺は小さく頷うなずきを返す。大丈夫だと伝えたかった。

「あははっ、そっか！　認めてくれるんだね、くーくん。じゃああたしのこと、また許してくれるんだ？　あたしらが秘密を告白する度たびに、やってきたみたいに──女の嘘うそを、優しく許してくれるんだね？　ありがと、くーくん！」

「いや、それとこれとは別だよ、花蓮」

「……え？　なんで？　いまくーくん、『悪いのは俺』って言ったよね？　それじゃあ、許してくれるんじゃないの？」

「ああ。当然、俺が悪かった。──花蓮のことだけじゃない。色町がああなったことも含めて、俺のせいなんだと思う……でも、俺は謝らない。俺が悪かったって気づいた今でも、お前に謝る気はさらさらないんだ」

「……それは、どうしてさ」

「確かに……俺は記憶喪そう失しつで甘ちゃんだから、俺を殺そうとしたお前のことも、許そうと思えば許せてしまうのかもしれない。──実際、色町のことだって許した。俺を殺したと自供した彼女のことを、許せてしまったんだ」

「くーたん……」

　まあ、いまになって思えば、色町を許せた大きな要因としては──彼女はそんなことをしないと、彼女を好きだった頃ころの俺の心が、そう叫んでいたからなんだろうけどな。色町を信じたから、許した。その結果、彼女は殺してなんかいなかっただけだ。

　そこまで考えをまとめたのち、俺は花蓮を見やる。それは、できるだけ冷たい目で。

「でも、さすがに駄だ目めだよ花蓮。──色町まで殺そうとしたお前は、駄目だ」

「……じゃあ、もう一緒にいられないのかな？」

「ああ。変わる気のないお前は、また変わらずこういうことをする。そういうお前を、許したらいけないんだ」

「────」

　俺にそう言われた瞬間、花蓮は泣き出す直前の赤ん坊ぼうのような顔をした。

　酷く苦しげで、切なげで。それこそが彼女の純じゆん粋すいな感情が乗せられた表情のように思えたけれど……それは俺の思い過ごしなのだろうか。ただの憐れん憫びんでしかないのだろうか。

　それから、また無表情に戻り、俺を見つめる花蓮。彼女は静かに告げた。

「いまはそう言ってればいいよ」

「…………」

「くーくんは自分のことがわかってないんだろうね。──どうせいつか、ちょっとでも時間が経たったら、あなたはあたしのことを許したくなっちゃう筈はずだもん。自分を殺そうとして、色町を殺そうとした、あたしなんかのことも。くーくんはそういう人。そういう人なのはわかってるんだよ。……だってあたしは、くーくんの幼馴染だから」

「…………」

「ずっと、ただの幼馴染だったら、良かったんだけどね」

　花蓮は最後にそれだけ言うと、一人、この場を立ち去ろうとする。去り行く背中。小さく震ふるえる肩。俺はそれに何か、優しい言葉を……かけてやりたくなって、でも──。

「くーさん」

　雪縫にまた袖を引かれた。……タイミングが完かん璧ぺき過ぎて、俺は苦く笑しようする。きっと、わかりやすい顔をしているんだろうな。俺は雪縫に「悪い悪い、大だい丈じよう夫ぶだ」と告げた。

　それで俺は、覚悟が決まる。最後の会話を、花蓮に投げかけた。

「俺がお前を許すことはない」

「……またまたー。どうせそれも、嘘になるよ」

「いや、絶対に嘘にはならないよ。──だって俺、もうお前みたいな女のことなんか、どうでもいいからな」

「────」

　俺は嘘をついた。

　散々花蓮に嘘をつかれてきた俺が、そんな花蓮に対して贈おくる、それは最後の嘘だった。嘘という言葉が表現として適さないなら、決意と言ってくれてもいい。

　本当は、俺こそが悪いのだと、わかっていた。

　花蓮の感情を考こう慮りよできなかった。あの場面で、あんな言葉を浴びせるのが、どれだけ酷いことなのか……今の俺だから、その過あやまちを理解している。

　──だから俺は、諦あきらめられないとわかっていた。

　それでも、今はこういう結論しか取れない。俺だけじゃなく、色町も害した花蓮を許すなんて、そんなのは色町に酷過ぎる。だから俺は、彼女を許せなかった。

　きっと、俺のせいで花屋敷花蓮がしたことを、許さなかった訳じゃない。

　ただ、俺は花蓮のことを、許せなかった。

「くっ──」

　つい泣きそうになる。でも、ここで泣いたらそれこそ、先の俺の発言が嘘だった証明になってしまうことをわかっていた俺は、それをぐっと飲みこんだ。……すると、次の瞬間。俺の脳のう裏りに、花蓮と過ごした短い日々がフラッシュバックした──。

『返してって言ったら、わがままなのかな』『ううう、くーくん……にんじんって、どこまでが皮なのさー……』『トイレした後は、制服で拭ふいちゃうかな』『抱だかれてれば良かったなーって、思ったの』




『好き、嫌きらいじゃないの。一番、大切だったんだよ』




　──ああ。やっぱり俺は、彼女のことが好きだ。

　それはもちろん、恋れん愛あい的な感情ではない。それでも、色んなことを棚たな上あげにして、彼女のことが好きだった。こんな短い間にこれだけ楽しかったのだから、これから先も一緒にいたら、絶対楽しいに違いないんだ。だけど、それでも俺は……。

　もうお前のことなんかどうでもいいと、そう嘘をついた。

　嫌いでもない。好きでもない。──興味がない、という最上級の拒きよ否ひ。この拒絶の重さが、彼女にも伝わるといいけど……もう俺達の道は交わらない。幼馴染なんて心ここ地ちのいい響ひびきが、俺と彼女の間に使われることはもう二度とないのだと、俺はそう告げたのだ。

　そんなのは、俺が一番、望んでいなかったのに。

「…………」

　そうして、花蓮は静かに振ふり返る。──その表情は失われていない。彼女は今にも泣き出しそうな顔をしていた。けれど、花蓮は泣き顔をしながらも、実際に涙なみだを流すことはなく。そんな表情で涙を堪こらえると、そのまま静かに微び笑しようして……それから、彼女は。

　いつかの言葉を、なぞるのだった。

「ばいばい。あたしの大好きなくーくん」








エピローグ






　そうして、俺の胸に空いていた穴は埋うめられた。

　ただ、ようやく欠けたものを取り返したというのに、俺の気分は晴れなかった。……原因はわかっている。その空くう洞どうを埋める代わりに、またある部分が欠けてしまったからだ。

　──それはきっと、俺の大切な半分。

　今回、俺は胸の穴を埋めた代わりに、自らの半身を失ったのだ。

　……迷ったつもりはなかった。あの時は、俺が失っていた記き憶おくと感情をちゃんと受け止めて、その上で自分ができる限りの選せん択たくをしたと思うけど、それでも。こうしてあの夜を越こえたいま、未練がましく後ろを振り返ることを、俺はやめられないでいた。

　俺が、謝ればよかった？　許してしまえばよかった？　でも、それはできない……二度も同じ行いをしている以上、彼女を許すべきじゃない。変わらない、変わる気のない彼女を許してはいけない。色いろ町まちを傷つけた彼女を、俺個人の感情で、許しちゃいけなかった。

　それはわかっているのに、それでも……それでも。

　俺はふとした瞬しゆん間かんに、彼女に謝りたいと。そう思うのをやめられないのだった──。




　時間は経過して、あれから数日後の土曜日。午後一時過ぎ。

　俺は約束通りに牛ぎゆう丼どんを奢おごるため、雪ゆき縫ぬいと共に牛丼屋にやって来ていた。

「いただきます」

「うん、めしあがれ」

　静かに手を合わせたのち、雪縫は目前にある牛丼を一心不乱に食べ始める。一口、二口、さらに三口。その小さい口でどうやって飲み込んでいるのか、大盛りの牛丼は早々と彼女の胃い袋ぶくろに落とされていった。大食い動画を見てるみたいで気持ちがいいなおい。

　そんな俺の視線に気づいたのか、雪縫は少し頬ほおを朱しゆ色いろに染めながら、箸はしを止めた。

「……ずっと見られてると、食べづらい」

「ん？　ああ、ごめんな。なんというか、一いつ生しよう懸けん命めい食ってる姿が愛らしくて……」

「あ、あいらし……!?　このっ！」

「いたっ!?　や、やめっ、テーブルの下でスネやめて！　てか、なんで!?」

「うるさい。この無意識ジゴロ。そういうところがあるから、ああいうことになる」

「…………」

「ご、ごめん、言い過ぎた……と、豚とん汁じる飲む？　おいしいよ？」

「だからすぐ謝るのなら言い過ぎるなって」

　自身の手元にあった豚汁をすっと差し出してくる雪縫に、俺は苦笑しながら言った。いやでも、いまの言葉は俺の深いところにすげえ刺ささったんだよな……間ま違ちがってないどころか、むしろ真実過ぎて辛つらいというか、花か蓮れんと色町に申し訳ないというか……。

　なんて考えていると、雪縫は口内の牛丼を咀そ嚼しやくし終えてから、唐とう突とつに言い切った。

「くーさんは悪くない」

「雪縫……」

「実際のところは知らないけど」

「おい。感動したところにおい」

「でも、本当にそう思う。くーさんはいま、花はな屋や敷しきさんに色んなことを言われて、責任を感じてるんだろうけど、考え過ぎもよくない。──だって、あの人が悪いのは間違いない。きっかけはなんであれ、花屋敷さんは許されてはいけない人。だから、くーさんは間違ってないし、悪くない。責任を負い過ぎるのはやめるべき」

「……第三者から見れば、そうなんだろうけどな」

　ちなみに、公園から花蓮が立ち去ったあとで、雪縫と色町にも全すべての事情は話した。唯ゆい一いつ言えなかったのは、昔の俺は色町紙し織おりが好きだったこと、それだけだ。その部分はぼかして伝えたが、なのでだいたいの成り行きは、色町も雪縫ももう知っているのだった。

　すると、ふいに雪縫が不満げに唇くちびるを尖とがらせた。わかりやすく怒おこっている表情だ。

「第三者ってなに」

「え？　……あ、そうだな。悪い……」

「確かに私は、くーさんの過去のあれこれに関かかわってない。でも、いまのくーさんには関われた。だから第三者ってことはないと思うけど──どう？　そこんとこどう？」

「わかった。謝るからその、箸で俺の頬をつつかないでくれるか？」

「色町のことを助けたのは誰だれだと思ってる、まったく……」

「あれに関しては本当にありがとうな。感謝してる」

「……くーさんはずるい。言葉を間違えないから、怒るに怒れなくなる。ずるい男」

　俺が真しん剣けんに頭を下げると、雪縫は未いまだ拗すねるような声で、そう言った。

　それから「はあ……」という小さな嘆たん息そくをしたあと、雪縫は柔やわらかな声こわ音ねで続けた。

「誰がくーさんにとっての味方なのか、わかった？」

「ああ。──お前がいてくれて、よかった」

「だ、だから、そういうのはやめてって……ううう……でも嬉うれしいから、いかんともしがたい……なんだかお腹なかの下あたりが熱くなってきた……悔くやしい、でも感じてる……」

「女の子がそんなところに手を当てるなよ……」

　リアクションに困るボケだった。俺はつい苦笑しつつ、思うところを口にする。

「ええと……ともかく、俺は割とマジで感謝してるからな？　──実際、俺の周りにいるのが色町と花蓮だけだったら、きっと辛い部分もあっただろうし。だから、記憶喪そう失しつになったことで、こうして雪縫と知り合えたのは、本当にありがたく思ってるんだよ」

「────」

　それまで股こ間かんのあたりを撫なでるように触さわっていた雪縫が突とつ然ぜん、ぼっと顔を赤くした。そうして数秒間フリーズ。速度制限のかかった動画のように固まったのち、彼女は何度か首を左右にふりふりして赤らみを飛ばすと──今度は真剣な目で俺を見ながら、言った。

「手、繋つなぐ？」

「ま、またそれか……俺達はそういう関係じゃないんだから、それは……」

「手を繋げ」

「命令形!?　ついには命令形なのか!?」

「減るもんでもないし繋げ」

「女の子の方がそれを言うのかよ」

「今回、くーさんにとって私の存在はかなり救いだった筈はず。だから私は、それに対する報ほう酬しゆうを所望する。──ちなみに、握あく手しゆみたいなあの繋ぎ方では納なつ得とくしない。恋こい人びと繋ぎでないと、報酬として十分ではない。わかったかこの野や郎ろう」

「この野郎て……い、いやでもな雪縫？　手を繋ぐってそんな……」

「うるさい。ごちゃごちゃ喋しやべるな。行動で示せ」

　雪縫はそう言ったのち、手に持っていた箸を一度置くと、俺と対面になっていた席を離はなれ、俺がいるソファの左ひだり隣どなりに座ってくる。「あ、あの、雪縫さん？　マジで？　こういうことはやっぱり、恋人同士じゃないと──」言いかける俺だったが、頬を赤らめた彼女は上うわ目め遣づかいで俺を見ながら、ぽしょりと告げた。

「だ、だって、ご褒ほう美びが欲ほしい……だめ？」

「────」

　揺ゆらぐ瞳ひとみに射い貫ぬかれる。可愛かわいらしい彼女の不安げな表情に、ついほだされた。

　そうして、思わず油断した瞬間。俺が呆ほうけた一瞬を狙ねらって、彼女は俺の左手に、自身の右手を絡からませようとしてきた。……こうなってしまえば、拒絶はできない。そうすることで彼女を傷つけたくなかった俺は、だから、雪縫が絡めてくる指をそっと受け入れた。

　そうして俺の左手と、雪縫の右手が絡まった。──ちゃんと恋人繋ぎ。やばい、心臓がバクバクいってる……けれど、俺もそうしてテンパっているというのに、更さらにテンパっている人が隣にいるおかげで、俺はなんとか平静を保っていられた。

「あ、う……こ、これは、やばい……」

　一応は自分から所望したくせに、俺の方など全く見れずに、真っ赤になった顔を逸そらすばかりの雪縫。それから、彼女は独り言のように続けた。

「うう……世の恋人たちは凄すごい……こんな凄いことを、当たり前のようにやってる。こんなの、当たり前にやってたら、心臓が壊こわれちゃうのに……」

　雪縫はそう言いながら、空いてる左手を自身の胸の辺りに置き、心音を確かめるようにする。「────」……本当、彼女ってたまに、天然で俺の心を鷲わし掴づかんでくるよな。

　そうして、しばし無言で手を繋ぎ続ける俺と雪縫。……なかなか離してくれないので、いい加減マジで恥はずかしくなってきた俺は、「あの……牛丼、冷めちゃわないか？」と雪縫に尋たずねた。そしたら彼女は「はっ！　そうだった！」と我に返ったように、俺の手を離して、対面の席に戻もどっていく。……俺の左手が、彼女の牛丼愛に完敗した瞬間だった。

　それから時間は過ぎ、卓たく上じようのメニューが綺き麗れいになくなると、雪縫は再び手を合わせた。

「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつさまでした」

「食しよく欲よくも満たして、性せい欲よくも満たせた。今日は最高の日」

「……あのさあ、雪縫はもうちょっとでいいから、素す直なおな発言やめない？　お前そういうところあるぞ。言わなくてもいいところまで言う悪あく癖へきがあるからな？」

「こんなことなら、毎日この間みたいなことがあればいいのに。そうすれば私は、毎日くーさんからご褒美を貰もらえるのに」

「俺の精神が持たないっつの」

　手を繋ぐのはともかく、牛丼を奢るぐらいのことは平時でも全然するので、そんな邪じや悪あくなことを願わないで欲しかった。

　そうして一息つく俺達。食後の一休みをしていると、雪縫がふいに切り込んできた。

「本当に、罪に問わなくていい？」

「……ああ。それが良いことでないのは、わかってるんだけどな」

「そう」

　それは、俺が背負う十じゆう字じ架かの話。二回も殺人未み遂すいを行った彼女を見み逃のがすという、悪事の話だった。──この話はもちろん、雪縫だけでなく色町にもし終えていた。つまり、俺は彼女に言ったのだ。『花蓮を犯罪者にしたくないから、黙だまっていてくれ』と。

　そしたら色町は複雑な表情をして、それでも承しよう諾だくしてくれた。自分を殺そうとした女のことを誰にも話さないと、そう約束してくれたのだ。──それが俺のエゴでしかないことは、彼女もわかっていただろうけど。

　雪縫は真剣な表情を浮うかべ、そして丁てい寧ねいに、一個一個諭さとすように続けた。

「私は、くーさんの意見を尊重する。結果だけ見れば、くーさんしか被ひ害がい者しやはいない訳だし。そのくーさんが許すのなら、構わない。でも──優やさし過ぎるとは思う」

「…………」

「正確には甘い。……その甘さのおかげで、私もいまくーさんと友達でいられるんだから、強くは言えないけど。ただ、もっとくーさんは怒っていいし、騒さわいでいい。花屋敷花蓮という女に対して、嫌けん悪おを向けるべき」

「それでも、俺は──」

「うん、わかってる。……別にいい。咎とがめない。言ってみただけ。──私は、くーさんのことが好きだから。大切な人を傷つけたあいつに、ムカついてるだけ。怒らないくーさんに不満があるだけで、くーさんが怒らないのはいい。優しいあなたは素敵だって、そう思うだけにする」

「雪縫……」

「──いまの台詞せりふ、どう？　昨夜考えたやつだけど、好感度上がった？」

「雪縫ぃ……」

　なんで余計なオチを付けるんだお前は……実際考えてきた言葉だったとして、それを言う必要ないだろ！　俺は内心でそう思いながら、雪縫を見やる。と──彼女は赤らんだ顔を俯うつむけて、両手をテーブルの下でもじもじさせていた。なんだ、そういうことか……。

　つまり雪縫はいま、本心を話し過ぎたのだ。だからこそ最後に、それをギャグにしようとした。でも……そんなに照れくさそうにしている時点で、さっきの発言は昨日考えたものではなく、ただ漏もれ出てしまっただけの本音だったことはバレバレだった。

　それに気づいた俺はつい笑えんでしまいつつ、雪縫に優しく告げる。

「……本当に、色々とありがとうな、雪縫」

「ぜ、全然……私ができたことなんて、色町を助けたぐらい」

「ぐらいじゃねーよ。それはすごいことだし、それだけじゃない。──これからも、末永くよろしくな」

「そ、それは、結けつ婚こんを前提として？」

「…………」

　答えに窮きゆうする俺。た、確かに雪縫のことは好きだけど、でもそれは、恋れん愛あい感情とかそういうのではなくて──そう思っていると、何かを察したらしい雪縫が再度、テーブルの下で俺のスネを蹴けってきた。「痛い痛い痛い！」そう騒ぐ俺に、彼女は不満げな顔で告げる。

「いつか絶対ヨメになってやる。覚かく悟ごしろ」

　その発言に俺が思わず笑ってしまうと、雪縫もつられて笑いだした。そうして俺達は猫ねこがじゃれるみたいに、テーブルの下で攻こう防ぼうを繰くり広げる。

　……俺と彼女の関係が、どうなっていくかはわからない。ただ──今後、どうなっていくにせよ。きっと、俺と彼女はこれからも一いつ緒しよにいるんだろうな、と。俺はそんな根こん拠きよのない希望を思い描えがいて、嬉しくなるのだった。




　　　　◆◆◆




　雪縫に牛ぎゆう丼どんを奢おごってから数日後の、放課後。今日は特に用事もなかった俺は、さっさと家に帰るため、人ひと気けの絶えた廊ろう下かを歩いていた。……ついあれこれと詮せん無なきことを考えつつ、下げ駄た箱ばこを目指す。すると、前方から女子サッカー部の集団がやって来るのが見えた。

　……その中に彼女の姿を見つけ、俺は自然と目を逸らす。胸の奥が強く痛んだ。

「でもさー、結局あのグループで一番イケメンなのは相そう馬まくんじゃない？　いちみーはマジで演技力高いから、あのドラマで映はえてただけだって。花蓮的にはどう？」

「あっ、一理あるねそれ！　──てか、いちみーって背が小っちゃくない？　あたし、ドラマうんぬんよりもそっちの方が気になったかなー。あははー」

「よし戦争しようぜ花蓮。うちのいちみーを侮ぶ辱じよくするお前なんかこうだ！」

「ちょ、やめてってリンリン！　うははは！　こちょこちょやめえ！」

　姦かしましい声が近づいてくる。それが擬ぎ態たいなのかどうか、俺にはわからなかった。

　そもそも、花蓮の本質がどこにあるのか、俺にはわからなかったのだ……色町を殺そうとした、無表情の彼女がそうなのか。それとも、俺と一緒に料理をした、あの楽しい彼女がそうなのか。記き憶おくの中にいる、俺に恋愛感情を抱いだいていない、けれど幼おさな馴な染じみとして一緒にいた彼女がそうなのか──考えてもわかりそうになかった。

　もしかしたら、その全部が本物の彼女なのかもしれない。

　友達と笑い合う彼女。平気で嘘うそをつく彼女。可愛らしいことを言う彼女。色町を殺そうとした彼女。料理が下手な彼女。サッカーに真しん剣けんな彼女。──俺を殺そうとした彼女。

　嘘はつかれたが、そこに嘘はなかったのかもしれない。彼女は性格を偽いつわっておらず、自分のままにいた。花屋敷花蓮として俺といた。

　それを俺が、上手うまく一緒にいることができなかったのだ。

　……再度、胸に強い痛みを感じた。ふとした瞬しゆん間かん、未いまだに考える。もっと、俺が軽率じゃなかったら。俺が告白したせいで変わった、彼女の気持ちに気づけていたら──意味のないことだとわかっているのに、それでも、後こう悔かいは俺を苛さいなんでいた。

「おっ……ねえねえ花蓮、くー助すけくんいるけど。話しかけないの？」

「でもさー、もしグループが活動休止するとして──」

「おい花蓮？　ねー花蓮ってば」

「…………」

　俺はその集団の横を静かに通り抜ける。俺のことに気づいた一人が、花蓮にそれを報告したが、花蓮はそれを無視した。……今いま更さら俺に話しかけたところでどうなるものでもないと、彼女はわかっているからだ。それこそが、俺達のいまの関係だった。

　無関係。なにもない。他人同士という関係。

　この間ようやく、幼馴染という関係を再開できたばかりだというのに……まるで積木崩くずしだった。重ねて重ねて高くして、それでも一度の失敗で壊れてしまう。本当に、誰だれかと一緒にいるっていうのは難しい。それぐらいは、記憶喪そう失しつの俺でもわかることだった。

　そんな感傷を覚えて、俺はつい後ろを振ふり返る。彼女はもう行ってしまった筈はずだと、そう思ったから振り返ったのに──。

「────」

「…………」

　集団から一人遅おくれた花蓮は、その場に立ち尽つくしたまま、俺を見つめていた。

　その顔はなんというか、酷ひどく悲しげで……そこに殺人犯としての表情はない。まるで大恋愛をした夫に永遠の別れを告げる妻のような、儚はかなさの溢あふれる表情だった。

　俺は何も言えない。彼女も何も言わない。ただ俺達は視線を交こう錯さくさせた。

　──花蓮はもう、無表情にはなってくれなかった。

「ん、花蓮？　練習行くよ？」

「…………」

　花蓮の友人が彼女に呼びかける。しかし、花蓮は反応しない。

　言いたいことはいっぱいあった。でもどれもが、言うべきじゃなかったり、言ったら誰かを傷つけるものだった。──俺は、許せない。本心では花蓮と一緒にいたいのに、でも許しちゃいけなかった。……本当は、全部俺のせいだってぶちまけたい。お前は悪くないと言ってやりたい。でも、それを言ってはいけないことは、俺が一番わかっていた。

　あの夜、事件当時のことを思い出した俺は、記憶を失った被害者だと思っていた。

　でも、どうだ？　果たして彼女はいま、ただの加害者なのだろうか？

「ちょっと花蓮！　あんた聞いてんの？」

「ああ、うん。今日も部活がんばろー、おー！」

　部活仲間に再度促うながされ、止めていた足を動かす花蓮。そうして輪の中に戻り、みんなと楽しげなお喋しやべりを再開する。なので俺も進路を戻し、彼女とは反対方向に歩き出した。

「……じゃあな、花蓮」

　謝れない俺は謝罪の代わりに、廊下で一人、誰にも聞こえないようにそう告げる。

　そんなさよならだけが、俺と彼女の辿たどり着いた結末だった──。




　──どうして人の気持ちはままならないのだろうと、彼女は考える。

「そういえば、今度いちみーがやる映画面おも白しろそうじゃない？　花蓮も行くでしょ？」

「うん、もちろん！　いやー、楽しみだねー」

　彼女はただ、自分の気持ちに正直でいただけだった。

　告白をされたから、それを拒こばみ。それでも関係が続くことを望んだ。でも、それは上手うまくいかず、だから決別するしかなくなって、そうしたら──いつの間にか。その胸の奥に、彼女自身も抱かかえきれない程ほどの感情を、育ててしまっていた。

　そんなつもりはなかった。

　こうなるつもりじゃ、なかったのに。

　ただ、どうやら自分は、時おり外れてしまう人間らしい。抱いた感情がマグマのごとく沸ふつ騰とうして、爆ばく発はつしてしまう瞬間──それが、二度あった。大好きな彼を自身の手によって失いかけたあの時と、ムカつく女に手を出したら彼に愛あい想そをつかされた、あの夜だ。

　言い訳になるから口から出なかった感情が、頭の中で声になる。

　そんなつもりじゃなかった。彼女を殺すなんて、そんなつもりはなかったのに……。

「え……花蓮？　どしたん？」

　あの日、公園で話したことは、全部彼女の本心だった。

　彼が悪いし、自分は悪くない。色町なんか死ねばいいと思うし、雪縫だって死ねばいいと思う。もちろん、彼を殺したいと。そう考えることなんかしょっちゅうだった。

　それでも、それをする気は、彼女にはなかったのだ。

　それをしてはいけないと、そう思う彼女は確かにいた。──彼女は×っていない。ただ時たま、外れる瞬間があった。無表情の化物になる自分を、抑おさえることができないのだ。

　だから、彼女は何度でも考える──どうして人の気持ちはままならないのだろうと。

「ちょ、花蓮!?　あんた、なんで突とつ然ぜん泣いてんのよ!?　どったの!?」

「うっ……ううっ、うううっ……うわあああああああああっ！」

　──もっと彼のことを、上手く愛せたらよかったのに。

　片かた想おもいでもいいと、そう達観できたらよかった。そんな綺き麗れいな恋こい心ごころを抱けていたら、こんな風に決別しなくてもよかったのかな。彼女はそう考えて、考え続けて──そうして、いつもの答えに辿り着いた。

「くーくんのことが、大好きなのに……っ！」

　実はそれだけだった。彼女のしたこと、した発言の全部が、それだけだった。

　よく恋は病と言うけれど、それで言うなら確かに、彼女は……彼女こそが。

　その病に誰よりも重く深く、かかっていたのかもしれなかった──。




　　　　◆◆◆




「はい、くーたん。今日のお弁当よ」

「……ん。いつもありがとな」

　翌日、昼休みの時間。俺は色町からピンクの風ふ呂ろ敷しきに包まれた弁当を受け取る。自分のカバンからマイ箸はしを取り出し、包みを開けた。──男っぽい、大きな紺こん色いろの弁当箱。次いで蓋ふたを開けたら、そこにはいつも通り、ごま塩ご飯とレギュラーおかず達が並んでいた。

　色町と机をつけて、対面になる。俺は手を合わせながら言った。

「いただきます」

「ふふっ。たんと召めし上がれ」

　そうして俺は弁当に箸をつけた。──文句の付けようがない美味うまさ。もう随ずい分ぶんと彼女の手料理を食べてきているけど、いつも新しん鮮せんに美味おいしいと感じられるのは、彼女が今でも料理を勉強し続けているからだろうか。

　ただ、一つ気になることはあった。なので俺は一度箸を止め、尋たずねてみる。

「なあ色町。なんというか最近、お前の作る弁当って見た目が普ふ通つうになったよな？　以前は随所に、ハートとか『ＬＯＶＥ』って文字が隠かくされてた気がしたけど」

　ちなみにこの『以前』とは、あの花蓮との決別があった夜より以前、という意味だ。すると、色町は少し苦く笑しようしながら答えた。

「ええ、そういうのはやめたのよ。くーたんが嫌いやがると思ったから」

「ふうん……そっか」

「変わることができると、そう信じてくれたんだもの。あなたに応おう援えんされた以上、努力を怠おこたるつもりはないわ。──私は近い将来、恋に恋し過ぎる重い女を卒業するのよ！」

「おお、頼たのもしいな」

「代わりに、軽い女にでもなろうかしら」

「それは意味が違ちがってきちゃうからやめてくれ」

　俺がそうツッコむと、色町はふふっ、と小さく笑ったのち、話を続けた。

「少しばかり時間が経たったからかしらね……ようやく気持ちが落ち着いて、だから目標に向かって頑がん張ばる準備ができたの。昨日なんか凄すごいわよ？　自宅に保存していた、くーたんに関する、違い法ほうな手段で手に入れたあれこれを全部捨てたわ。盗とう撮さつした写真、秘密録音した音声、果ては勝手に採取した髪かみの毛まで捨てたのよ？　私、頑張ったわよね？」

「お、おお……頑張ったな？」

「もちろん、死ぬほど泣いたわ」

「死ぬほど泣いたんだ……」

「だけれど、これをしないと変われないと思ったのよ。家にくーたんの髪の毛を持っていたのでは、変わるも何もあったものじゃないでしょう？　まずはここから始めないと。そう何度も何度も自分に言い聞かせて、涙なみだを滂ぼう沱だと流しながら、断腸の思いで捨てたわ」

「さっきから言葉が強いな……」

「ともかく、これでようやくスタートラインね。これからも頑張るわ」

　色町はそう言って、にこやかに笑えんだ。……それを目の当たりにした俺は、色町と花蓮の違いはここなのかもしれないと、そう思った。それは──変わる意思。自らの非を認める在あり方。自分は壊こわれているけれど、でもそんな自分を許せないと。そう思って変わる努力をしているいまの色町は、俺の知っている限り、一番魅み力りよく的だった。

　……そんな彼女を見ていたら、ふと気が緩ゆるんで、俺は余計なことを口走る。それは俺の中で留めておくべき感情なのに、俺はつい、彼女に告げていた。

「なんというか、色々とごめんな……」

「？？？　急にどうしたの、くーたん」

「いや、その、花蓮に殺されかけたこととかさ。……あと、俺が記き憶おくを失う前のことだよ。結局、色町が俺に対して、その……ああなったのって、俺のせいだと思うし」

「え……もしかしてくーたん、私が恋に壊れた時のことを謝ってくれているの？　もしそうだとしたら、それは随分とお門かど違ちがいだけれど……優やさし過ぎて甘すぎて、それこそ駄だ目めだわ。むしろ、そう言ってくれるあなたのことを、もっと好きになってしまうもの」

「そ、そういうのはコメントに困るんだが……」

「ふふっ。女を骨ほね抜ぬきにする天才ね、あなたは。冬場のこたつぐらい強力だわ」

「そんなに？　冬場のこたつってマジでやばいと思うけど、俺ってそのレベルなのか？」

　俺がそうツッコむと、からからと楽しげに笑う色町。しかし、つい最初の一言を零こぼしてしまった俺は止まれぬまま、言葉にするべきではない感情を続けてしまった。

「俺ってなんていうか、いまお前が言った通りでさ……花蓮だったり、色町だったりの感情を慮おもんぱかれなくて、そのせいで二人をああいう事件に巻き込んじまったというか──結局のところ、全部のきっかけって俺だしな。だから、なんつうか……」

「もしかしてくーたん、最近はそんなことばかり考えているのかしら？」

「まあ、暇ひまがあれば……」

「……ねえ、くーたん。そんな風に自分を責めるのはやめるべきよ」

　色町は真しん剣けんな表情でそう言って、じっと俺の目を見た。それに俺がたじろいでいると、彼女は真しん摯しなまなざしを崩くずさぬまま、迷いなく言い切った。

「くーたんは何も悪くない」

「…………」

　直近で雪縫にも同じことを言われたな、なんて思いつつ、俺はその言葉を受け取る。それをどこまで真に受けていいのか悩なやんでいると、色町は苦笑を浮うかべながら、続けた。

「……私が壊れたのはあなたのせいだと、以前、くーたんにそう怒ど鳴なった私がそう言ったところで、信じてはもらえないでしょうけれどね。それでも、あなたがいけなかった訳ではないのよ。あの時は、くーたんに対してそんな、酷いことを言ってしまったけれど……そしてあの時の私は、本気でそう思っていたけれど、今だから言えるわ。──くーたんは、何も悪くなかったのよ」

「色町……」

「少しばかり意地悪を言わせてもらえるなら、あなたは確かに、女を夢中にさせる男だとは思うけれどね。あまり正しい形容かはわからないけれど、ヤンデレ製造機？　とか、くーたんはそういう男の子なのかもしれないわ」

「とんでもない肩かた書がきが出て来たな……」

「ふふっ。でもね、くーたん。もしくーたんがそうなのだとしても、それじゃあ、あなたが悪いのかと言ったら、そうじゃないのよ。──だって結局は、壊れた方が悪いのだから。くーたんに壊す意思がなかった以上、勝手に好きになって、勝手に傷ついて、勝手に壊れた女が悪いのよ。それはもちろん、私だけじゃないわ。彼女についてもそうよ」

「……凄いこと言ってるって、わかってるか？」

「ええ、もちろん。……だからね、くーたん。あんまり自分を責めたり、嫌きらったりしないであげてくれないかしら。花屋敷さんのことや、私のことがあなたの心に影かげを落としているのは、わかるけれど……私が恋に壊れたせいで、あなたを悩ませているのだと思うと、心が苦しいのよ。だから、お願い──私が大好きなあなたを、あなたが嫌わないで」

「────」

　色町はそこまで口にすると、そっと俺の頬ほおを撫なでた。一いつ瞬しゆん、心臓が大きくはねたが、色町の触さわり方にいやらしさがなかったおかげで、俺はすぐに落ち着けた。──それは、慈いつくしむような手つき。どうにもむずがゆくて、だから顔を背そむけて逃にげ出したくもなったけど、色町の微び笑しようが俺を捉とらえて離はなさなかった。

　彼女に慰なぐさめられ、自分の中にある澱おりのようなものが、拭ぬぐわれていくのを感じる。

　もちろん、全部を鵜う吞のみにはできない。それはわかっていた。

　彼女も自覚しているが、色町はそもそも、俺に対して好意的な人間だ。だからそんな彼女から、俺は悪くない、と言われても、それが『俺は悪くない』の根こん拠きよになるかと言ったら、そんなことはないと思う。ただ、それでも──彼女が、そう言ってくれたこと。

　それ自体に俺はどうにも、救われたような気がしてしまった。

「ありがとう、色町……」

「こちらこそ。生まれてきてくれてありがとうね、くーたん」

「……まだ、ありがとうの言葉も重めだな」

「あ、あら？　ごめんなさい、ちゃんと軽い女になるつもりだったのだけれど……おいおい頑張っていくから、期待してもらえると嬉うれしいわ」

　色町のそんな言葉に、俺は「ああ、期待してる」と言って頷うなずいた。それに、彼女も頷きを返し、それから笑い合う。……穏おだやかな気分、穏やかな時間。心の奥にトゲは残したままで、それでも。俺と色町はこうして、微笑を交かわし合えていた。

　それにしても、今日の色町はなんだか、深い話にも付き合ってくれるな……最近色町と昼食を取る際には、あのごたごたがあった日に触ふれないよう、ありきたりな話題ばかりを選んで話していたけど──もう、大だい丈じよう夫ぶなのかもしれない。

　そう思った俺はつい、あの夜には聞けなかったことを、口にした。

「ちょっと、話は変わるんだけど……どうして俺を殺したなんて、嘘うそをついたんだ？」

「……嘘をついたなんて、そんなつもりはなかったのだけれどね」

「すまん、言葉選びがきつかったな。話したくないのなら──」

「いえ、いいのよくーたん。あれ以降、くーたんがそう尋ねたがっていたのは、わかっていたもの。それでも今日まで待っていてくれたのでしょう？　ふふっ、優しい人ね」

「────」

　そんな言葉と共に、色町はたおやかに笑む。……そんな彼女を見て、自分でも驚おどろくくらい心臓が高鳴った。まともに彼女の目を見れない。それを受けて、ここ最近、何となく自覚していた感情を確信に変える。やっぱり俺は、きっと──。

「嘘をついたつもりはなかったの。本当にそう思っていたのよ。──真犯人が別にいるとは、思いもしなかったわ」

　そうして色町は、一度箸を置いて話し始めた。その語り口はどこか柔やわらかで、もう彼女の中で整理のついたことのようだった。

「もちろん、精神的に不安定だったから、刷り込まれたというのもあるにはあるのだけれどね。──私のせいでくーたんが轢ひかれてしまった。結局、それは酷ひどいうぬぼれだった訳だけれど、あの状じよう況きようではそう思わざるを得なかったのよ。誰だれかに殺された、もしくは天命に見放された……目の前で頭を血だらけにして倒たおれているくーたんを見た時、そう単純には考えられなかったわ。くーたんが轢かれたことに、何でもいいから何か理由が欲ほしかったの。あの時はそれが、自分にしか見当たらなかったのよ」

「つまるところ、死にかけの俺を見てテンパった色町は、精神を安定させるためにそう誤認した訳だな？」

「……身も蓋もない言い方だけれど、でも、それが正しいわ」

　まったく、よくない思い込みをしたものだ……あの時の彼女の立場になって考えてみれば、それは特別おかしな感情の変へん遷せんじゃないんだろうが、そんなの自傷行こう為いと何ら変わらない。精神を安定させるために、自身の心に傷をつける──自分のせいで俺を殺したと思い込むなんて、そんな痛々しい勘かん違ちがいはもうやめて欲しかった。

「ともかく、お前が俺を殺したと思ってたのは、ただの勘違いだったと？」

「ええ、そうね。事故当時の正確な記憶がくーたんにある以上、そういうことになるわ」

「じゃあ、一つお願いなんだけど──『私はあなたを殺していない』って、そう言ってくれないか？」

「……？　構わないけれど、それにどんな意味があるのかしら」

「いいから。俺が言って欲しいんだ」

　不思議そうに首を傾かしげる色町。……まあ、この気持ちに関しては、俺以外の人間にはわからないだろうな。こんなの、わかりやすくエゴでしかないし。──ただ、それでも俺の要求を吞のんでくれた色町は一つ咳せき払ばらいをすると、甘い声こわ音ねで告げた。

「それじゃあ、んん──『私をあなたのお嫁よめさんにしてください』」

「いや『私』しか合ってないんだけど。耳どうなってんのお前」

「『それが無理なら、妾めかけでもいいです。妾にしてください』」

「待て、止まれ。俺一回ツッコんだぞ。もうボケのターン終わりだよおい」

「『妾がダメなら、セフレでもいいんです。体には自信があります』」

「真ま面じ目めな話してたじゃん！　いま緩かん急きゆうとか要いらないんだよ！」

「『おっぱいが大きいです。でも、一番柔らかいのはお尻しりだと自負しています』」

「暴走機関車かお前は！　止まれ！　止まれって！」

　俺のそのツッコミにようやく満足したのか、色町は「ふふっ」と楽しげに笑ったのち、ボケるのをやめた。……というか、ボケにしてもすごいことを言ってた気がするけど。

　そうして場が一度静まると、ふいに。色町は俺の目を見て告げる。

「私はあなたを殺していない」

　それを聞いて、俺は一つ息を吐はいた。──言葉にできない満足感を得る。それは安心感と言ってもいいのかもしれない。信じていたものがようやく手に入った。そう思った。

「ああ、うん。俺にはわかってたよ、色町」

「……本当に、色々と迷めい惑わくをかけてしまって、ごめんなさいね……」

「そんなの、謝らなくていい。全部お前が悪い訳じゃないことを、謝る必要なんかないから。ただ──もう二度と、自分を傷つけたりはしないでくれな？」

「……ええ、約束するわ」

　そんな会話をしたのち、俺と彼女は互たがいに笑えみを交わす。色々と……本当に色々とあったけど、そんな色々を経へたいま。こうして彼女と穏やかにメシを食えていることが、俺はたまらなく嬉しかった。




　　　　◆◆◆




「そういやあん時、どうして花蓮はあの公園にいたんだろうな？　色町とは話をする約束があったし、雪縫は無理やり俺についてきたから、わかるんだが……」

「あの日あの場所に私達が集まることを、くーたんから話していた訳ではないの？」

「ああ。あいつ、タイミングを見計らったように出てきたけど……ただの偶ぐう然ぜんかね？」

「……ねえ、くーたん。少しスマホを貸してもらえるかしら」

「ん？　いいけど──ほい」

「そ、そんなあっさりと……ありがとう、くーたん」

　色町は俺のスマホを受け取ると、何やら凄すごいスピードで操作を始める。……そんなにいじったら爆ばく発はつしちゃわない？　そう思う俺を尻しり目めに、色町は一分ほど俺のスマホをいじったのち、ほう、と一つ息を吐いた。俺にスマホを返しながら、彼女は結論を告げる。

「どうやら花屋敷さんは、くーたんのスマホにＧＰＳアプリを入れていたみたいね」

「ＧＰＳアプリ？　って、なんだそりゃ」

「そのスマホの持ち主がどこにいるのか、他ほかのスマホで知ることができるアプリよ。それを勝手にインストールされて、その上承しよう認にんされていた──つまり、花屋敷さんのスマホで見れるようにされていたわ。いまアンインストールしたから、もうこれで居場所がバレる心配はないけれど」

「え……俺がどこにいるのか、今の今まで花蓮に筒つつ抜ぬけだったってことか!?」

「ええそうよ。──ねえくーたん。あなた、いま私にしたみたいに、自身のスマホを彼女に預けてしまったことがあるかしら」

「それは、ええと──あ！」

　すぐさまその情景を思い出した。ラインＩＤの交こう換かんができなくて、彼女にスマホを丸ごと渡わたしてしまった、あの時。どうやらあの時に、そのような悪事を働かれていたらしい。

　そのことを色町に話すと、彼女は目を細めて怒おこった表情になりながら、感想を述べた。

「本当に狡ずる賢がしこいわね、あの女……くーたんと和解した直後、つまりはくーたんが彼女に対して一番警けい戒かい心しんを解いた瞬しゆん間かんを狙ねらって仕し掛かけているじゃない。幼おさな馴な染じみの彼女なら、くーたんがスマホを使えないおじいちゃんだってことは、知っていた筈はずだし……だからこそラインＩＤを交換しようなんて提案を──くっ！　電子機器にはめっぽう弱い、というくーたんの愛らしい個性を、そんな風に悪用するなんて……許せないわ！」

「なあ色町、お前俺のことディスってる？　遠回しにすげーバカにしてるか？」

「そんなことある訳ないじゃない、おじ──くーたん！」

「おじいちゃんって言おうとしたよないま。完全に」

　俺がそうツッコんでもそれを無視して、「あの女……」としかつめらしい顔をする色町。真面目に怒っているようにも見えるが、俺の追つい及きゆうから逃のがれているだけにも見えた。

「ともかく、そういうことだったのよ。──くーたんのスマホがあの公園に向かったのをＧＰＳで確認した彼女は、くーたんが事件当時の記き憶おくを取り戻もどさないか不安になり、だからこそあなたを追ってあの現場に向かったのね。本当にいい趣しゆ味みをしているわ……」

「なるほど、そうだったのか……」

　俺は一つ疑問が解けて、納なつ得とくの声を漏もらす。そうしてから、次の疑問に移った。

「ただ、色町？　お前はどうしてそんなに、ＧＰＳアプリとやらに詳くわしいんだ？」

「……くーたん。私ちょっと、お花を摘つみに──」

「色町ってほんと、誤ご魔ま化かすのだけは絶望的に下手だよな」

　俺がそう言うと、観念したように嘆たん息そくした色町は、しぶしぶ言葉を続けた。

「ＧＰＳアプリに関しては、一時期、私も調べていたから……」

「あら、なんて簡単な説明だこと」

「じ、実際に仕掛けてはいないのよ？　少し考えはしたけれど、そんな機会もなかったから、実行に移したことはないわ。──それぐらいのこと、私ならやりかねないけれど」

「すごいこと言うなお前」

「……あれからね、よく考えてしまうのよ。花屋敷さんと私はそんなに違ちがうかしら、と」

　弁当を食べ終えた彼女は、静かにそう言った。……それは少し、昼休みのなんでもない時間に話すには厳しい話題だったかもしれない。それでも、彼女は止まらなかった。

「少しばかり、何かが違っていれば。あなたの背中を押したのは私なんじゃないかって、そんなことをね……くーたんは私でも変われるって信じてくれているけれど、だから私も信じられるけれど、ただ──くーたんが、くーたんでなかったら。あなたがもう少しだけ、優やさしくなかったら。あなたを殺していたのは私なんじゃないかって思ったら、その……」

「…………」

「ごめんなさい、くーたん。こんな話をしてしまって。あなただって迷惑よね？　好きなのに殺すとか、殺さないとか……もう少し私が、普ふ通つうでいられたらよかったのだけれど。私があなた好みの女であったなら、それはどれほど幸せだったんでしょうね……」

　色町はそう言葉を締しめると、小さく微笑ほほえむ。それは憐れん憫びんの深い、寂さびしい笑みだった。

　──刹せつ那な、小さな眩暈めまいが訪おとずれる。ちくりと刺さすような痺しびれ。何でもない記憶の一つが、それでも大切そうに、心の奥で光を放っていた──。





「ねえくーたん。嫉しつ妬とって、どういうものなのかしら」

　いつもと変わらぬ昼下がり。色町はふいに、彼に尋たずねた。なので彼は弁当に向けていた箸はしを一度止めると、適当に声を返した。

「ものにもよるんじゃないか？　恋こいに関する嫉妬なのか、それとも憧あこがれに関する嫉妬なのか。──ちなみに？　お前が言ってる嫉妬って？」

「もちろん恋の方よ」

「だろうな」

　彼は言いつつ、弁当をまた一口食べる。いつも通り美味おいしそうに食べる彼を見て、色町もまた嬉うれしげな笑みを浮うかべていた。

「この間、ヤンデレ？　という言葉を調べたのよ。すると、嫉妬に壊こわれて愛する男を殺す女などがそう呼ばれるのだと、ネットに書かれていたわ」

「……それはヤンデレ過ぎる気がするけどな。まあヤンデレって、普通はそういうイメージなのかもしんない」

「でもそれって、少しおかしくはないかしら」

「なんでだ？」

「だって、ヤンデレの女はその男のことが好きで好きでたまらないのよね？　彼を独どく占せんしたい。自分以外の女にはちょっとでも触ふれて欲しくない。自分以外の女と話すことすら我が慢まんならない。なんなら、大好きな彼を誰の目にも触れない地下に監禁してしまいたい。そうすることで、彼を本当の意味で私だけのものにできたら──うんうんなるほど、その気持ちはわかるのよ」

「わ、わかるんか……」

「ええ、とても。目から鱗うろこが落ちたかと思うくらいわかるわ」

　その発言に彼はつい窓の外を見やる。いわゆる現実逃とう避ひというやつであった。

「けれど、納得のいかないことが一つだけあってね……確かに気持ちはわかるけれど、でも。その結果として大好きな人を傷つけるというのは、おかしくはないかしら」

「というと？」

「大好きな人は、大好きだから殺せたりはしないのよ」

「────」

　当たり前のことだ。彼女は当然のことを言ったまでなのだが、それでも彼は。

　その彼女が浮かべた笑みの美しさに、人知れず、心を奪うばわれてしまっていた。

「地下に監禁したい気持ちはあるの。他の女に走ったら、大好きな彼を憎にくむ感情で押しつぶされそうにもなる筈だわ。──けれどね、殺意は決して、大好きな彼には向かない。たぶん言葉では、酷ひどいことを山ほど言ってしまうでしょうけれどね……死ねとか殺してやるとか、そんな醜みにくい声も出る筈だわ。それでも、殺すことはできないのよ」

「な、なるほど。それが……」

「私の想おもいよ」

　色町はそう自分の主張を終えると、すっきりとした顔でまた弁当を食べ始めた。一方の彼は、未いまだに全身の硬こう直ちよくが解けない。そしたら、彼女は澄すました声で彼に言った。

「早く食べないと、お昼休みが終わってしまうわよ？　ね、くーたん」

「あ、ああ。そうだな……」

　熱い視線にあてられつつ、それでも彼は微び笑しようしながら、食事を再開した。

　いつも通り、二人で食べる昼食。どうかこの時間が、いつまでも続きますように──。






「……ははっ。あははははっ」

「く、くーたん？　いきなり笑いだしたけれど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　これまで記憶喪そう失しつだった俺は、彼女達に過去を教えてもらっていた。あなたと自分はこういう関係だったと、そういう話を受け取るだけだったけど……ああ、そうか。

　こうして記憶を取り返していけば、逆に──教えることだって、できるんだな。

「『大好きな人は、大好きだから殺せたりはしないのよ』」

「──え？」

「思い出したぜ、色町。お前は確かにそう言ってた。先日のことがあって、だから心配になるのはわかるけど、そんなに思い悩なやまないでいい。……お前には殺せない。これまで色々とやらかしてきたのは知ってるけどさ、それでも。そんな自分を変えようとしてるお前だから、俺は信じられるよ。──きっと色町は、少し個性的なだけの、普通の女の子だ」

「くーたん……」

　色町は愛いとおしげに呟つぶやいて、泣きそうな顔になる。──泣きそうな顔になるだけだ。実際に泣いたりはしない。けれど、そこにあるのは深い感情の乗った表情で……だから。

　それは泣き顔よりも俺の心に入り込んでくる、絞しぼり出すような微笑だった。

「あなたは、本当に……本当に私のことを、救い上げてくれるのね。──どうしてそんなに、私を救ってくれるのよ？　もちろん私は嬉しいし、それだけで幸せだけれど……それに見合うだけのものを、あなたに返せはしないのに……」

「さあ、なんでだろうな」

　本当はもうわかっていた。

　でも、それを言葉にはしない。だいたい、いま言ってしまったらまた、彼女は恋に壊れてしまうかもしれないしな。……だから、まだ言ってあげないのだ。

　いつか、彼女が大人になって。ちょっとやそっとのことじゃ壊れないくらいの強度を持てる日が来たら──俺はこの気持ちを、彼女に打ち明けよう。

　それは、記憶を失う以前の俺から、確かに受け取ったバトンで。

　それを手にした時、いまの俺も大事にしたいと思えた、そういう感情だから。

「これからもよろしくな、色町」

「ええ。そばで見守っていてね、くーたん」

　正直な話、なにもかもを抱だき込んだハッピーエンドとはいかなかった。

　花蓮のことについては、まだ終わってない。このままで終わらしちゃいけないと思っているし……色町や雪縫とのこれからだって、こうして手に入れた幸福を、この形で持っていられるのか、それはわからない。

　だからいまは、今の話をしよう。

　彼女と彼女と彼女に嘘うそをつかれて──それでも足だけは前に向かって進めて、その結果、なんとか記憶の大半は取り戻したけれど、今度は半身を失って。そんな悲喜こもごもを受け止めた上で、失なくしたものを数えて憂ゆう鬱うつになるのではなく、この道程で新しく手に入れたもの、取り返したあれこれをちゃんと、この手で抱き締めよう。

　──俺はきっと、色町紙織のことが好きだ。

　それだけは、嘘だらけの中でたった一つだけ見つけた、嘘偽いつわりのない本物であった。


了
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あとがき






　初めまして。もしくは、お久しぶりです。川かわ田た戯ぎ曲きよくです。

　この度は、本書を手に取って頂き、ありがとうございます。本作はファンタジア大賞にて金賞を頂き、こうして出版する運びとなったもので……いやほんと、あとがきを書いている今になっても、未いまだに信じ切れません。しかも、ただの金賞ではなく、橘たちばな公こう司し賞も頂きまして──つまり、あの橘先生が本作を評価してくれたらしいんです！　これまでの僕の人生において、これほどに嬉うれしいことがあっただろうか……！

　ともかく、そうしてありがたいことに、選考の過程で多くの方々に評価して頂いて、この作品を世に出すことができました。──そんな訳で、ここでは本作ができた経けい緯いというか、どんな風に応おう募ぼ原げん稿こうが生まれたのかを書きたいと思います。

　実は何年か前に、記き憶おく喪そう失しつになった女性を取とり扱あつかった番組がありまして……本作のアイデアが生まれたきっかけは、それでした。ただ、どシリアスな作品にはしたくなかったので、そこにラブコメ要素を足して、記憶喪失ラブコメ、みたいなイメージで書き始め──キャラクターも、個性的であれば個性的であるほどいい、豚とん骨こつラーメンが臭くさければ臭くさいほど美味うまいように！　みたいなテンションで作りました。

　その結果、個性的に過ぎる、作者ですら扱いに困る面々が生まれたのは、想定外でしたが……あれですよ？　よく作家や漫まん画が家かが言う「キャラが勝手に動いた！」って発言、作り手側のパフォーマンスだと思いますよね？　あれ、本当の話なんです。むしろ、本当の話過ぎて、苦労したぐらいですから……！

　そんな感じで出来上がったのが、応おう募ぼ作──『嘘うそ嘘うそ嘘うそでも愛してる』でした。一応、ミステリーの要素もありますが、これでミステリーを名乗ったら、本格ミステリー好きの人達から「こんなのミステリーじゃねえ！」と怒おこられそうなので、やめておきます。……あの、ライトミステリーとは名乗っていいですか？　それもダメ？　じゃあ、すこしミステリーです。ちなみに、藤ふじ子こ・Ｆ・不ふ二じ雄お先生が、「ＳＦ」を「すこしふしぎ」と言った風に略すと、「すこしミステリー」は「ＳＭ」です。なんだか急にいかがわしいですね。

　そんな訳で本作は、記憶喪失を題材にしたＳＭラブコメとして、受賞後も編集さんとのやり取りが何度もあったのち、完成したのでした。……どうでしたか？　あなたの時間を奪うばうに足るだけの、作品になれたでしょうか？　彼女や彼女や彼女、それから彼のことを、あなたが少しでも好きになってくれたなら、それに勝る喜びはありません。




　それでは、以下より謝辞の方を。

　まず、金賞を下さった、選考委員の方々──葵あおいせきな先生、石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、橘公司先生、本当にありがとうございました！　選考員お三方の、本作に対する評価の声、それが僕にとっての宝物です。厳しい指し摘てきも、お褒ほめの言葉も、何度も噛かみしめました。選んでくださったお三方に恥はじない活かつ躍やくをできるよう、今後も精進してまいります！

　そして、イラストレーターのアシマ先生。素敵なイラストをありがとうございます！　キャラデザの段階から最高でした……みんな好きですけど、特に花か蓮れんのデザインが大好きです。あと雪ゆき縫ぬい。それから、色いろ町まちもいいですよね！　加えて、くー助も羨うらやましいくらいイケメンにしてもらって──つまるところ、みんな大好きです！　圧あつ倒とう的感謝をあなたに。

　それから、担当編集のＳさんと、サブ担当のＩさんも、ありがとうございます！　未熟だった応募原稿を、こうして読者の皆みなさんに見せられるものにできたのも、ひとえに担当編集のお二方のおかげです！　今後ともよろしくお願いします。

　あとは、第三十二回ファンタジア大賞を受賞された、同期受賞者のみなさん。授賞式終わりの飲み会、楽しかったです！　今後とも、仲良くしてやってください！

　そしてそして、授賞式でお会いしたとある先せん輩ぱい作家さん、高校時代からの友人スーさん、じいちゃん、ばあちゃん、両親に弟もありがとう。──こんだけ長い謝辞だから気づいていると思うけど、色んな人の助力があったおかげで、こうして本が出せました。これからも頑がん張ばります。見ててください。

　長くなりましたが最後に、読者のあなたにも、ありがとうございます。

　本を一冊読み切るって、すっごい労力だと思います……漫まん画がの一巻、映画の一本、ドラマの一話。それらに対して『本の一冊』って、娯ご楽らくとして消費するにはハイカロリーで、だからそれに付き合ってくれたあなたには、感謝しかないです。

　ただ、もう少しだけ。個人的なわがままを言わせて頂ければ──。

　もしよろしければ今後も、お付き合して頂ければ幸いです。

　ではでは、また次巻でお会いできることを願って。





二〇二〇年二月初しよ旬じゆん　川田戯曲
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